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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ










「降伏してもいいが、もしその道を選ぶなら……………公こう爵しやく家けのキュート嬢以外、全員灰にしてやるから、そのつもりでいろ」





　春日かすが理り刀とは、首筋を流れ落ちる冷たい汗を感じながら、歯は嚙がみした。

　炎蜥蜴サラマンダーの赤旗をもつレオダガー騎士団に包囲され、戦うことも、逃げることも、そして降伏することもできない状況に陥って……。

　逃げ場は、どこにもない。

　頭数も装備も、騎士団のほうが圧倒的に勝っている。もちろん戦力も。

　理刀は、地面に倒れ伏したまま動かない毒どく舌ぜつ丸まるへ目をむけた。完全に気絶しているようだ。彼女でさえ、騎士団には歯が立たなかった。逃げることさえできずに……。

　不意に、理刀にしがみついていたキュートが体を離し、一歩だけ足を踏み出した。

「あたしがキュート・フォンターナよ。あたし、いますぐ封印城に戻るから、この人たちには手を出さないで」

　キュートの言葉を聞いて、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが、泣きそうな顔でうつむいた。

　理刀も、鼻の奥がつんとなるのを感じた。

　だが、返ってきたのは、

「キュート嬢には、封印城の準備が整い次第、再び戻るという道しかない。だが、他の連中には三つの道を用意してやった。戦うか、逃げるか、降伏するか」

　重々しく、

「三つのうち、ひとつを選べ」

　冷たい声だった。

「きゅ、そんな……」

「話は通じないようだな……」黒媛が下唇を嚙んだ。

「黒くろ姉ねえ様さまぁ～」百香が、涙目で姉の腕に抱きついた。

「なにか、ほ、方法は……」巴が、忙せわしなく周囲を見回した。

『抵抗してもいいが、もしその道を選ぶなら……命を棄すてる覚悟を決めろ』

『逃亡してもいいが、もしその道を選ぶなら……命を棄てるつもりでやれ』

『降伏してもいいが、もしその道を選ぶなら……………公こう爵しやく家けのキュート嬢以外、全員灰にしてやるから、そのつもりでいろ』

　つまり、どの道を選んでも命はないぞ、ということだ。

「早く決めろ。あと三秒だけ待ってやる」

　両肩を強くつかんでくるかのような声に、理刀の心臓が大きく波打った。

　あきらめるわけにはいかない。あきらめたら、なにもかも終わりだ。

　終わるわけにはいかないだろっ！

　理刀は歯嚙みした。方法は？　なにか切り抜ける方法はないのか？

「みなさん、封印城へ！」

　突如、目の前に汚れた黒いスーツが現れた。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、跳躍とんできてくれたのだ。

　気絶したフリをしていたのか!?

「っ!?」

　理り刀とは反射的に、キュートの手をつかんで駆け出した。

　遅れることなく、黒くろ媛ひめたちもついてくる。

　先頭を疾は走しるのは毒舌丸だ。

　封印城へ逃げ込めば、時間を稼ぐことができる。あとのことは考えない。まずは、現状を脱することを最優先に……。封印城の入口周辺にも騎士たちが壁をつくっている。それでも、なんとか……。毒舌丸を信じて……。突き破れっ！

　ゴッ！

　硬いものが強くぶつかり合うような音とともに、理刀の視界の中で汚れた黒と冷たい赤が入れ替わった。

　黒いスーツが、赤い鎧よろいによって横から弾はじき飛とばされたのだ。

「きゅっ!?　毒舌丸っ!?」

　ゾクゾクゾクッ、と背筋を這はいのぼってきた悪寒に襟首を引っ張られるようにして、理刀は急ブレーキをかけた。

　咄とつ嗟さに、キュートの細い体を背に押しやった。

　黒媛も百もも香かを抱きしめるようにして、足をとめた。

　巴ともえも、靴底を地面に擦こすりつけるようにしてとまった。

「抜かせるな」

　腰に下げた大剣の柄つかを握ったまま、目の前の騎士が感情のない声をもらした。

　毒舌丸は、未来視でこの状況を視みていなかったのか？　それとも、この場面をクリアする方法がなにかあるのか？　助かるために、なにをすればいい？

　理刀は、地面に転がされた毒舌丸へそろそろと目をむけた。

　騎士のひとりに背を踏みつけられ、今度こそぴくりとも動かなくなっている。

　彼女は、どんな未来を視たんだ？


　　　★★★



　キュート・フォンターナは、理刀の腕をしっかりと抱いたまま懸命に呼びかけた。

　土筆つくし。出てきて。お願い。土筆！

　彼女はいま、封印城で数日をすごしたために意識を溶かされ、永い眠りにつこうとしているのだ。

　こたえてくれない。

　いままでは、理刀に触れると外へ出てきてくれたのに。

　騎士団を退けるには、もはや土筆の力を借りるしかないというのに……。

　意識を集中させ、呼び続けた。

　土筆つくし。土筆。土筆。

　反応がない。

　土筆っ！

　出てきて。急いで。お願いっ！　みんなが危ないのっ！

　彼女の声は………、聴こえない。

　キュートは、そびえ立つ封印城を見あげたあと、ゆっくりと周囲を見回した。

　王家直属の〝彩いろ持ち〟騎士団が、逃げ道すべてを塞ふさいでいる。

　公こう爵しやく家けの娘である自分が、まさか炎蜥蜴サラマンダーの赤旗に戦せん慄りつする日がくるなんて、想像もしていなかった。

　ズラリとならんでいる赤い鎧よろいたちから目をそらし、キュートは自分の右手首に視線を移した。

　よっつのブレスレットが重なり合っている。

　それぞれのプレートに刻まれているのは、

［Kurohime］

［Tomoe］

［Momoka］

［Sweet］

　という文字。

　左手首には、［Cute］という文字の入ったブレスレット。

　このブレスレットを自分に預けた仲間たちがいま、窮地に立たされている。

　自分にできることは……。


　　　★★★



　いきなり理り刀とから離れたキュートが、騎士の前に歩み出た。

「キュート？」

　理刀の声に、キュートが肩越しに微笑ほほえみを投げてくる。

　さらりとゆれた銀髪の輝きが、どういうわけか目に焼きついて……。どこか寂しげな微笑みで……。なんだか嫌な予感がして……。

「キュート」

　理刀はもう一度、彼女の名を呼んだ。

　その声にこたえることなく、キュートが大柄な騎士を見あげ、言い放った。

「あたし封印城に戻るから、この人たちを助けてあげて。もし、助けてくれなかったら、あたし、どんなことしても自分の命を絶って、ツェデュヴィーラの魂を解放するわ」

　理刀は、息の塊を吞のみ込こんだ。

　黒くろ媛ひめたちも、驚きの表情を浮かべている。

　キュートの後ろ姿を凝視したまま、理り刀とは拳こぶしを握りしめた。

　なにもできない自分が、あまりにも情けなかった。

　キュートに命を懸けさせたことが、あまりにも情けなかった。

「我々の任務は、封印城からキュート嬢を連れ出そうとした者たちの討伐だ。その他のことは関知するところではない」

「きゅ、あ、あたしは、本気で……」

「キュート嬢は、あちらへ」

　瞬またたく間に、キュートの体が赤い球に覆おおわれて宙に浮かびあがった。クリストを連れ去った方法だ。

「キュートっ!?」

　黒媛が、コンパクトを構えた。

「天あま翔かける破軍、空舞う黒獅し子し、雷雲纏まとう……」

　巴ともえが呪文の詠唱を始めた。

　だが、

　パンッ！

「きゃっ!?」












　黒くろ媛ひめの右手で、コンパクトの鏡が勢いよく砕け散り、

「あ、ぁ、ぁん」

　巴ともえのイヤリングが、ネックレスが、指輪が、ボロボロと崩れ落ちた。


　　　★★★



　キュートは、赤い捕獲球の中で叫んだ。

「やめてっ！　みんな戦ったりしないでっ！　あたしはいいから。あたし、みんながきてくれただけで嬉うれしかった。ありがとうっ！」

　騎士団と戦っても、間違いなく勝てない。

　フォンターナ家の姉たちと比較するなら、ふた桁けた台の上位陣レベルがゴロゴロいるのだから。

　キュートは、理り刀とたちとむかい合っている騎士をにらみつけた。

「その人たちには、絶対に手を出さないで！　もしそんなことしたら、あたし許さないから！　あたしの友だちを傷つけたら、ツェデュヴィーラを解放してやるんだから！」

　頭の固すぎる騎士たちも、さすがにツェデュヴィーラ解放という脅しには耳を傾けるだろう。

『封印城からキュート嬢を連れ出そうとした者たちの討伐』とは言ってても、蛮族の女王が復活する危険は無視できないはずだ。

　キュートは、捕獲球の中から叫び続けた。

「みんなは、このままパーキート城に帰って！　あとはお姉様たちが助けてくれるから！　大丈夫。きっと人間界に帰れるから！　あたし、本当に嬉しかった！　ありがとう。みんなのこと、忘れないわ。あたし……」

　浮遊する捕獲球にゆられながら、キュートはあふれてくる涙を手の甲でぬぐった。

「？」

　なぜ、理刀たちの近くにいる騎士が剣を抜いてるの？

　どうして、抜き身の剣を手にしたまま理刀たちに近づいていくの？

　ちょっと……。

　理刀が、騎士をにらみつけている。

　黒媛が、百もも香かを守るように抱きしめている。

　巴が、身を縮めている。

　待って！

「きゅーっ！　あんたっ！　なにやってんのよっ!?」

　声を裏返して叫んでも、騎士は動きをとめようとしない。

　まるで相手の恐怖を煽あおるかのように、ゆっくりと頭上に剣を振りあげた。

「やめてぇ────────────────────────────────っ！」





一章　カイビャク様ですか？







　理り刀とは、縮みあがっている気持ちを懸命に奮い立たせながら、鎧よろいの赤から煌きらびやかな剣へと視線を移した。

　切っ先を空へむけた剣。光を弾はじいている巨大な剣。

　斬きられる。

　そんな恐怖が弾けそうになったそのとき、キュートの顔が脳裏に浮かんだ。

　守らなきゃ……、という強い想おもいが、瞬時に恐おそれを踏み潰つぶす。

　守らなきゃ！

「　　　　　っ!!」

　声にならない叫びをあげ、理刀は反射的に固まっていた両足を前へ出した。

　キュートを守れっ！

　瞬間、あたたかみのない騎士の双そう眸ぼうが、わずかに細められた。ほぼ同時に、大剣が勢いよく理刀の頭上に落ちてくる。

「っっっ!!」

　痛みはない。

「あ……」

　理刀は、どこか間抜けな息をもらした。

　前進したのは一歩だけ。二歩めは出せなかった。いや、出す必要がなくなった。

　騎士の赤い鎧に代わり、目に飛び込んできたのは汚れひとつない純白のワンピース。そして、なめらかなロングの銀髪。

「あなた、いい加減になさい」

　透き通るような声は、リイザだった。整った眉まゆを逆立て、騎士をにらんでいる。

　理刀に振り下ろされた大剣の刃やいばは、彼女によってうけとめられていた。

　横から差し入れた細い指で、軽々と。

「リイザさん!?」

「混こん沌とんの少年は下がってて。キュートのお友だちも、怖い思いをさせてごめんなさいね」

　リイザが、女神のような笑みを浮かべた。が、すぐにまた表情を引きしめ、騎士に顔をむける。

　対する騎士の顔は、あからさまに引きつっていて……。

「国と妹、ど、どちらが大切なのか、考えればわかるでしょう？」

　声も上擦っている。｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の登場に焦りを隠せないらしい。焦り……、いや、怯おびえかもしれない。

　理り刀とは、ゆっくりと後あと退ずさった。黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人が、すぐに集まってきた。みんな、騎士たちに包囲されているにもかかわらず、どこかホッとした顔だ。

「静せい謐ひつの君、あなたは、ご、ご自分がなにをなさっているのか……」

「お口を閉じてなさい。わたしはいま、少々腹を立てています。あなた方が、キュートとその友人たちに行った非礼の数々は、もう遠視みるに堪えなくて……うちの大切な従者にも、あんなにひどいことをして……」

「お言葉ですが……」

「お口を閉じてなさい、と言いましたよ？　それ以上なにかしゃべったら……」

「で、ですが……」

　バチ───────────────ン！

「打ぶちますよ？」

　顔面にリイザの平手打ちを食らった騎士が、冗談のように吹っ飛んでいく。

　打ちますよ？　って、もう打ってるし……。

　張り飛ばされた騎士は、赤あか鎧よろいの壁へ突っ込んでも勢いをとどめることなく、数人を巻き込んでさらに飛び、むこうにある城壁に仲間たちと仲よく激突した。

　とんでもない威力のビンタだ。

「リイザ、手を出すなって言っただろう」

　声に目をむけると、カカが立っていた。脇わきにキュートを抱えている。いつの間にか、赤い球体の中から末の妹を助け出してきたようだ。

　地面に下ろされたキュートが、

「みんな大丈夫？」

　パタパタと理刀たちのほうへ駆け寄ってきた。

「キュート、もう二度と〝命を絶つ〟なんて言うな」

「キュートさぁん」

「キュートっ」

　黒媛が、百香が、巴が、キュートに飛びついていく。

「毒どく舌ぜつ丸まるに、こんなひどいことして……」

　リイザへ目を戻したときにはもう、毒舌丸を足もとに寝かせているところだった。

　カカやリイザの素早すぎる動きには、とてもついていけない。でもいまは、それがなんとも心強かった。

　理刀は、完全に気を失っている毒舌丸に心の中で頭を下げた。

　彼女はおそらく、自分が完全に気を失う未来を視みたのだ。そこから先は……、真っ暗。

　簡単に言えば、お先真っ暗な状況に陥ってしまって……。

　それでもあきらめることなく、最後まで自分たちを助けようとしてくれた。命懸けで。

　理り刀とたちをとり巻いていた騎士たちが、ざわつき始めた。

　フォンターナ家の二女、｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝のカカ。そして三女、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝のリイザが現れたのだから、狼狽うろたえるのも無理はない。

　それでも、数は騎士団のほうがずっと多い。

　歩み寄ってきたカカが、理刀の肩をポンと叩たたいてきた。

「春日かすが、キュートを助けにきてくれたのか？」

「はい。この国の事情も、いろいろあると思いますけど……やっぱり、キュートは、オレたちの大切な仲間ですから」

「すまなかった。ふふ、お前たちのお陰で思い出すことができたよ。わたしたちはフォンターナだった、ってことをな」

「えっと……どういう、意味ですか？」

「説明はしないぞ？　自分の目で見て、自分の頭で考えろ」

　カカが、どこか照れ臭そうにニッと笑って、理刀から離れた。そしてそのまま、騎士たちを視線だけで牽けん制せいしているリイザにむかって歩いていく。

　相変わらず、簡単にこたえをくれない女性だ。でも、彼女のやさしさを理刀はよく知っている。

　理刀は、肩をならべた赤いスーツと純白のワンピースの背から目をそらし、キュートたちへ顔をむけた。

　この機を逃さず、封印城へ避難したほうがいいかも？　もし戦いになったりしたら、巻き込まれないという保証はないから。

　みんなの意見を聞こうとする前に、キュートが慌てた様子で駆け寄ってきた。

「土筆つくしが目を覚ましたみたい。カカ姉様たちに伝えたいことがあるって」

「土筆が？」

「ええ、封印城の力で抑えられてたから、ちょっと意識が遠くなってたみたいなの。ようやく声が届いたわ。だから……」

　キュートが、むにっと理刀の手をつかんできた。

　途端、彼女の隣に土筆が現れた。火花をちりばめたかのような鮮紅色のロングウェーブヘアが、ゆらりとひろがった。

「我が微睡まどろんでおるうちに、ひと騒動あったようだな」

　彼女が、切れ長の目で周囲を見回した。

　そんな土筆を前にして、カカが瞳ひとみに鋭い光を宿した。

「なるほどな。春日の能力を利用して、弱まった封印の隙すき間まから術根ねを出しているというわけか」

「相変わらずというか、ほんとに術式組成が巧みな人ね」

　リイザが、眉まゆ根ねに小さなシワを刻んだ。

　間を置くことなく、ざわついていた騎士たちの中から、

「封魔戦、ぃけぇっ！」

　号令が聞こえてきた。

　と、みるみるうちに周囲に薄い靄もやがひろがった。騎士たちの鮮やかな赤あか鎧よろいが霞かすみに覆おおわれ、灰色の影にしか見えなくなる。

「ふむ。我の魔力を封じて、性急に再封印を施すつもりのようだな。まずは言葉を交わしてみようと、どうしてだれも考えんのだ？」

「土筆つくしの姿を見ちゃったから、慌ててんのよ」

　キュートが、ちょんと肩をすくめた。

　黒くろ媛ひめたちが、周りを警戒しながら身を寄せ合っている。

　そんな彼女たちへ、土筆が落ち着いた目をむけた。

「心配はいらん。人間にはなんの害もない領域だ。術式組成を妨害する効果しかない」

「えっと、それじゃあ、あの赤い人たちも魔法がつかえなくなるんじゃ……」

　百もも香かの疑問にこたえ、

「魔法抜きの近接戦闘にもち込む腹だ。ビョルンストライドの戦士たちは、昔から殴ったり斬きったりと、荒っぽいことを好んでおるからな」

　土筆が、ひょいと右眉をあげた。なんだか呆あきれているようにも見える。

「本来の力があれば、この程度の封魔領域など軽く吹き飛ばしてやるものを。ふん。ここはカカとリイザの背に隠れて……ん？」

　言葉途中で、土筆が上空を見あげた。

　頭上も靄で覆われているため、青い空や白い雲は見えない。

「抜刀っ！」

　靄のむこうで、鋭い声があがった。

　続けざまに、硬質なモノを擦こすり合わせるような音が四方から聞こえてくる。

「これから攻め込むぞ、と相手に告げているということになぜ気づかん？　ビョルンストライドの戦士たちは、昔と変わらず愚直よの」

　土筆が、ふぅ～っとため息をついた。今度は、間違いなく呆れているであろうことがわかる仕草だ。

「み、みんな、絶対にこの場を動かないでね。カカお姉様とリイザお姉様が、き、きっと守ってくれるから」

　キュートが、黒媛たちへ声をかけた。だが、「きゅ、だ、大丈夫だから」という声が震えていて。

　理り刀とは、彼女の手をしっかりと握った。なんの力もない自分たちは、もはや流れに身を委ゆだねるしかない。それでも、せめて仲間たちと手をとり合っていたい。

「炎蜥蜴サラマンダーの武勇を示すときぞっ！　恐おそれるなっ！　極炎の大地を進めっ！　蛮族の魔女を焼き尽くせっ！　レオダガーの旗を揚げよっ！」

「昔もいまも悠長極まりないな。彼らの時間はとまっておるのではないか？　あ～、ほれ、きたみたいだぞ」

　土筆つくしが、靄もやのむこうからの声を聞きながら、また空を見あげた。

　キュートや黒くろ媛ひめたちも、なに？　と頭上を見あげている。

　なにか見えるのか？

　理り刀とも、土筆の視線を追って上を見た。ほぼ同時に……。

　黒い影が降ってきた。

　とん。

　影が、軽やかに地面へ降り立つ音。

　体にピッタリとした黒一色のドレス。

　大きくひろがったロングストレートの銀髪。

　鞘さやからわずかに覗のぞかせた名刀の刃やいばを思わせる瞳ひとみ。

　空から舞い降りてきたのは……。

　フォンターナ家の長女、｛魔界の至宝｝スキュース・フォンターナだった。


　　　★★★



　キュートは安あん堵どの息をついた。そうしながら、こっそり拳こぶしを握りしめる。グッ！

　この場に、フォンターナの三さん姫き士しと呼ばれる姉たちがそろい立った。

｛魔界の至宝スキユース｝

｛獲鳳縛麒カカ｝。

｛静謐なる禍リイザ｝。

　この三人がいてくれれば、もう怖くない。膝ひざの震えもとまった。これで、友人たちが傷つかなくてすむ。毒どく舌ぜつ丸まるも助かる。

　戦いにはまるで不釣り合いな漆黒のドレスを身につけたスキュースが、チラッと土筆に目をむけたあと、軽く右手の人差し指を回した。

　たったそれだけで強い風の渦ができあがり、キュートたちを包み込んでいた封魔粒子を吹き飛ばしてくれた。

　突撃するタイミングを完全に逃した騎士たちが、驚きよう愕がくに引きつった顔をならべている。

　まさか、まさか、まさか……｛魔界の至宝｝まで出てくるなんて……。噓うそだろ……。

　そんな表情ばかり。

　ビョルンストライド王家とフォンターナ公こう爵しやく家けが面とむかって争えば、国中が大騒ぎになってしまうから、このまま穏便に……、帰ってくれるはず。

　なんと言っても、フォンターナの三さん姫き士しを相手にしなければならないのだから。

　スキュースが、静かだがよく通る声で、

「フォンターナ家の末娘とその友人たちは、わたしが預かります」

　ハッキリと言い放った。

　騎士団全員に聞こえたはずだ。彼らが、互いに顔を見合わせている。コソコソと言葉を交わし合っている者たちも、ちらほら見える。

　どうする？　あのスキュース・フォンターナがああ言ってるんだし。ここは譲るしかないんじゃないか？　なんてことを話し合っているのだろう。

　キュートは、握った拳こぶしを天にむかって突きあげたい衝動と戦いながら、両手を腰に当ててレオダガーの団員たちをにらみつけてやった。

　さんざん怖い思いをさせられたのだから、仕返しだ。思いっきりにらんでやろう。

　斬きりつけられそうになった理り刀との分も。

　コンパクトを壊された黒くろ媛ひめの分も。

　すべてのプラチナを奪われた巴ともえの分も。

　泣かされた百もも香かの分も。

　さっさと王城に帰りなさい！　という思いを込め、ジ─────ッとにらんでやった。

　それなのに、

「レオダガーをなめるなっ！」

　いきなり、団員のだれかが叫んだ。

　それがキッカケとなり、

「炎蜥蜴サラマンダーは死を恐おそれはしないっ！」「王国万歳っ！」「いまこそ、我らの生き様を貫くときだっ！」「相手は三人だぞっ！」「ジェシカ、運よく帰れたら、プロポーズするよっ！」

　騎士たちが騒ぎ始めた。

　理刀が、驚いた顔で周りを見回している。

　黒媛たちが、周囲の声に押されるように体をくっつけ合っている。

　スキュースたちは、静かに騎士たちの叫びを聞いている。

　土筆つくしがまた、大きく息をついた。

「ビョルンストライドの戦士たちには、想像力がないのか？　頭が固いにもほどがあるぞ。正常な思考で考えれば、ネズミの小さな群では獅し子しを屠ほふることはできん。しかも、ただの獅子ではない。知恵をもち、空を駆け、炎を吐き、地を割ることのできる獅子だぞ？　それが三頭もいるのだ。結果は見えておろうに」

「きゅ、騎士団は、戦やる気なの？」

「見てわからぬか？　あの様子では、死ぬまで剣を収めようとはせんだろうな」

　まずい。

　このままでは、王家と公こう爵しやく家けの関係に決定的な溝ができてしまう。

　とめなきゃ。

「きゅ」

　とめられるわけがない。

「もはや流れを変えることも、とめることもできん。見守るしかないぞ」

　土筆つくしが言い終わるや否や、騎士団が雄お叫たけびをあげながら跳躍を始めた。


　　　★★★



　理り刀とは、戦いを目で追うことができなかった。

　あまりにも速かったから。

　視界の中ではずっと、騎士たちの赤い鎧よろいが乱舞していた。

　もう、なにがなんだか……。

　漆黒の連爆は、おそらくスキュースだったのだろう。

　黒いモノが見えるたびに、一〇人ほどの騎士たちが四方八方へきりもみ状態で飛んでいくのが見えた。地面や城の壁にめり込む者もいた。

　にもかかわらず、理刀たちのほうにはひとりも飛んでこなかったから、意識してくれていたのだろう。

　紅あかいスーツを着たカカがどこでなにをやっているのかも、さっぱりわからなかった。

　ときどき、騎士を踏みつけていたり、顔面を鷲わしづかみにしていたり、理刀たちに飛んできた剣をうけとめたり、といった動きが残像として目に残った程度である。

　百もも香かがずっと、「あ、あっち」「今度はあそこ」「ほら、黒くろ姉ねえ様さま、あぁ、違う、こっち、えっと、あっち」なんて、どこか楽しそうにスキュースやカカの姿を探していた。

　リイザの姿も、戦いが終わるまで見つけることができなかった。戦いが終わったあと、彼女が身につけていた純白のワンピースには、ひとつの汚れもなかった。

　スキュースも、カカも、リイザも、ちょっとその辺を散歩してきました、といった様子で理刀たちのそばに戻ってきた。

　彼女たちの美しい銀髪にはひと筋の乱れさえなく、息も静かなままだ。

　倒れ伏した騎士たちの赤鎧が、理刀たちを中心にしてドーナツ状にひろがっている。

　理刀は、口を半開きにしたまま封印城内の広場を見回すことしかできない。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百香の三人も言葉を失っている。

　キュートだけが、どこか困ったような顔でうめいている騎士たちを眺めている。

　王国の騎士団を痛めつけてしまったのだから、今後のことが気がかりなのだろう。

　土筆が、鮮紅色の前髪を搔かきあげ、

「さて、融通の利かぬ戦士たちは放ほうっておいて、少しばかり我の話を聞け」

　戦いを終えたばかりのスキュースたちへ目をむけた。




　土筆つくし、スキュース、カカ、リイザの四人が、視線を合わせたまま動かなくなった。

『我の話を聞け』と言ったにもかかわらず、土筆は口を開こうとしない。

「ちょっと土筆、コソコソ念は話なしてないで、あたしたちにも聞こえるように声をつかって話してよ」

　キュートが、わずかに唇を尖とがらせた。

　なるほど。言葉をつかうことなく、意志を伝え合っていたようだ。

　リイザが軽く右手をあげてキュートの文句を制し、すぐにまた土筆へ目をむけた。相変わらず唇を動かそうとはしない。

　スキュースも、カカも、土筆も、動かしているのは視線だけ。

　しゃべらないということは………、キュートたちに聞かれたくない、ということ？

　それとも……、倒れている騎士たちに聞かれたくないということだろうか？

『原初の宝玉クリエイト・ストーン』であるクリストの姿は、どこにもない。

　スキュースたちから一方的に叩たたきのめされたように見えた騎士団だが、クリストだけは意地で連れて逃げたのだろう。

　クリストがいないと、界間橋レインボーを通って人間界へ帰れないけど……、スキュースたちがきてくれたから大丈夫だろう。たぶん。

　理り刀とは、転がっている騎士たちから、キュート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かへ順番に目を移したあと、リイザの後ろに寝かせられている毒どく舌ぜつ丸まるの横顔に視線を貼はりつけた。

　彼女はいま、青白い光に包まれたままゆっくりと胸を上下させている。おそらく、応急手当てをしてもらっているのだろう。

　スキュースたちの念話かいわが終わるのを待ちながら、理刀は静かに辺りの様子を眺め続けた。

　最上階にスイートを残してきた封印城。

　赤で埋まっている広場。

　巨大すぎる正門。

　ところどころ崩れている城壁。

「ん？」

　不意に、スキュースが理刀に視線を突き刺してきた。切れ長の冷たい碧瞳ひとみに驚きよう愕がくの色が浮かんでいる。

　彼女だけではなかった。カカとリイザも、理刀に目をむけている。ふたりとも、長女と同じく驚いたような表情で……。

「きゅ？　なに？　どうしたの？」

　キュートが、理刀と姉たちの間で忙せわしなく視線を往復させている。黒媛たちも、「なになに？」といった顔だ。

　土筆つくしが、やんわりと理り刀とを指し示しながら、

「戯れてなどおらぬ。顕微と濾ろ過か、そして分析の術式を五、三、二の割合で配合して理刀の魂を視みてみよ。微調整は、そなたたちなら造作もないはず」

　ようやく声を出した。

　彼女がなんのことを言っているのか、理刀にはサッパリわからない。

　スキュース、カカ、リイザの碧瞳ひとみがさらに鋭さを増したため、理刀はわけもわからず背筋を伸ばし、クピッとツバを吞のみ込こんだ。

　フォンターナ姉妹のトップ・スリーからいっせいに碧あおの視線をむけられるなんて、意味もなく緊張する。

「ちょっと、なにがどうしたっての？　あたしたちにもわかるように説明してよ」

　キュートが、ムスッと唇を突き出した。

　だが、そんな末っ妹この文句は完全に無視された。

　スキュースが、眉まゆ根ねにしわを寄せて目を閉じた。どこか、頭痛を堪こらえているようにも見える。

　カカが、これでもかというくらい大きく目を見開いた。彼女らしくない表情だが、なんだか可愛かわいらしく見えるから不思議だ。

　リイザが、ぽかんと口を半開きにしている。女神のように美しい彼女だから、どんな表情でも色っぽいけど……。

　なに？

「もうっ、リイザお姉様っ！　なにがどうなってるのか、ちゃんと説明してっ！」

　スキュースやカカには強く出ることができないキュートが、三女に的を絞ってビシッと状況説明を要求した。

　それでもしばらく、リイザは開いた唇を閉じることなく理刀を見つめ続けていた。




「我が説明してやろう」

　呆ほうけたまま動けないでいるリイザの代わりに口を開いたのは、土筆だった。

　理刀は、目に鮮やかな紅のロングウェーブヘアに目をむけた。

　キュートも、黒くろ媛ひめたちも、土筆に注目する。

　スキュースは、いまだに目を閉じたまま。

　カカとリイザは、いまもなお碧の瞳ひとみで理刀を視ている。

　土筆が、この場にいる全員をざっと見回したあと、艶のある唇を動かした。

「いましがた、スキュースたちと話し合った。キュートが封印城へ戻らなくてもすむ方法を、な」

　その方法って？　といった表情で、キュートが唇を引きしめた。

　黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百もも香かも、みんな真剣そのものといった目だ。

「我の封印を解く。これしかないと結論した」

「でも、そんなことしたら……」

　キュートが、どこか疲れたような言葉をもらした。

　土筆つくしが、ふん、と鼻を鳴らした。

「キュートの心配もわかる。我の封印を解けば、狭量なビョルンストライドめが黙っておらぬだろうな。だが、我がキュートの魂なかから出ていけば、少なくともそなたがこの先、一〇年もの長きに亘わたって自由を奪われることはなくなる」

「それは、そうだけど……でも、封印を解くなんてことができるの？」

「理り刀とがおる」

　いきなり話を振られたため、理刀は「は？」と息をもらすこと以外なにもできなかった。

　封印を解くことと、自分になんの関係が？　『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力で封印が解けるのなら、土筆はとっくの昔に外へ出てきてるのでは？

　土筆が、目だけで微笑ほほえんだ。きれいな女性だから、たったそれだけで空気が薄紅色に染まっていくかのような心地になれる。

「理刀、お前は開かい闢びやく竜の力をもっておるのだぞ」

「カイビャク竜？」

　リイザがすかさず、

「混沌竜カオスと原初竜クリエイト、両方の力を併せもった伝説上の皇竜よ。天地開闢の際に、天と地、そして光と闇やみをその爪つめで切りわけた竜だと伝えられているわ」

　そう説明してくれた。さらに、

「わたし、自分のこの碧目めで視みても、まだ信じられないけど………混こん沌とんの少年、いいえ、開闢の少年、あなた、本物よ」

　自らの言葉そのままに、〝信じられない〟といった顔で言い足した。

　続いてカカが、

「混沌の力〝混沌とした実在〟は魔力を消し去る力。原初の力〝創造される万象クリエイテイブ・コスモ〟は魔力を増幅させる力。相反するふたつの力を融合させているのが、開闢竜の能力なんだ。その力をつかえば、ツェデュヴィーラの封印をすぐにでも解くことができる」

　知識のない理刀たちにもわかりやすく、開闢竜の能力を教えてくれた。

　黒媛たちが、

「そういえば、クリストが理刀のことを〝カイビャク様〟って呼んでたな」

「呼んでた！　クーちゃん、春日かすがさんのこと、ずっと〝カイビャク様〟って」

「クリストって、会ってすぐに理刀くんの力を視抜いてたのね。ちょっと変な竜だったけど、もしかしたらすごい竜だったのかも……」

　顔を寄せ合い、何度もうなずき合った。

　クリストの正体は『原初の宝玉クリエイト・ストーン』だから、それなりに〝すごい〟竜であることは確かなはずだけど……。

　カイビャク……、開かい闢びやく。

　理り刀とは、意味もなくてのひらに汗が滲にじむのを感じた。

　自分が、開闢竜の能力をもってる？

　初めて『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力を知ったときも、突然だった。

　そして今回も……。

　実感なんて、まったくないけど……。

　ここでスキュースが、ようやく目を開けた。冷たい視線が、ツッと理刀に飛んでくる。

「彼には、本当に驚かされるわね。でも、いまの状態では………ダメね」

　ダメって、なにが？

　不安げに顔を見合わせるキュートや黒くろ媛ひめたちのそばで、土筆つくしが耳にかかった鮮紅色の髪を軽く払ったあと、スキュースの言葉を継いだ。

「スキュースの言う通り、いまはまだ封印を解くことができん。理刀が開闢の力をもっておるというても、混こん沌とんと原初のつり合いがまったくとれておらんからな。混沌の波動ばかりが幅を利かせすぎて、原初の力は魂か殻らの奥で寂しげに縮こまっておるだけだ」

「きゅ、なにか方法があるんでしょ？」

「ある」

「だったら、すぐにでも……」

「〝原初の宝玉〟の助けを借りて、理刀がもつ原初の力を高めればよい」

「ぁ……」

　キュートが言葉をつまらせた。そしてすぐに、封印城の広場を見回した。

　黒媛も、巴ともえも、百もも香かも、思い出したようにキョロキョロを周囲に目を配る。

　クリストは、どこ？

　レオダガー騎士団によって赤い球体に包み込まれたあと、どこかへ連れていかれた上流気どりの自称「ポク」な石竜は？　どこ？

　周りにいるのは、倒れた騎士ばかり。クリストのごつい巨きよ軀くはどこにもない。

　理刀はつい先ほど、土筆やスキュースたちが念は話なしている最中、それとなくクリストの姿をさがした。だから、石竜がどこにもいないことに気づいているけど……。

　ふと思った。

　騎士たちに聞かれたくない内容なら、こうやって自分やキュートたちに口で説明なんてしないだろう。

　つまり……。

　フォンターナの娘たちが、ツェデュヴィーラの封印を解こうとしていること。

　人間である春日かすが理り刀とが、開かい闢びやく竜の能力をもっていたこと。

　その能力は、現在はまだつかえないこと。

　能力をつかうためには、クリストの存在が必要であること。

　これらの情報は、外へもれてもかまわない、と土筆つくしたちは考えているのだろう。

　それなら土筆やスキュースたちは、どうして念話かいわを交わしていたのか？

　騎士たちに教えたくない情報が、他にもあるのか？

　それとも、自分やキュートたちに聞かれたくないことが……。

「クリストをさがさないと、な」

　黒くろ媛ひめの言葉に、巴ともえと百もも香かが真剣な顔でうなずいた。

　土筆が、細い眉まゆをわずかにあげた。

「とにかく、我の封印さえ解くことができれば、理刀たちを人間界へ帰してやることもできる」

「土筆は……………封印を解いたあと、どうするの？」

　キュートが、そうたずねた。

　彼女の声に込められた様々な想おもいを、理刀は嫌でも感じとることができた。

　黒媛が、巴が、百香が、土筆に視線を集めた。

　スキュースが、カカが、リイザが、土筆に意識を集中させている。

　土筆が、重くなりかけた空気を吹き払うかのような笑みを浮かべた。

　威厳に満ちた女王のような、

　穢けがれを知らない少女のような、

　長い月日をともにした友人のような、

　そんな色を瞳ひとみに漂わせながら、口を開いた。

「ビョルンストライドの臭気が届かぬ場所をさがす。我は真なる女王ツエデユヴイーラなのだぞ？　どこまでも飛翔とんでいける」


　　　★★★



　ハンサム・フォンターナは、ビョルンストライド王国のトップ、レオ・ビョルンストライドと視線をぶつけ続けた。

　ビョルンストライド王の居城、レオパルディ城にある謁見室で、ソファに深々と体を沈めたまま、静かに、それでいて激しく目と目を合わせている。

　話はずっと平行線。

　折り合いはつかない。

　妥協点も見つからない。

　最初からわかっていたことだ。

　王家に忠誠を誓っている公こう爵しやく家けのほうが、譲歩しなければならない。

　一〇年間、キュートを封印城に監禁しなくてはならないのだ。魂の奥底へ、ツェデュヴィーラをしっかりと封印するために。

　わかってる。考えるまでもない。迷う必要さえない。当然のことなのだから。

　国のため、命を棄すてる覚悟はできている。

　王のため、魂を投げ出す覚悟はもっている。

　それでも……。

「あと数年、様子を見て……」

「何度も言わせるな。もう決まったことだ」

　レオが、右手で七色の短髪をくしゃりとつかんだ。苛いら立だちが言葉の端々からこぼれ落ちている。

　ハンサムは、グッと両の拳こぶしを握った。

　その拳に視線を落としたレオが、ほんのわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

　ピリッ。

　謁見室に閉じ込められた空気が、わずかに震えた。

　そのときだった。

　コンコン、とドアがノックされる音が聞こえてきた。

「入れ」

　レオの声にこたえ、ひとりの衛兵が素早く部屋の中へ入ってくる。

「緊急のご報告があります」

「なんだ？」

「その……」

　衛兵が、ハンサムへチラッと目をむけながら言いい淀よどんだ。「緊急のご報告」を公爵に聞かせていいのかどうか、迷っている様子だ。

「かまわん、申せ」

　王の太い声に打たれたかのごとく、衛兵が身を強こわ張ばらせた。

「は、はい。ご報告します。先ほど、レオダガーの第二分隊長から〝フォンターナ家の三さん姫き士しが、力ずくで封印城に押し入り、キュート嬢をさらっていった〟という報告が入りました。炎蜥蜴サラマンダーの団員たちは、騎士として、そして男として、公爵家の令嬢レデイたちには決して剣をむけることなく、王に賜った赤あか備ぞなえを潔く攻撃にさらし続けた、とのことです。なお、〝原初の宝玉クリエイト・ストーン〟だけは死守したと……あっ、ぅぅ」

　衛兵が、声をつまらせた。

　ビリビリッ、とあからさまに空気が震えたからだ。

「下がれ」

　七色の髪をガリガリと苛いら立だたしげに搔かきながら、レオが言った。

「し、失礼しますっ」

　衛兵が、逃げるように謁見室を出ていった。

　ハンサムは、笑い出したいのを必死に堪こらえながら、レオの鋭い視線をうけとめた。

「ハンサム、お前の娘たちは、ほんとに、いつもいつも、やってくれるな」

「レオダガーの連中は手を出さなかったのか？　それとも、ハッ、出せなかったのか？」

「わかってる。三さん姫き士しと戦やり合えば、たとえ〝彩いろ持ち〟の騎士たちでも相手にならんだろう。そんなことはどうでもいい、問題なのは……」

「姉が妹を思う気持ちはとめられんよ」

「ハンサム、お前はこの事態を軽く考えすぎてないか？」

「レオは、この事態を重く考えすぎだ」

　ハンサムは、ニィィと挑発的な笑みを浮かべた。

　愛する娘たちが動いた。上の三人が行動に移ったということは、下の子たちも躊躇ためらうことなく走り出すだろう。

　末の妹を助けるために。

　一気に気持ちが軽くなった。

　王家への忠誠心。

　末娘への愛情。

　この狭間はざまで思い悩んでいた自分が、あまりにもバカらしく思えた。自分はまだまだ器うつわが小さい。まだまだ完成していない。まだまだ。

　一度は、すべての感情を押し殺して王家の命に従った。

　だが、新たな展開を前にして……、ようやく思い出した。

　娘たちには、間違いなくフォンターナの血が流れている。

　そして、自分が、ハンサム・フォンターナだったことを。

「アッハッハッハッハッハッ」

「笑ってる場合か？」

　目を尖とがらせたレオの前で、ハンサムはあからさまにメキメキッ、と拳こぶしを握りしめた。

「ハンサム、お前……」

「レオ、目の前に座ってる男がどういうヤツなのか、よぉく思い出せ。わたしは……、いや、おれは、思い出したぞ？」

　直後、レオの瞳ひとみが碧あおに染まった。そこには、躊躇いなど微み塵じんも見られない。

　ガゴオオオオオオオオオオオオオオゥッッ！　と純粋な暴力だけを凝縮した魔力渦うずが、瞬時に謁見室を破壊した。

　王国を支えるふたつの魔力が、空へ駆けあがる。





二章　書庫城の夜







　理り刀とたちは飛竜にのり、スキュースが所有する城のひとつだというソロ城へ移動した。

　別名「書庫城」というだけあって、城の階段や廊下のあちこちに本の山ができていた。長い年月をかけて積みあげられたのだろう。スキュースが病的なほどの本好きであることがよくわかった。

　理刀と手をつないで封印城から出てきたスイートが、「ソロ城へいく」と聞いた直後からソワソワしていたのもうなずける。彼女もまた、未来の｛魔界の至宝｝を目指す本好きなのだから。

　空間を移動できるスキュース、カカ、リイザの三人は、先にソロ城へいってしまった。リイザが、気を失ったままの毒どく舌ぜつ丸まるを抱いて跳躍とんでいったから、理刀たちは安心して飛竜の背にゆられていることができた。




　キュートとスイートに案内してもらい、理刀たちはソロ城の大広間に足を踏み入れた。

　そこには、二〇人以上の女性たちが集まっていた。初めての顔もたくさんいる。間違いなく、全員がフォンターナのお姉様方だ。

　みんな、フォンターナらしさをもつきれいな人ばかりだから。

　スキュース、カカ、リイザの他に、知ってる顔がちらほら見える。

　奥の方から、こちらにむかって手を振っているのはゴルゴンゾラとパルメザンだ。

　ウサギステッキを胸に抱いたテンペランスもいる。

　キュートが、順番に初対面の姉たちを紹介してくれた。

「え～っと、こっちから、四女のマグナお姉様。五女のホライズンお姉様。六女のロコお姉様。で、七女のデモティお姉様は、前に会ったことあるわよね？　そっちが、八女のピアお姉様……」

　次々と紹介され、理刀はとにかく頭を下げ続けた。なにはともあれ笑っておく。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人も、笑顔を振りまいている。

　ひと桁けた台のお姉様たちが全員集合してるなんて、ちょっと緊張だ。

「それでね、この一〇女のアースお姉様まで入れて、〝フォンターナの一〇傑〟って呼ばれてるわ」

「よろしくぅ」

　手をあげてくれたアースに笑顔をむけながら、

「一〇傑かぁ、なんかカッコイイな」

　と素直な感想をもらした理刀に、四女のマグナがグッと顔を寄せてきた。

　右目に被かぶせた眼がん帯たいは、竜かなにかの頭ず蓋がい骨こつを象かたどったものだろうか？　ちょっと怖い雰囲気をもったお姉様だ。

「あんた、開かい闢びやく竜と同じ能力もってんだって？　スゲーよなぁ。ん～、でも、いまは混こん沌とんに偏りすぎだな」

　左目だけの碧あおが、理り刀とをジッと見つめてくる。

　毛先が肩に届くほどのセミロングヘアはきれいな銀の光を放っており、魔族の例にもれず透き通るような肌をもっていて、フォンターナのお姉様に共通している圧倒的な美しさを惜しげもなく前に押し出してくるから……、ドキドキだ。

「えっと、開闢とか、混沌とか、オレ、実はよくわかんなくて……」

「混沌竜カオスってさ、魔法で攻ど撃ついたら消去波を吐き出すんだろ？　それってどんな感じなんだ？」

　不意にマグナが、淡く輝く右みぎ拳こぶしを豊かな胸の前にもってきた。

　攻撃魔法をぶつける気か？

　理刀は体を強こわ張ばらせた。

　直後、

「マグナ、やめなさい」

　落ち着いた口調ではあるものの、相手に抗あらがうことを決して許さない声が、理刀の耳にトスッと突き刺さってきた。

　途端、「やべっ」とつぶやいたマグナの右手から、ポシュンと光が消し飛んだ。

　彼女の左目に、厳格な親に悪戯を見つけられた子どものような色が浮かんだのを、理刀は見逃さなかった。

　声は、スキュースのものだった。

　長女には、さすがの四女も頭が上がらないようだ。

「マグナ。この城は魔導書だらけなのよ。大人しくしてなさい」

　スキュースが、ツッと冷たい視線で隻せき眼がんの妹を刺し貫いた。

「はぁい」

　身を縮め、子どものような返事をするマグナが、なんだか可愛かわいく見えた。最初の怖さが噓うそのようだ。

　確かに、魔導書だらけの城内で『混沌爆弾カオテイツク・ボム』を爆発させたら大変なことになるだろう。

　魔導書が台なしになってしまう。

　スキュースが、四女マグナから理刀へチラッと目を移したあと、すぐにまた他の妹たちへ顔をむけた。

　一瞬の視線の中に、『触らないでね』というメッセージを読みとった理刀は、気持ちを引きしめた。

　魔導書に触らないよう、細心の注意を払わなければ……、と理り刀とは周囲を素早くチェックした。

　前後左右、魔導書ナシ！




　キュートが姉たちの紹介をすませてから三〇秒もしないうちに、ゴルパルペアが、

「「いいとこ連れてってあげる！」」

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの肩を抱いてどこかへ跳躍とんでいってしまった。

　そんな双子の妹たちにかまうことなく、フォンターナのお姉様方が顔を寄せ合い、今後のことを話し合った。

　理刀は、キュートやスイートとときどき顔を見合わせながら、黙って話を聞いていた。

　封印城からキュートを連れ出したからには、王家が黙っていない。

　交渉か？　開戦か？

　お姉様たちは全員、瞳ひとみを碧あおに染めたまま言葉を交わしている。

「お父様がやってんだから、あたいらもドカンとやりゃいいだろ」「マグナは暴れたいだけだろう？　お父様はああいう方だから、わたしたちが冷静にならないと」「キュートを守るってことが、最優先事項よ」「わたしぃ♪　戦いなんかぁ♪　大嫌いですぅ♪」「お腹なか空すいたなぁ」「ほら、アレ、さがすって言ってたろ？　アレがないと、んと、ダメじゃない？」「ロコ姉、アレって、アレでしょ。〝原初の宝玉クリエイト・ストーン〟ってヤツ」「ふっふっふっ、〝原初の宝玉〟さえあれば、再び人間界へ攻め入ることができる」「テン姉、アキーバを攻め落とすのだけはやめてね」

　話し合いになってるのかどうか……。

「長くなりそうね」

　キュートが、ポソッとつぶやいた。

「長くなりそうですわね」

　スイートも、ボソッとつぶやいた。

　理刀は、〝どうする？〟と彼女たちに目でたずねた。

　キュートとスイートが、〝どうしようか？〟と顔を見合わせる。

　さて。


　　　★★★



　亜あ威い黒媛は、急に開けた視界に驚きを隠すことができず、思わずその場に座り込んでしまった。ぺちゃりと。か弱い女の子みたいに。

　すぐそばで、巴もパルメザンに支えられたまま両りよう膝ひざをついている。

「うわぁ～、素敵です！」

　百香だけが、両腕をめいっぱいにひろげ、目の前の眺望を思いっきりうけ入れることができている。

　どんなに高いところでも、ケロッとしている子だから。

　ゴルゴンゾラが、喜んでいる百もも香かを見て満足げに頰ほおをゆるめた。

「ここはねぇ、ソロ城でいちばん高い場所なんだよ」

　いちばん高い場所？　屋根の上？

　飛竜の背でソロ城を目にしたときから、まだ三〇分も経たっていないはず。あのとき、飛竜は延々と続く森の木々を見下ろす高さを飛んでいた。それなのに自分は城を見あげ、その巨大さに言葉を失ったのだ。

　そんな城の、いちばん高い場所にいるのか？

「風はシャットアウトしてるから、ヘアスタイルが崩れる心配はありませぇ～ん」

　パルメザンが、百香の頭を軽くなでた。

「あ、ぁ、な、た、高いとこ、は……」

　巴ともえが、左腕でパルメザンの腰につかまり、右手で百香の腕をつかむような格かつ好こうのまま、懸命に立ちあがろうとしている。が、なかなかうまくいかないようだ。

　高所恐怖症じゃなくても、これほど高い場所に立てば足がすくむ。

　やっとのことで周りを見回すと、自分たちがいる場所は六畳ほどのひろさしかなかった。ゴルゴンゾラとパルメザンがいてくれるから、転落の危険はないだろうが……。

　怖いものは怖い。

「すごい！」

　百香ひとりが、いつもの元気を少しも損なうことなくはしゃいでいる。

　姉としては、誇らしいやら呆あきれるやら。

　それでも黒くろ媛ひめは、ぺちゃりと座ったまま気持ちを落ち着け、百香の言う「すごい」に心を寄せてみた。

　地平までひろがる森。

　はるか遠くをゆく鳥の群。

　空と森の境界に差しかかった太陽。

　日本では見ることのできない景色。

　高いところからしか見えないモノ。

　ようやく立ちあがった巴が、百香とパルメザンの腕をつかんだまま「ほんと、素敵ね」とため息まじりの言葉をもらした。

　黒媛は、両足に力を入れて腰を浮かした。

　せっかくの景色なのだから、みんなと肩をならべて楽しみたいと思った。

「はいは～い。お手をどうぞぉ」

　ゴルゴンゾラが、すかさず黒媛の右手をとって立ちあがる手助けをしてくれた。

「ありがとうございます」

　彼女に引っ張られるようにして、立ちあがった。と、

「あそこに見える、あれ、なんですか？」

　百もも香かが、なにかを指差した。妹の指先は、太陽からわずかに右へそれている。

「アレって、どれかなぁ？」

「どれって、アレかなぁ？」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、同じ動きで目の上に右手をかざし、百香が指差した方角へ顔をむける。

　黒くろ媛ひめも、目を細めて妹が指し示しているモノをさがした。

　森が続いている。ずっと続いている。ずっとずっと続いてて……。

　ぽつん、と黒い点が見えた。

　目を凝らすと、針の先端のようにも見えるけど……。

「あれは、なにかしら？」

　巴ともえが、ポソリともらした。彼女にも見えたようだ。

「あれはねぇ、スワン姫のお城だねぇ」

「スワン姫のスピードウェイ城だねぇ」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、声をならべて教えてくれた。












「スワン姫って、ササラ姫のご家族ですか？」

　百もも香かの問いに、ゴルゴンゾラとパルメザンが楽しそうに体をゆすりはじめた。

「スワン姫は、ビョルンストライドの第一王女！」

「ササラ姫は、ビョルンストライドの第二王女！」

「「ふたりは姉妹ぃ～」」

　百香が、ニパッと笑顔になった。

「第一王女ってことは、ササラ姫のお姉さんなんですね！」

　ゴルゴンゾラとパルメザンも、ニッと唇の両端をあげた。

「スワン姫はねぇ、｛毒染家ウイルス｝ってふたつ名をもっててねぇ、とっても怖ぁ～い姫なんだよ」とゴルゴンゾラ。

「スキュ姉もねぇ、｛魔界の至宝｝ってふたつ名で呼ばれててねぇ、すっごく怖ぁ～い姉なんだよ」とパルメザン。

「「だからぁ～、ふたりは仲よしこよしぃ～」」

　なぜ〝だから〟という接続詞をつかっているのか、いまいちわからないけど……。

　とにかく、ビョルンストライド家の第一王女とフォンターナ家の長女は、仲がいいらしい。だから、城も近くに建てているのだろうか。

「仲よしと言えば」

「仲よしと言えば？」

「カカ姉様とぉ」

「ササラ姫もぉ」

「「仲よしこよしぃ～」」

「もひとつ、仲よしと言えば！」

「もひとつ、仲よしと言えば？」

「お父様とぉ」

「レオちゃんもぉ」

「「仲よしこよしぃ～」」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、楽しげに体を左右にゆらし続ける。

　彼女たちの〝お父様〟は、以前会ったことがあるから知っている。すらりと背が高く、肩幅もひろく、超一流の格闘家を思わせるオーラを身にまとっていた。

　ハンサム・フォンターナ。

　硬質で鋭い双そう眸ぼうの奥から、紳士的な寛大さとおおらかさ、そしてあたたかさが滲にじみ出ていたのを覚えている。

　でも、〝レオちゃん〟って？

「レオちゃんって、だれですか？」

　すかさず百もも香かが、黒くろ媛ひめが抱いた疑問をストレートに投げてくれた。

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、まるで何度も練習したかのような動きで、ふたりそろって立てた人差し指を赤い唇にくっつけた。

「レオちゃんってのはね、レオ王のことなんだよ」

「レオ王をね、レオちゃんって呼んでることはナイショなんだよ」

「「ナイショだよぉ」」

　本心からナイショにしてほしいと思っているのかな？　と疑いたくなるほどゴルゴンゾラとパルメザンは楽しげで、その声は大きかった。

「レオちゃんって、王様なんですね！」

　百香も楽しそうだ。

　そんな三人を見ながら、巴ともえが苦笑いを浮かべている。

　黒媛は思った。

　ササラ姫とカカが仲よし。

　スワン姫とスキュースが仲よし。

　レオ王とハンサムが仲よし。

　王家と公こう爵しやく家けのトップグループ同士が仲よしなら、事態が悪いほうへ転がっていくことはないはず……。

　そう願いたい。


　　　★★★



　お姉様方の話し合いは、おそらく長引くだろう。

　そう判断したため、理り刀とたちはソロ城の中を散歩することにした。

「城内を散策しましょう」と言い出したのはスイートだ。

　そのスイートはいま、驚きよう愕がくのあまり白い頰ほおを引きつらせている。

　長いまつげをぷるぷると震わせながら……、赤い唇をぷるぷると震わせながら……、胸もとにあげた両手をぷるぷると震わせながら……。

　彼女が、凝視しているモノは……。

「こ、この魔導書ほんは……そんな、ま、まさか、こんなところに、あるなんて……」

　スイートが、廊下の途中に山と積みあげられた本に、そろそろと顔を近づけた。

「きゅ、なにがあるの？」

　キュートが、重なった本の背表紙に合わせるように、体を横にかたむけた。銀のツインテールが、ぷら～んと垂れ下がる。

「なにがって、聞いて驚かないで下さいね。こ、ここ、これ、この魔導書は、伝説となった、り、りりり、輪りん廻ね自在術式を解説した、禁忌本〝アルビノフォルム〟ですわ」

「ふん。どっかで聞いたことがあるような、ないような……」

　キュートの反応は、あまりにも淡泊だった。

　スイートが、ぷるぷるな視線をキュートにむけ、

「こ、この〝アルビノフォルム〟の価値が、わわ、わからないなんて、ざ、残念を通り越して……む、む、無念でしかありませんわね」

　ぷるぷるな声でそう言ったあと、再びぷるぷると本の背表紙に目を戻した。

　そして、積みあげられた本を一冊、また一冊と丁寧に床へ下ろし始めた。

『アルビノフォルム』という魔導書を手にとるつもりなのだろう。

　背表紙の文字さえ読めない理り刀とにとって、魔導書の価値なんてサッパリわからない。

　価値観なんて、人それぞれだから。

　キュートが、一心に本の山を崩し続けるスイートを見て、ちょんと肩をすくめた。

『アルビノフォルム』と聞いても、「ふん」という態度しか返さなかった彼女だから、気持ちは理刀と似たり寄ったりのはずだ。

　つまり、ピンとこない。




　本を開いたまま動かなくなったスイートを廊下の途中に残したまま、理刀とキュートはソロ城の中を進んだ。

　あちこちに置かれた魔導書に触れないよう、注意しながら歩く理刀に気をつかってくれたのだろう。キュートが、「外に出ましょ」と手を引いてくれた。

　城の外に出て、のんびりと城門を抜けて森へ入った。

　鳥の声が、木々のざわめきが、静けさを余計に際立たせているような森の中を漂うように歩きながら、キュートが言った。

「ごめんなさい」

「え？」

　ごめんなさいって、なにが？

　一瞬、なんのことで謝られているのか、理刀にはわからなかった。が、すぐに思い至った。今回の件のことで……。

　足もとに視線を落としたまま、キュートが言葉を続ける。

「巻き込んじゃって……ごめんなさい。みんなに怖い想おもいもさせて……」

「オレたちが勝手にきたんだから、キュートが気にすることないって」

「でも……本当に、ごめんなさい」

「よし、この瞬間から人間界に帰るまで、つかっちゃいけない言葉を決めよう！」

「つかっちゃいけない言葉？」

「〝ごめんなさい〟を、いまから禁止とします。これは決定事項です。反論は認めません」

「きゅ～、なにそれ………言っちゃダメなの？　ふふ、おかしいわ」

『ごめんなさい』を口にしたときのキュートと比べて、『おかしいわ』と目を細めてくれたキュートのほうが、何百倍も可愛かわいかった。

　理り刀とは、大きく息を吸った。

　森の空気といっしょに、キュートから薫ってくる可か憐れんさも胸に入ってくる。

　空気は体の中へ。キュートの薫りは心の中へ。

　彼女とならんで歩く時間と空間をもてることが、とても幸せだった。

「ふふ、人間界へ帰るまで……禁止ね」

「すぐに帰れるさ。そのときは、いっしょに帰ろう」

「もちろん、いっしょに帰りましょうね」

　ふたり、笑顔を重ね合わせた。


　　　★★★



　カカ・フォンターナは、妹たちを連れて森へ跳躍した。

　侵入者がきた、という報をうけたからだ。

　ソロ城をとり囲んでいる森の木々たちはみな、城主を愛してくれているから、〝知らない者がきたよ〟という連絡をすぐにしてくれる。

　報しらせをうけたスキュースは、ため息をつくなり魔導書を開き、そのまま読書を始めた。〝面倒だから、あとはよろしく〟という長女の意思表示である。

　だからカカが先頭に立ち、侵入してきた相手が何者なのか確かめに出たというわけだ。

　そして、すぐさま戦闘に突入した。

　敵か味方か、それとも迷っただけなのか、とたずねるよりも先に攻撃魔法が飛んできたから、即座に「敵」だと判断した。

　戦いはすぐに終わる。

　始めた直後、カカはそう思っていた。

　敵をナめていたわけじゃない。こちらの戦力があまりにも高すぎたからだ。

　カカ自身、フォンターナ家の二女であり、｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝のふたつ名を魔界中に轟とどろかせている。

　その他、城の外に出てきた妹たちは……。

　三女の｛静謐なる禍リイザ｝。

　四女の｛真種マグナ｝。

　五女の｛神魔具有ホライズン｝。

　六女の｛極焰の酔歩ロコ｝。

　七女の｛壊砦破城デモテイ｝。

　八女の｛漸滅の詠姫ピア｝。

　九女の｛万虐無道テンペランス｝。

　一〇女の｛烈なる皇神アース｝。

　長女以外、フォンターナの一〇傑がそろっている。

　みんな、「キュートと土筆つくしの今後」について話し合い、スキュースからその大まかな流れ、そして終着点を聞いて気が重くなっていたのだろう。

　だから、発散したかったのかもしれない。

　そんな妹たちを連れてきたから、やってきたのが騎士団であってもほんの数分で片づけて……、と考えていたのだが……。手間どっている。

　その理由は……。

　敵全員が透過系の魔道具を使用しているため、姿が見えない。加えて、自らの魔力波を完全に消し去っているため居場所を探知できないのだ。

　かなりの手て練だれ集団である。ほぼ間違いなく、王国の隠形兵だろう。

　フォンターナ家が得意とする力業をつかえれば、話は簡単なのだが……。

　それができないから……。

　カカは自らの〝圏〟を固めつつ、ゆっくりと森の中を歩き回った。

　探知術式が役に立たなくても、木々や草花の声を聴くことができる。空気のゆらぎを感じることもできる。

　たとえ姿を消していたとしても、自分の圏内に足を踏み入れてきた敵は逃さない。

　手っとり早く殴り飛ばせない、というストレスは溜たまる一方だけど……。

　森の周囲に散った妹たちが、忙せわしなく思念を交わし合いながら、敵をひとり、またひとりと狩っていく。

『あ───っ、くそっ！　コソコソしやがってっ！　ぜーんぶ焼き払いてぇ！』

　マグナが爆発するのは、あと何分後だろうか。気持ちはわかるけど……。

　カカは、のんびりと歩きながらマグナに思念を飛ばした。

『ここはボス姉の森だぞ？』

『わぁ───ってるよ、んなこと！　あ、いやがったっ！　こんにゃろ、それで隠れてるつもりかぁっ！　うぉららららららららららぁ！　気絶したフリしてんじゃねぇぞっ！』

　マグナにつかまった隠形兵には、同情していいかも。

『マグナ、落ち着きなさい。この森には樹仙女ドライアドや森妖精フエアリーがたくさん棲すんでるのよ。そんなに騒いだら、みんなを怖がらせるでしょ』

　リイザの声が聴こえてくる。

『ん～、森属の連中は、まぁ、逃げ足速いから大丈夫だよ。たぶん』

　のほほんとした調子は、ホライズンの思念だ。

『ほら、いた、あそこ。ぉあ、逃げてく。ほら、アレ、逃げ足速くね？　どうしよっかな。追いかけたほうがいい？　アイツ、酒飲むかな？』

　ロコは、状況をきちんと把握しているのかどうか……、少し心配になってくる。でも、いつものことだから……。

『カカ姉、この魔道具、すごいよ。開発局の連中もがんばってるね。おぉ～、個人承認術式練り込んでるじゃない。凝ってるぅ』

　デモティは、奪いとった魔道具に興味をもったようだ。戦利品をいじるのは後回しにして、少しでも多くの隠形兵をつかまえてほしいのだが……。

『見えないなんてつまらないぃ♪　やさしい笑顔が見られないぃ♪』

　ピアは、なんだか寂しそうに歌っているだけ。

『ふっふっふっ。ラビッティーナはお利口ウサギ。さすがの透明兵も、ラビッティーナの鼻を誤ご魔ま化かすことはできぬ。恐おそれをなして、ひとりも近づいてこぬのがその証拠』

　テンペランスが、杖つえの先にくっついているウサギをなでている姿が目に浮かぶ。

　あの杖は、ずっと昔にリイザがプレゼントしたものだと聞いているけど……。ひとりも近づいてこないということは、まだひとりの隠形兵もつかまえていないということか？

『カカ姉、わたし二七人見つけたよ！』

　アースの元気な思念が、頭の真ん中に飛び込んできた。

　カカは、ホッと息をついた。

『その調子で、どんどんつかまえてくれ。ひとりも城に入れるな』

『つかまえるの？　みんな逃げてったから、背中を攻めるのはよくないと思って……いちおう、〝寄り道しないで帰れ〟ってガツンと言っといたけど、ダメ？』

　カカは、ハァ～ッと息を吐き出した。

　正面から激しくぶつかり合うような戦いになれば、本当に心強い妹たちだけど……。

　敵が正々堂々と戦ってくれない、そして、周囲を破壊するような魔法をつかえない、という状況下では、本来の力を発揮することができない子ばかりで……。

　やさしくて、のんきで、ぼんやりした性格は、本当なら愛すべきものなのだが……。

　難しい。


　　　★★★



　空が暗くなり、大きな青白い月が森を見下ろす頃になっても、理り刀とはキュートとの散歩を切りあげる気にはなれなかった。

　キュートもきっと同じ気持ちだろうな、という言葉にならない心地よさが、理刀の胸の中に浮遊している。

　暗くなっても、足もとはしっかりと見えた。

　木と木の間隔がひろいため、月の光が品よく降ってくるし、これまで夜空というものに抱いていた固定観念を突き崩されてしまいそうなほど、星の数が多かったから。

　星の輝きは、まるで音楽のようだった。

　これが自然なんだ、という空気。

　ソロ城以外、人工の建造物が見えない空間。

　不必要な電気など、どこにもついていない。

　だからこそ、こんなにも月や星の〝音〟を感じることができるのだろう。

「理り刀とは、人間界に帰ったらなにをしたい？」

　キュートが、そっと質問を投げてきた。

「帰ったら、なにをしたいかって？」

「そ。こぉらをお腹なかいっぱい飲むとか、人でいっぱいの街をあちこち歩き回るとか、ね」

「オレ、なにがしたいのかな？」

　いきなり、「ぁ」とキュートが小さな声をもらした。

「どうしたの？」

「いま思い出したんだけど……理刀、地球語協会テラの面接って……」

「ハハ、うけなかったよ。自分でも、まだ早いかなって思ってさ」

「……………噓うそでしょ？」

「いや、それは……」

「まさか、あたしのために……？」

　理刀は、内心で顔をしかめた。ここは噓をつき通さなければならないところなのに、それを躊躇ためらってしまった。

　だから、キュートに気づかれた。

　自分のせいで、理刀が地球語協会の面接にいくことができなかった、と。

　月と星々の光が、涙を滲にじませたキュートの瞳ひとみを浮かびあがらせる。

「理刀、ごめ……」

「ストップ！　キュート・フォンターナ。あなたはいま、禁止された言葉をつかおうとしましたね？　ペナルティとして、無理にでも笑顔をつくって下さい」

　涙目で「ごめんなさい」なんて、絶対に言わせたくない。

「きゅ、笑うだなんて……」

　キュートが、下唇をふにっと曲げた。

　だから理刀は、まず自分から笑顔をつくった。

　目を細めた。

　口の両端をあげた。

　わざとらしいほど歯を見せた。

　この子を笑わせるためだったら、なんだってやってやる！　という気持ちを顔面に注入した。

「もうっ、理刀ったら……うふふ、変な顔になってるわよ」

「ハハ」

「ぷっ、ふふ、うふふ」

「キュートも変な顔で笑ってみたら？」

「や～よぉ」

　ふたり、笑いながら歩き続けた。




　面接の話から、将来のことへと話題が移った。

　将来、自分たちはなにをしているのだろう。

　高校卒業後。

　大学進学？　就職？　それとも……。

　仕事は？　人間関係は？　生活している場所は？　いろんなことを楽しむことができているのかな？

　不透明で、不確定で、保証がなくて、心配で、不安なことだらけで。それでも、

「オレは、できることなら地球語協会テラの正式な職員になりたいな」

　理り刀とは、希望を口にした。

　キュートから返ってきたのは、〝ごめんなさい〟ではなく、

「応援するね」

　嬉うれしい言葉だった。

　それなのに……。

　彼女の表情が徐々に曇っていくような気がするのは、青白い月明かりのせいだろうか？

　キュートから漂ってくる微かすかなよそよそしさが、森の暗がりに溶け込んでいく。

　ついさっきは、あんなに笑ってくれたのに……。


　　　★★★



　理刀とならんで歩きながら、キュートはそっと右手を胸に当てた。

　手首につけているのは、よっつのブレスレット。そのプレートにはそれぞれ、

［Kurohime］

［Tomoe］

［Momoka］

［Sweet］

　という文字が刻まれている。

　友だちに借りているブレスレット。

　自分はいま、封印城の外にいる。

　友だちはいま、魔界にきている。

　ブレスレットを返したほうがいいのだろうか？　でも、いまは、まだ……。

　返すのは、状況が落ち着いてからでいい。

　友だちだから、いつまでも、待っててくれる………はず。

　キュートは、横目に理り刀とを見あげた。

　月の明かりをうけ、ハッキリと浮かびあがっている彼の横顔は、とても凛り々りしくて。

　手をつないで歩きたいな、と思う。

　手をとってくれないかな、と思う。

　強引に手をつかんでくれないかな、と思う。

　自分のほうから、手を伸ばしてみようかな……、勇気を出して。

　でも……。

　理刀は、自分のせいで地球語協会テラの面接をうけることができなかったのだ。

　彼だけじゃない。黒くろ媛ひめにも、巴ともえにも、百もも香かにも、大迷惑をかけている。

　みんなのことだから、笑って許してくれるだろう。でも、だからといって、キュートの申し訳なさが消えてしまうというわけではない。

　ついつい考えてしまう。

　このまま、みんなといっしょにいていいのだろうか、と。

　理刀のそばに、い続けてもいいのだろうか、と。

　キュート・フォンターナは、春日かすが理刀の足を引っ張ってばかり。

　魔族として半人前以下の自分は、友人としての価値も低くて……。

　キュートは、気が重くなるようなことばかりを考えながら、森の中を歩き続けた。

　理刀が歩調を合わせてくれるから、マイペースを保つことができる。

　このリズムのまま、ふたりでずっと歩いていたい。気持ちが整理できるまで、ずっと。

　どうせ歩くなら……。

　手、つなぐ？


　　　★★★



　キュートのよそよそしさが気になりながらも、理刀は「どうしたの？」とたずねることができないまま歩き続けた。

　訊きいたあとのこたえが、「お腹なかが痛い」とか、「歩き疲れた」とか、「眠い」とかだったらいいけれど……。

　彼女は、きょうの昼間まで封印城に閉じ込められていた。

　自分が外へ出たせいで。

　毒どく舌ぜつ丸まるが大おお怪け我がを負って……。

　人間界の友人たちに迷惑をかけて……。

　公こう爵しやく家けと王家が対立することになって……。

　気が重くならないはずがない。

　それでも、「大丈夫だから」という言葉くらいかけてあげてもいいはずだ。

　理り刀とは、そのタイミングを窺うかがった。

　右手を上げたり下げたりと、キュートがなんだかよくわからない動きをしているから、言葉を切り出しづらい。

　チラッとふたりして相手へ横目をむけ、視線がぶつかり、「ハハ」「ふふ」と微笑ほほえみ合い、そしてまた前をむいて足を動かし続ける。

　このままじゃ埒らちがあかない。

　こうなったら、ストレートに気持ちを伝えるしかないだろう。

　そう思った理刀は、

「不安とか心配とか、こうやってガツンと……」

　殴り飛ばせばいいよ！　と言うつもりで、目の前に軽い右フックを放った。

　おりゃ。

　ビシッ。

　想像もしていなかった手て応ごたえ。

　空気を殴ったはずなのに……、目の前に現れたのは、黒い仮面をつけたなにかで……。

「なっ!?」

　体型は男。

　全身黒タイツ。

　冷たい目が、黒い仮面の奥で光っている。

　黒い男の視線が、キュートに貼はりついた。

　瞬間、理刀はキュートに飛びついた。

「きゅっ!?」

　勢いのまま、彼女を押し倒す。

　ビックリさせたかもしれない。が、魔族は空間を自在に移動できるから、一瞬でも躊躇ためらえばキュートを連れ去られてしまう。

　間を置くことなく、男が倒れた理刀たちにむかって一歩を踏み出……、そうとしたそのとき、紅あかの閃せん光こうが月明かりを切り裂いた。

　理刀の目が赤いスーツを認識できたのは、全身黒タイツの男が地面に叩たたきつけられたあとだった。

「春日かすが、ケガはないか？」

　青白い月を背にしたカカが、倒れた理刀に手を伸ばしてきた。

「カカさん、なにが……」

「カカお姉様、いったい……」

　理刀とキュートを立たせながら、

「話はあとだ。わたしから離れるな」

　カカが鋭い目で周囲を見回した。

「え……っと、この人、だれ？」

　キュートが、倒れた黒ずくめの男を見下ろした。

「すぐにわかる。ふん、やはり狙ねらいはキュートか。ぞろぞろと集まってくるな」

　カカが、握った右みぎ拳こぶしを胸もとにあげた。

「きゅ？　なに？　なんかいるの？」

　キュートが、静かな森の中をキョロキョロと見回した。

　理り刀とも、カカに背をむけて周囲に目を配った。が、見えるのは木、木、木。木ばかり。

「面倒だな。春日かすが、ちょっと力を貸してもらうぞ」

　カカが、理刀の返事を待つことなく右手からなにかを放った。

　それとほぼ同時に……、

「開かい闢びやくの少年、ちょっとごめんなさいね」

　目の前に現れたリイザが、理刀にむかってなにかを飛ばしてきた。

　それとほぼ同時に……、

「派手にいこうぜっ！」

　跳躍とんできたマグナが、理刀めがけてなにかを撃ち込んできた。

「っっっっっ!?」

「きゅ──っ!?」

　カカとリイザとマグナが、偶然にも、ほとんど同時に放出したなにかは、攻撃魔法だった。その証拠に『混沌爆弾カオテイツク・ボム』が発動したから。

　大爆発。

　いや、超爆発だ。

｛獲鳳縛麒二女｝と｛静謐なる禍三女｝と｛真四種女｝のトリプル攻撃魔法は、想像もつかないほど凄すさまじかった。

　無音の超爆風が、それを物語っていた。

　体重の軽いキュートが、

「きゅっ!?」

　軽々と飛ばされてしまった。スカートがめくれ、下着がもろに見えている。

「キュートっ！」

　リイザが、末っ妹こを追って風よりも速く走った。

　木々の幹が、大きくたわんだ。落ち葉が舞いあがった。枝葉が千切れ飛んだ。

　理刀を中心にして、暴風の暴威が情け容赦なくひろがっていく。

「マグ！　どうして撃ったんだ!?」












「カカ姉がもたもたしてっから、あたいがバシッと……」

「この消去風かぜは、ちょっと危な……」

「リイ姉もやったもんね！」

「くっ、まずは……」

「あいつらのせいでっ！」

　突っ立っていることしかできない理り刀とを挟んで、カカとマグナがうなずき合ったあと、フッと姿を消した。

　すぐに、森のあちこちから悲鳴や叫び声が聞こえてきた。いくら月や星々の明かりが強いとはいえ、木々のずっと先は闇やみに包まれている。

　見えないから、余計に怖い。

　理刀は、すぐ近くに倒れている黒タイツの男を見下ろした。

　死んではいないようだけど……。

　カカが言っていた。

『やはり狙ねらいはキュートか』と。

　公こう爵しやく家け側は、キュートを守りたい。

　王家側は、キュートを再び封印城に閉じ込めたい。

　双方の思惑がぶつかり合えば、そこから生まれるのは、果たして……。





三章　フローズン・ワールド







　爆風で飛ばされたキュートや、彼女を追って走っていったリイザの姿が、いつの間にか消えてしまった。

　心配はしていない。キュートはきっと安全な場所にいる。だから、ここで待ってる必要はないだろう。

　理り刀とは、そう考えた。

　倒れている男が、目を覚ましたあと逃げないように見張ってろ、なんてことも頼まれていない。森も静けさをとり戻した。もう、悲鳴や叫び声は聞こえない。

　よし。ソロ城へ戻ろう。

　そう結論づけたそのとき、カカだけが戻ってきた。

「あ、カカさん」

　両肩に重くのしかかっていたいろんなモノが消え、体がふっと軽くなる。

　彼女がいてくれれば安心だ。

　カカが、倒れている男に感情のない目を投げたあと、

「春日かすが、すまなかったな」

　理刀に歩み寄ってきた。こちらにむけてくる瞳ひとみは、とてもやわらかい。

「いえ、オレはべつに……ところで、この人は……」

「王家が差しむけた隠形兵だ。おそらく、命令を下したのはスワン姫だろうな」

「スワン姫？」

「ビョルンストライド王国の第一王女だ。スキュ姉の親友と言っていいのか、ケンカ友だちと言えばいいのか、まぁ、そんな感じの方だ」

　第一王女なら、第二王女であるササラの姉ということになる。きっと美しいお姫様なのだろう。でも、｛魔界の至宝スキユース｝のケンカ友だちだなんて……、もしかしたら怖い性格なのかも。

　それはともかく。

「王家は、キュートを封印城に入れておきたいんですよね？」

　兵を差しむけてきたということは、間違いなくそういうことなのだろう。つまり、〝話し合うつもりはない〟と言ってきたようなものである。

　カカが、倒れている男を見下ろしながら、

「ツェデュヴィーラの封印が解ければ、キュートを封印城へ戻す必要もなくなる」

「その前に、王家が本気で攻めてきたら……」

「こない」

「だって、現にこうやって……」

　理り刀とは、いまだに伸びたまま動かない黒タイツの男を指し示した。

　カカが、ポンと理刀の背を叩たたいた。

「コイツは隠形兵だと言っただろう。表に出ることは絶対にない。命令した者の名を吐かせようとすれば、確実に死を選ぶ」

「でも、実際にキュートを狙ねらってたんでしょ？」

「よく考えろ。王家が本気なら、騎士団と魔術師団を送り込んでくるさ。隠形兵を送り込んだということは、ことを表おもて沙ざ汰たにしたくないという意思の表れだ」

「どうして表沙汰にしたくないんですか？　王家でしょ？　堂々とやれない理由があるんですか？」

「人間の春日かすがにはわからないだろうが、我々フォンターナは国を支える柱のひとつなんだ。王家も、無理に柱を折るわけにはいかない。それに、王家と公こう爵しやく家けが表立って争えば、国の内外に地盤の弱さを喧けん伝でんするようなもんだからな。そうなれば国がゆらぐ」

「そういうもんなんですか？」

「我々も、本当は王家と争いたくない。しかしな、始まってしまったものは仕方がないから、いけるところまでいってみるつもりだ」

「キュートは、大丈夫なんですよね？」

　確証がほしかった。

　キュートのことは心配するな。土筆つくしの封印が解けたあと、無事に人間界へ帰れるから。

　そんな言葉が聞きたかった。

　だが、カカから返ってきたのは、

「……………やれるところまでやる。いま言えるのは、これだけだ」

　期待はずれな言葉だった。

　カカたちも、先が見えていないのだろうか？　それとも、ダメもとでやってみる、ということ？

　未さ来きが見えないという不安は、なかなか手て強ごわくて……。

　気を抜くと、すぐに心が萎しぼんでしまいそうになる。


　　　★★★



　スイート・フォンターナは、生まれたままの姿で極寒の地に放ほうり出されたかのような痛みを覚えていた。

　ありえない。これは……、ありえない。絶対に……、あってはならない。

　しかし現実というものは、無慈悲と不条理をブレンドした苦い汁でしかなくて。

　あるとき突然、こちらの都合などお構いなしに、無理やり飲まされて。

　スイートは、手の甲で涙をぬぐった。

　どんなに堪こらえても、ぽろぽろとあふれ出してくる。

『アルビノフォルム』を読んでいる間はずっと、「知識欲を刺激されるというのは、こういうことだったのか！」という感動を味わっていた。

　これこそ読書の醍だい醐ご味み！

　すごい。すごい。美お味いしい。美味しい。楽しい。楽しい。自分もいつの日か、こんな魔導書を書いてみたい。この出会いに心から感謝だ！　すごい。すごい。すごすぎる！

　それなのに……。

　壁をすり抜けるような風が、前髪を、三つ編みを、ピシパシッと打ってきた直後、

「………………………………………………………………………………………………え？」

　白紙。

『アルビノフォルム』のページが……………、白紙になった。黄ばんだ魔導書用紙を束ねただけの、ただの帳面になってしまったのだ。

　この衝撃を。

　この痛苦を。

　この現実を。

　どうやってのり越えればいいのだろう。

　スイートは、パラパラとページをめくった。

　すべて白紙。

　パタン、と本を閉じた。

　頭の中も真っ白。

「どうして……」

　震える声をもらしたときだった。

「スイート、逃げるのよっ!!」

　跳躍とんできた二〇女のアマンダが、慌てた様子で腕をつかんできた。

　ふた桁けた台の上位陣であり、どちらかといえば荒っぽい気質の彼女が、「逃げる」なんて言葉を口にするなんて……。

　何事!?


　　　★★★



「ヤバイね」

「ヤバイよ」

「逃げなきゃ！」

「逃げちゃえ！」

「「緊急事態発生っ！　みなさん、落ち着いて、大慌てで避難して下さいっ！　繰り返します。みなさん、冷静に焦りまくって……とにかく、月にむかって逃げろぉ！」」

　ソロ城のもっとも高い場所から美しい夜空と大地を眺めていた黒くろ媛ひめたちのそばで、ゴルゴンゾラとパルメザンが不意に騒ぎ始めた。

　六七女と六八女のふたりが、なにから逃げるというのだろう？

「クロっち、逃げようっ！」

　ゴルゴンゾラが、黒媛の腰に手を回してきた。

「トモっち、モモちゃん、逃げようっ！」

　パルメザンが、巴ともえと百もも香かを抱き寄せた。

　直後、夢のようなひろがりを見せていた星々が消え去った。


　　　★★★



　理り刀とは見た。

　ソロ城から放たれた太い光の柱が、天を刺し貫く光景を。

　全身の皮膚が粟あわ立だった。

　意味もなく膝ひざが震えた。

　恐おそろしいほどの静けさだから、鼓膜は震えない。それなのに、大気が震えているのがわかった。

　木々が怯おびえていた。

　草花が怯えていた。

　森全体が怯えていた。

「な、なにが……」

　理刀は、助けを求めるようにカカへ目をむけた。

　フォンターナ家の二女が、余裕の欠片かけらもない表情で光の柱を見あげている。

「春日かすが、わたしから離れるな」

「なにが始まるんですか？」

「始まったらわかる。急いでわたしの後ろに隠れろ」

「え、は、はいっ」

　なにがなんだかわからないまま、理刀はカカの背に回った。そこから顔を覗のぞかせ、光の柱を見た。先ほどより、太くなっているような……。

　危険が迫っていることだけは、確かなようだ。

　カカが、倒れたまま動かない隠形兵に右手を押し当てた。と、その姿が消えてしまう。どこかへ空間移動させたのだ。

　敵であっても、魔法をつかえば逃がしてやることができる。だが、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者はそうもいかなくて……。

「春日、なにが起こっても、絶対わたしに触るな」

「なにが起こっても、って……」

「心配するな。お前は、必ずわたしが守る。だから、わたしにつかまったりするなよ？」

「わかりましたっ」

　理り刀とが叫んだ直後、光の柱が爆発的にひろがった。

　ひゅん。

　なにかが凄すさまじい速さで森にひろがっていった……、ような気がした。

　ヒヤッ。

　冷気が、理刀の首筋をなでていく。

「くるぞっ！」

　カカが、両手を前に突き出した。

　小さなドーム状の膜が、カカと理刀を包み込んだ。

　くるって、なにが？

　疑問のこたえは、数秒後にやってきた。

　ビュオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォッ！

　ソロ城から、白い大風が巻き起こった。

　白い大暴風が、空を、森を、大地を殴りつけていく。すべてを凍りつかせながら。

「う、あ、ぁ、こ、これは、ちょっと……」

　理刀は、自分とカカを包み込む膜に触れないよう注意しながら、その様子を見ていることしかできなかった。

　狂風がつくり出した細さい氷ひようが、木々を、地面を、圧倒的な勢いで覆おおっていく。

　目に見えるモノすべてが凍りついていく。

　夢を見ているかのような。

　芸術を見ているかのような。

　そんな感覚と同時に……。

　悪夢を見ているかのような。

　地獄を見ているかのような。

　戦せん慄りつが体中を駆け巡り……。

　理刀はただただ、目を見開き、身を縮め、カカに守ってもらいながら、氷に包まれていく世界を見ていることしかできなかった。

　いったい、なにが起こってる？




　あまりにも冷たすぎる風がやんだあと、理刀はカカといっしょにソロ城へむかった。

　空間移動で連れていってもらえないため、ふたりで歩いた。

　森の中は、すっかり様変わりしていた。

　右も左も、前も後ろも、凍りついた木々ばかり。地面も、すべて凍りついている。

　溶け始めていない氷の上は、意外とすべらないんだな……、なんてことに気づきながら、理り刀とは白い息を吐きながら歩いた。

　歩きながら、横目にカカを見た。心に引っかかっていた疑問がある。

「これって、もしかして……」

「うちのボス姉だよ」

　カカが、あっさりとこたえを返してくれた。

「スキュースさんが、どうして……」

「原因をつくったのは、わたしとリイザとマグナだ」

「あ、さっきの……」

　ここで、理刀は思い至った。

　カカとリイザとマグナが原因をつくった。

　ということは……、『混沌爆弾カオテイツク・ボム』の大爆発しかない。

「ソロ城、とんでもないことに、なってるんじゃ……」

「春日かすがに責任はない」

「でも……オレが……」

「〝でも〟も〝オレが〟も必要ない。春日は巻き込まれただけだ。責任はわたしがとる」

　ニッと笑ったカカが、ポスッと理刀の肩を拳こぶしで突いてきた。

　理刀も、ニッと笑い返す。

　そうしながら、ソロ城のことを思った。

　別名、「書庫城」。

　階段や廊下のあちこちに、数多くの魔導書が積みあげられていて……。おそらく、各部屋の中にもたくさんの魔導書がつめ込まれていたはずで……。

　カカとリイザとマグナの攻撃魔法をうけた自分の中から、彼女たちの力に対抗できるレベルの消去魔法が放たれて……。

　その爆風は、キュートを吹き飛ばすほど強力で……。

　城の魔導書は無事だろうか？

「…………………………」

　無事じゃなかったから、スキュースが怒りを爆発させたのだろう。

　で、森が氷に覆おおわれてしまった……、と。

　キュートやスイートから話だけは聞いていたけど。まさか自分が、｛魔界の至宝｝の超爆伝説、その新たな一ページに立ち会うことになるなんて思ってもいなかった。

　ふと心配になった。

「あの、カカさん。キュートや、他のみんなは……」

「無事だ。キュートは、リイザが連れて避難している。他の子たちは、ゴルとパルが面倒を見てるようだな。ふふ、フォンターナうちの妹たちは、みんなボス姉の癇かん癪しやくに慣れてるからな。巻き込まれるようなヘマはしない」

　瞳ひとみを碧あおにしたカカがまた、ニッと力強い笑みを浮かべた。

「そうですか。それは、よかった」

　こんな騒動も、フォンターナ家にとっては日常のひとコマなのかもしれない。

　森の木々や生き物たちにとっては、大迷惑だろうけど……。




　ソロ城は半壊していた。

　すっかり崩れてしまった城の正面を見れば、スキュースの怒りの大きさがよくわかる。

　カカとならんでソロ城の正門だったところを通り抜け、風通しがよくなった城の中へ入った。

　広間の壁際に積みあげられていた分厚い魔導書を一冊、カカが手にとった。そして、パラパラとページをめくっていく。

　真っ白。

　その本を置き、またべつの本をとったカカが、すぐにページを開く。

　真っ白。

　どのページにも、文字らしきものは見あたらなかった。

「やっぱり、な」、と色のないつぶやきをもらしたカカの横から、理り刀とも魔導書のページを覗のぞき込こんだ。

　自分の体から放出された力のせいで、この城からどれだけの価値あるモノが失われたのだろう。

　そう思うと、なんだか気持ちが重くなった。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力は、だれかを助けるためにつかいたい。この力で、だれかが幸せを感じることができるキッカケをつくることができたら、とても嬉うれしい。

　いつもそう思っているのに……。

　ふと気配を感じ、広間の奥へ顔をむけた。

「っ!!」

　理刀は目撃した。

　正面階段の五段目あたりに腰を下ろし、両手で顔を覆おおっているスキュースの姿を。

　月の光に包まれ、薄い肩を震わせている。

　泣いてるの？

　ここにくる途中、カカが言っていた。

　ソロ城には、スキュースが長年かけて魔界全土から集めた稀き少しような魔導書が、数多く保管されている。彼女自身が書き記した本もたくさんある、と。

　それなのに……、すべて、真っ白になった。

　スキュースはいま、どんな気持ちなのだろう。

　怒りを大爆発させ、巨大な城の一部を消し飛ばし、広大な森を凍りつかせてしまったあと、あらためて現実とむき合い、なにを思っているのだろう。

　理り刀との隣で、カカがため息をついた。

　ひとつずつ、丁寧に積み重ねてきても。

　少しずつ、懸命につくり続けてきても。

　一瞬ですべてが消え去ることもあって。

　理刀は、両手で顔を覆おおったままのスキュースを前に、かける言葉も見つからないまま、静かに立っていることしかできなかった。


　　　★★★



　キュートは、正面半分が崩れてしまったソロ城の上空から、地上を見下ろした。

　リイザといっしょに空へ避難したのだ。

　理刀は無事だと聞いている。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人も、ずっと離れた場所へゴルゴンゾラとパルメザンが連れて逃げてくれた、とリイザに教えてもらった。

　スイートも、アマンダに守ってもらったという。他の姉たちも全員無傷。

　氷像になった者はひとりもいない。だれもケガをしなかった。

　でも……、気が重くなる。

　地上から昇ってくる冷気に耐えられるよう、リイザが温熱術式で体を包んでくれている。だから、手足はあたたかい。

　それでも……、心の中は冷たくて……。

　リイザの心づかいはありがたいけど、気持ちが上をむいてくれない。

「キュート、お友だちはみんな大丈夫だから、心配しなくてもいいわ」

　リイザが、やさしく肩を抱いてくれた。

「そう、ね」

「元気がないわね。寒いの？」

「ううん。寒くないわ。ただ……」

「ただ、なぁに？」

　リイザの碧瞳ひとみが近づいてくる。

「みんな、これ見たら……」

　キュートは、ずっと先まで続く氷の森を見渡した。

「これ、ねぇ。う～ん。スキュ姉様ったら、怒ると抑えがきかないから……森の眷けん属ぞくたちが可哀かわい相そうよね」

　そういうことじゃなくて……。

「でもスキュ姉様って、根にもたない性格だから心配ないと思うわ」

　違うの。

「いつも思いっきり怒ったあとは、またもとのやさしいスキュ姉様に戻るでしょ。だから、きっと大丈夫。魔導書がダメになっちゃったのは可哀かわい相そうだけど、でもスキュ姉様のことだから……」

　リイザの声を聞き流しながら、キュートは自分の右手首に目を落とした。

　よっつのブレスレット。

　よっつのプレート。

　それぞれに刻まれた、

［Kurohime］

［Tomoe］

［Momoka］

［Sweet］

　という文字。

　左手首には、［Cute］という文字が刻まれたプレートが星々の明かりを弾はじいている。

　自分がいるから、理り刀とや黒くろ媛ひめたちを危険にさらしてしまう。

　人間界へ戻ることができても、きっとまた……。

「だからね、すぐに次の魔導書を書き始めると思うの。わたしは、いままでずっとスキュ姉様のこと見てきたんだから……」

「みんなに申し訳ない」

　キュートは、ポソッとつぶやいた。

「え？」

　しゃべり続けていたリイザが、キュートの顔を覗のぞき込こんできた。

「どうして申し訳ないの？」

　穏やかで、やさしく、のんびりとしたフォンターナ家の三女は、ときどき呆あきれるほど鈍いときがある。

「きゅっ！　友だちに迷惑をかけたら、普通は申し訳ないって思うでしょ！　しかも、こんなことに巻き込んだのよ！」

　キュートの怒りをうけ、リイザが大きくうなずいた。〝あぁ、そんなこと〟といった表情だ。きっと、真剣に考えてはいないのだろう。

「リイザお姉様には、あたしの気持ちなんて絶対にわからないわ」

　キュートは、ムスッと唇を突き出した。

　リイザが、キュートの肩を抱く腕に力を込め、そっと体を寄せてきた。

「キュート、あまり人間界の友だちに心を寄せないでね」

「なによそれ。心を寄せなかったら、それはもう友だちじゃないわ」

　リイザが、どこか悲しそうに目を伏せた。

「いままで何度も言ってきたけど、魔族と人間は相あい容いれない種族なのよ？」

「そんなことないわ。リイザお姉様は人間界で暮らしたことがないから、彼らのことを誤解してるのよ」

「わたしが言いたいのは……」

「先入観だけで、嫌なこと言わないで！」

　キュートはリイザの細い腰をググッと押して、彼女から体を離した。それでも、地上へ落ちることはない。姉の魔力がしっかりと支えてくれている。

「キュート……」

「リイザお姉様の心配も、わかってるつもりよ？　あたしのような半人前が異界で生活してるんだから……」

「キュート、あのね……」

　リイザが、そろそろと手を伸ばしてきた。

　姉の指先から逃れるように、キュートはわずかに身を退ひいた。

「キュート　わたしは……」

　力なく腕を下ろしたリイザが、目に涙を浮かべた。

　ドキッ、と心臓が跳ねた。

　空中で｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝が泣けば、いったいどれほどの災厄が地上に降り注ぐのだろう。もうこれ以上は……。

「ちょ、ちょっとリイザお姉様、こんなとこで泣いたりしないでよ？」

「わ、わかってるわ。わたしはただ、あなたが、母親と同じ道を歩くんじゃないかって、いつも、心配で……」

「母親、って……」

　キュートは息を吞のんだ。

　母は、自分を産み落としてすぐに命を失っている。それだけしか知らない。

　写真も絵も残っていない。

　スイートの母親である刃は哭なと話してるとき、ときどき顔も知らない自らの生みの親を想おもうこともあった。それでも、リイザがいてくれた。他にもたくさんのやさしい姉に囲まれて育ったため、いままで母の記憶がないことに負い目を感じることはなかった。

　それなのに、いまさら「母親と同じ道」なんてことを言われても、どんな顔をすればいいのかわからない。

　キュートは、細い指で涙をぬぐっているリイザの顔を見あげた。

　母の記憶をもっていなくとも、

「母親と同じ道って、どういうことなの？」

　知りたくないと言えば噓うそになる。

　リイザが、躊躇ためらうように地上へ目を落とした。

「リイザお姉様っ!?」

　キュートの強い声でようやく、彼女が口を開いた。

「あなたの母親は…………………………人間なの」

「きゅ？　人間？」

「魔界と人間界の界交が、まだそれほど盛んじゃなかった頃、あなたの母親が魔界に迷い込んできて……」

「迷い込んできてって、そう簡単に界間橋レインボーは通れないでしょ？」

「人間界でいうところの〝神隠し〟に遭ったのね。いまと違って、昔は次元のひずみが整備されてなかったの」

「そのあと、人間界に帰らなかったの？」

「………記憶をなくしてたの。渡界時の力場に精神が耐えられなかったのか、よほど怖い思いをしたのか……結局最後まで、自分の名前も思い出すことができなかったわ」

「名前は、わからないのね」

「で、彼女が魔界でいちばん最初に会ったのが、当時、邪竜の千匹狩りに熱中していたお父様だったってわけ」

「そしてふたりは恋に落ちた。ってこと？」

「そういうこと」

「ふん。お父様らしいわ」

　人間界からやってきた物珍しい女性をいつものように口説いて、その結果、六六七人目の娘を授かることになった。

　ハンサム・フォンターナ物語に記された〝女性遍歴〟の一ページにすぎない。

　リイザが、ここで地上へむけていた目をあげた。キュートの瞳ひとみを、真まっ直すぐに見つめてくる。

「お父様は、彼女のことを〝キューティ〟って呼んでいたわ」

「キューティ……」

「キュート、あなたは母の名を継いでいるのよ」

「きゅ、で、でも、お父様が呼んでただけで、本当の名前じゃないわけでしょ？」

「あなたは、どうしてフォンターナの末っ子なの？」

　リイザがいきなり質問を放ってきたため、キュートはわずかに身構えた。いまの会話の流れと自分が末娘であることに、なんの関係が……。

「？　どうしてって、いちばん最後に生まれたからでしょ？」

「どうして、あなたには妹がいないのかしら？　お父様は、六六七人もの娘をもつ方なのよ？　いまだに若く、逞たくましく、元気で、娘のだれよりも強いのに、どうしてかしらね？」

　リイザのきれいな碧瞳ひとみを見て、キュートは気づいた。

「きゅ」

　気づいてしまったから、胸の奥が熱くなる。目の奥も、ゆっくりと熱くなっていく。

「お父様は、あなたの母親を本気で愛してしまわれたのね。らしくないほどに。だから、あなたは末っ子のままなの。たぶん、これから先もずぅ～っとね」

　キュートは、出てきそうになる涙を懸命に堰せきとめながら、リイザのあたたかな視線をうけとめた。

　母は愛されていた。

　キューティと呼ばれていた彼女とは、会ったことさえない。それのに、それが嬉うれしくて嬉しくて。全身の細胞が弾はじけそうなほど嬉しくて。

　でも、リイザは言っていた。

『母親と同じ道を歩くんじゃないかって、いつも、心配で……』と。

　いまは昔と違う。界交もしっかりしている。きちんとした条約も定められている。神隠しに遭っても、たとえ記憶を失っても、希望はある。

「リイザお姉様、あたしがお母様と同じ道を歩くなんて、心配しすぎよ。昔といまは違うのよ？」

「キュート聞いて。異種族間で子を生なせば、母親はお産のときに高い確率で命を落とすの。その確率は、いまも昔も変わらないわ。研究結果もちゃんと出てるし、実際、あなたの母親だって……」

「きゅ」

「あなたが開かい闢びやくの少年を想おもっていることは、わたしもわかってるわ。でも、あきらめなさい。彼は普通の人間じゃないの。魔界と人間界双方の歴史上、類を見ない存在なのよ？　確かに素晴らしい少年だけど、彼と歩む道の先に希望はないわ」


　　　★★★



　スキュース・フォンターナは、凍りついた湖面に立った。

　暗い空にひろがる月光の淑しとやかさは、いつもの夜となにも変わらない。無数に散らばっている星々のささやきも、昨晩と同じように慎つつましい。

　こんな夜は魔導書ほんを開き、書き手との静かな対話を楽しみたい。心ゆくまで。

　それなのに、今夜の気持ちといったら…………………………、最悪だ。

　スキュースが立っている湖は、ソロ城とスピードウェイ城を直線で結んだ際、ちょうどその中間に位置した場所にある。

　美しい湖はいま、隅々まで凍りついている。湖だけじゃない。その先の森も、川も、まだまだずっと先まで凍りついている。

　スキュースは、対面に立つ女性にツッと目を投げた。

　五メートルほど先に立っているのは、スピードウェイ城の城主であり、ビョルンストライド王国の第一王女であるスワンだ。

　硬い目でこちらをにらんでいる。

「スキュ、あなたはいつも、いろいろと凍らせすぎでしょう」

「スー、あなたはいつも、ことを急ぎすぎよ」

「わたしは寒いのが大嫌いでしょう。わたしだけでなく、スキュの無遠慮な氷結術式のせいで、森の民が大迷惑をこうむっているでしょう」

「そうなの？　ごめんなさいね」

「いつもいつも、スキュは謝罪の言葉に誠意がこもっていないでしょう」

　冷気を押おし退のけるようにして、ピリピリとした空気が漂い始めた。

「ところで、あなたが寄よ越こした隠形兵、全員凍ったまま送り返しておいたけど、ちゃんと蘇そ生せいしてあげたの？」

「なんてイヤミな女でしょう。王国の貴重な兵をカチコチにしておいて、その言い草！　腹立たしいでしょう」

「今度また兵を送り込んだら、その全員を永久凍土の下に移住させるわよ？」

「そんなことしたら、兵たちが可哀かわい相そうでしょう」

「スーのせいよ」

「まっ！　わたしのせいにしてるでしょう。いちばん悪いのはスキュでしょう」

「あなたが大人しくしてれば、だれも可哀相な目に遭わないのよ？」

「キュートを迎えにやっただけでしょう」

「キュートを返してほしいの？」

「当然でしょう。ツェデュヴィーラを復活させるわけにはいかないでしょう」

「キュートは、フォンターナの末娘なのよ？　わたしがいちばん気にかけてる妹で、お父様がもっとも愛してる娘なの」

「スキュだって、一度は封印城に入れることを承知したでしょう」

「そうね。でも、キュートは自分の意志で城に入ったあと、自分の意志で出てきたわ。あの子が決めたことなら、わたしは反対しない」

「このままいけば、フォンターナは国賊に成り下がってしまうでしょう」

「フォンターナの血族に、家族を守ろうとしない者はひとりもいないわ」

　スワンが、七色の前髪を指で横に払ったあと、足もとに視線を落とした。

「スキュの気持ちは、わたしにもわかるでしょう。自分とあなたの立場を置き換えて考えればいいでしょう。悲しく、そして苦しいでしょう」

　彼女の声が、微かすかに震えた。

　スワンは、演技をするような性格ではない。いつも堅苦しく、大おお真面目まじめで、一直線だ。だから、本気で相手の気持ちを理解しようとしているのだろう。

　本当はやさしい王女であり、妹のササラと同じ清らかさをもっている。そのため、騎士たちからの信望も厚い。しかしながら、とにかく頭が固い。固すぎる。だから、

「でも、ツェデュヴィーラの復活だけは阻止しなければならないでしょう」

　スワンの言葉は、簡単に予想できた。

　スキュースは、そっと息を吐いたあと、あらためてビョルンストライド王国の第一王女を見据えた。

「キュートの友人たちを人間界へ帰してやるためにも、『原初の宝玉クリエイト・ストーン』が必要なの。だから……」

「スキュは、わたしの城に攻め込もうと考えているでしょう？　そんなことをすれば、間違いなく国賊扱いでしょう」

　スワンが、瞳ひとみにぎゅっと力を込めた。

　スキュースは、スワンから決して視線を外さなかった。瞬まばたきさえすることなく、静かに、静かに、静かに、彼女の意識を圧迫し続ける。

『原初の宝玉』は、思っていたよりもずっと近くにあったようだ。すぐに跳躍とんでいける隣の城、スピードウェイに。

『原初の宝玉』が運ばれた先を探るため、軽く話題を振ってみただけなのに、真まっ直すぐすぎるスワンがあっさりと教えてくれた。

「ちょっとの間でいいから、『原初の宝玉』を貸してくれないかしら？」

「バカを言ってはいけないでしょう。あれは国宝でしょう。本来なら、右から左へと移動させてはならない代物でしょう」

「封印城からそっちに移したじゃない」

「スピードウェイにある最高級の部屋で、大事に保管してあるでしょう」

　スピードウェイ城に決定。

　スキュースは、ここでようやくスワンから視線を引ひき剝はがし、中空に漂わせた。

『原初の宝玉』の力で、春日かすが理り刀との中に眠っている原初竜クリエイトの能力を呼び覚まさなければならない。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』と『創造される万象クリエイテイブ・コスモ』のバランスをとれば、自おのずと開かい闢びやく竜の能力をつかえるようになるだろう。

　そして、ツェデュヴィーラの封印を解く。

　そのあとのことは……、ツェデュヴィーラの意志に委ゆだねるつもりだ。

　妹たちにも、そう伝えている。

　ツェデュヴィーラはもう、ビョルンストライド王国とは戦いたくないと言っている。

　彼女の言葉に噓うそはない。

　理屈ではない。正々堂々と命のやりとりをした相手だからこそ、信じられる。

　ソロ城に集まってきた妹たちに、スキュースは自分の考えを伝えた。

　封印城でツェデュヴィーラと念話かいわを交わしたカカとリイザは、すぐに納得してくれた。

　ツェデュヴィーラから右目を奪われたマグナも、あっさりとうけ入れてくれた。

『あたいは、アイツを恨んじゃいねぇよ。目をもってかれたのは、あたいが弱かったからさ。まぁ、アイツがもう戦やりたかねぇってのは、かなりつまんねぇ展開だけど……気持ちはわかるよ。ケンカは楽しいけど、戦争は、ふん、本物のバカがやることだろ？』

　マグナは、そう言っていた。荒っぽい性格の子だが、体の中には間違いなくフォンターナの誇り高き血が流れている。

「コホン」

　わざとらしい咳せき払ばらいが聞こえてきたため、スキュースは宙に漂わせていた意識を引き戻し、再びスワンに目を戻した。

　彼女の右みぎ眉まゆが、ピクッと跳ねる。

「時と場所を選ばずに考え事を始めるのは、スキュの悪い癖でしょう。いまは、わたしと大事な話の最中でしょう。わたしたちの選択に国の未来がかかっているでしょう」

「国の未来なんて大おお袈げ裟さね」

「大袈裟ではないでしょう。わたしとスキュが考えなしの行動をとってしまえば、この国は滅びへの道を進むことになるでしょう。盲進は、命懸けでとめるべきでしょう」

　確かにスワンの言う通りだ。

　彼女も知っている。いま現在、はるか遠くの空で、ビョルンストライド王とフォンターナ公こう爵しやくが、拳こぶしと拳、魔力と魔力、意地と意地をぶつけ合っていることを。

　彼らはそろって直情型であるため、この流れは予想していた。だから、スキュースもスワンも、やれやれといった気持ちで遠視みていることができる。

　いまはまだ、それほど深刻な状況ではないから……。

　ふたりをとめることのできる娘たちが、いつものように手をとり合ってさえいれば、すぐにでも仲裁に入ることができるのだから。

　でも、いまは……。

　スキュースは、細いため息をついた。

　スワンも、疲れたように息を吐いている。

　互いに譲れない事情がある。

　互いに退ひけない想おもいがある。

　互いに守るべきモノがある。

　こうなればもう、いけるところまでいくしかないのかもしれない。





四章　カチューシャ＆チョーカー







　キュートは、ソロ城の庭園に散乱していた瓦が礫れきのひとつに腰を下ろした。

　正面が削りとられ、見る影もなくなったソロ城を背にしたまま、ぼんやりと星空を見あげた。

　リイザの言葉が、頭から離れない。

『あなたの母親は……………人間なの』

　知らなかった。

　だから、自分は半人前デキソコナイのままなのだろうか。

　母が、人間だったから。

　自分を産んだとき、命を落としてしまったから。

　血のつながった母の愛情を知らずに育ったから。

　リイザは、こうも言っていた。

『異種族間で子を生なせば、母親はお産のときに高い確率で命を落とすの。その確率は、いまも昔も変わらないわ』

　母は、自らの命を失うかもしれないことを承知の上で、お産に臨んだのだろうか。それとも、知らないまま……。

　星々が滲にじみ、視界が白い靄もやに包まれた。どうして涙が出てくるのだろう。

　母のことは、きょうまで気にもしていなかったのに。

　なぜ悲しい気持ちになるのだろう。

　母の存在は、きょうまでないものと考えていたのに。

　顔も覚えていないのに。

　声も聞いたことがないのに。

　キスしてもらった記憶もないのに。

　泣けてくるなんて。

「キュート」

　後ろからの声に、キュートは慌てて目もとをこすった。

　声を聞いただけで、スイートであることがわかったから。

「なによ？」

「もしかして、泣いていたのですか？」

「な、泣くわけないでしょ」

「激怒したスキュースお姉様ほど恐おそろしいものはありませんから、お気持ちはわかりますわ。わたくしも、一時は、まぁ、魔導書のことなどもあって、泣きたい気持ちになりましたもの」

「泣いてないって言ってるでしょ！」

「うふふ。そういうことにしておきましょう」

　スイートが、キュートの隣に座った。

「やはり、故郷の夜空は格別ですわね」

　星々の光を浴びた彼女が、心地よさそうに微笑ほほえんだ。

　キュートもまた、星空を見あげた。

「そうね。人間界は、地上の光が強すぎるから……」

「わたくしは、魔界のよいところと悪いところ、人間界のよいところと悪いところ、それぞれを見極め、自分に合ったモノをどんどん吸収していくつもりですわ」

「あんたって、いっつも前むきね」

「それ以外の生き方を身につけていませんから。お母様に仕込まれた姿勢ではありますが、いまでは自分のものにしているつもりですわ」

　お母様。

　キュートは、胸の奥にチクッと小さなトゲが刺さったかのような痛みを覚えた。

　スイートの母親、刃は哭なの落ち着いた笑みが脳裏に浮かんでくる。

　下唇を軽く嚙かんだキュートの横で、スイートが言葉を続けた。

「人間界へ戻ったら、本格的に魔導書作家になるための勉強を始めようと思っています」

「あんた、いままでもちゃんとやってたじゃない。〝本格的に〟って、もっともっと勉強するってこと？　あんまり勉強しすぎたらバカになるわよ？」

「あなたが仰おつしやりたいことも、よくわかってるつもりですわ。入れ込みすぎたら周りが見えなくなる、ということですわね？」

「そんな難しいことを言いたいんじゃなくて……」

「うふふ。お母様も、わたくしが夢をつかむことを望んでいらっしゃいます。夢を目指している間くらい、バカになってもいいと思いませんか？」

「………まぁね。そのくらいじゃないと、いい魔導書ほんなんて書けないだろうし。スキュースお姉様見てたら、なんとなくわかるわ。あ、スキュースお姉様を〝バカ〟って言ってるわけじゃないんだからね？」

「うふふふ。もちろん、わかってますわ。バカになるくらい打ち込めば、きっと……」

　スイートが、夜空に手を伸ばした。

　まるで、星のひとつをつかもうとでもするかのように。

　彼女は、自分の〝夢ほし〟を真まっ直すぐに見つめている。いかなるときも、目をそらすことなく。母に応援してもらいながら。

　自分は……。

　キュートは、わずかな寂しさに引っ張られるようにして、唇を動かした。

「話は変わるけど……………異種族同士で、その、つまり、子どもをつくったりしたら、産むとき、母親が死んじゃう確率が高いって、あんた知ってた？」

「正確な数字は把握していませんが、その危険性があるということは承知しています」

「知ってたの？」

「わたくしのお母様は、獣人のハーフですわよ？」

「あ、そうだったわね。刃は哭な様は……」

　わずかにお尻しりをずらしたスイートが、キュートに肩を寄せてきた。

　彼女の目は、ずっと星を見あげている。

「わたくしの獣人方の祖母は、魔族との間にできた子を産んで、すぐに身み罷まかったと聞いています。その子こそが、わたくしのお母様です」

　重くなっていたキュートの心を、スイートの声が、そして、ここにはいない刃哭の手がやさしくなでてくれた……、ような気がした。

　スイートが、言葉を続ける。

「そしてお母様は、命懸けでわたくしを産み、ここまで育てて下さいました」

「あたしもいっしょに、ね」

「うふふ。お母様が、昔よく仰っていたことを覚えていますか？　我が身に宿った子は、愛と命と神秘の結晶。だからこそ、その子を自分が住む世界へ招き入れるという行為には〝魂〟を捧ささげる価値がある、と」

　そういえば、刃は哭なはよくそんなことを言っていたような……。

　刃哭は獣人のハーフ。

　夫であるハンサムは、絶大な魔力を誇る上位魔族。

　自分はデキソコナイの魔族。

　理り刀とは開かい闢びやく竜の能力をもった人間。

　一概に比較はできないけど……。

　刃哭は命懸けで愛を貫き、いまも現在進行形で貫き続けている。

　キュートも、スイートとならんで星を見あげた。

　手を伸ばせばつかめそうな星々。

　呼びかければ、こたえを返してくれそうな星々。

　星々の光は、もう滲にじまなかった。


　　　★★★



　自然に目を覚ますことができた理刀は、大きな窓から入ってくる朝日に目を細めた。

　昨晩は、いろんなことがあった。

　隠形兵がやってきた。












『混沌爆弾カオテイツク・ボム』が超爆発した。

　ソロ城内の魔導書がすべてダメになった。

　スキュースが大激怒した。

　見渡す限りの森が凍りついた。

　ソロ城も半壊してしまったが、それでも多くの部屋が崩壊を免れていたため、理り刀とはその中のひとつである来客用の寝室を借り、ひんやりとした夜を明かした。

　女の子たちは、壁を挟んだ隣室で寝ているはずだ。

　ん、と背を伸ばした理刀は、まだぼんやりしている目をこすりながら、ふかふかのベッドから出た。

　さて。これからどうしよう？

　大きすぎる城で、豪華すぎる部屋で、まるで勝手がわからなくて。

　どこで顔を洗えばいいのだろう？　歯磨きは？　腹、減ったな……。

　コンコン、とノックの音が聞こえた。

「はい？」

　こたえると、すぐにドアが開いた。

「おはよ。よく眠れた？」

　入ってきたのは、キュートだった。

　部屋の中を舞っていた朝の光が、彼女の銀髪にぶつかり、あちこちへ飛び散っていく。

　その後ろから、

「おはようございます。朝食の用意が整いましたので、食堂へいらして下さいな」

　スイートも顔を見せた。

「おはよう」

　言いながら、ありがたいような、申し訳ないような、複雑な気持ちが湧わきあがってくる。

　自分は寝ていただけ。

　キュートたちは朝食の準備をしていた。

　ごめん。

　でも、ありがとう。




　キュートたちに案内してもらった食堂には、すでにお姉様たちが顔をそろえていた。ひと桁けた台、その他数名。ゴルパルペアもいる。黒くろ媛ひめたちの顔もあった。

　自分が最後のひとり、ということを知った理刀は、「え、っと……すみません」と恐縮してしまった。

　朝食の準備を手伝いもせず、起きてきてすぐに「いただきます」では、ちょっと……。

　ひろびろとした、まるで美術館のホールを思わせる食堂の真ん中に、白いシーツを被かぶせた長机が置かれていた。その上にパンやスープ、サラダの皿などがずらっとならべられている。

「はい、理り刀とはこの席よ」

　キュートに勧められたのは、いちばん端の席だった。

　一〇メートルほど離れたむかいの席に座っているのは、スキュースだ。

　緊張する。

　キュートが、すぐ左手の椅い子すに座った。右手にはスイート。黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの席もすぐ近くだ。

　対面のスキュースだけでなく、テーブルの両サイドに座ったお姉様方も、理刀に注目している。

　またまた緊張。

　そんな雰囲気をやわらげるように、キュートが口を開いた。

「食前の祈りは、人間界のニッポン国形式でいきましょ」

　お姉様方の視線が、ザザザッと末っ娘こに移った。

「うふふ、このように両の手を合わせて下さいませ」

　すかさずスイートが、胸の前で両手を合わせた。黒媛たちも、どこか楽しそうに微笑ほほえみながら手を合わせる。

　お姉様方も、真ま似ねて手を合わせてくれた。

　理刀も合掌。

　キュートが、ピシッと手を合わせ、

「それじゃ、いただきます」

　祈りを二秒で終わらせた。

　お姉様方のぽかんとした顔が、ちょっと面白かった。


　　　★★★



　キュートは思わず、食べていたものを嚙かまずに吞のみ込こんでしまった。ごきゅ、と。

　食事の最中、スキュースが驚くことを言ったから……。

「今夜、スピードウェイに攻め込むわよ」

　スピードウェイ城は、ビョルンストライド王国の第一王女、スワン姫の居城だ。

　それなのに……、攻め込む？

　食べる手をとめた理刀が、目を大きくして長女を見つめている。

　もっていたパンをテーブルに落としたまま、スイートも目を剝むいている。

　黒媛も、巴も、百香も、みんな似たり寄ったりの表情だ。

　一方のお姉様たちは、〝やっぱりね〟といった顔をならべている。だれも驚いていないところを見れば、こうなることを予測していたのかもしれない。

　スキュースが、言葉を続けた。

「ひと桁けただけでいくわ。あとの子たちは、ここで待ってなさい」

「スキュ姉様っ！　わたしもっ！　わたしもいきたいっ！」

　すかさず手をあげたのは、一〇女のアースだった。

　ひと桁の生まれではないものの、ひと桁台とほぼ同格の魔力をもつ彼女は、｛烈なる皇神｝なんてふたつ名で呼ばれている。

　ぴんぴんぴんっと跳ねたショートの銀髪。くりくりっとした目が愛らしいから、オシャレをしたらもっときれいになるのに……。外見には無む頓とん着ちやくな姉だ。

　スキュースが、アースにツッと冷たい目をむけた。

「アース、あなたはここで……」

「一五年前、ツェデュヴィーラの都に攻め込んだときも、わたし、置いてかれたから、今度こそいっしょに……お願い！」

「勝手になさい」

「やったぁ！」

　アースが、食事中であるにもかかわらず、両手を頭上に突きあげた。よほど嬉うれしかったのだろう。

「「アー姉がいくならぁ、わたしたちも……」」

　腰をあげようとしたゴルゴンゾラとパルメザンを、リイザが視線だけで制した。

「ゴルとパルはダメ。連れていくふた桁は、アティだけよ。スワン姫を甘く見ないで。あなたたちはお留守番してなさい」

「「ふぁい」」

　ツインズが、しょぼんと肩を落とし、ペタッと再び椅い子すに腰を落とした。

　スキュースが、冷たい目でツ───────ッとテーブルに着いた面々を見回した。そして、ピタッと理り刀とでとめ、

「開かい闢びやく竜の力を引き出すために必要な『原初の宝玉クリエイト・ストーン』は、スピードウェイにあるわ」

　静かに言った。

　黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが、スイートが、理刀へ顔をむける。

　理刀はいま、真剣な顔でスキュースの目をうけとめている。

　彼が、開闢竜の能力を得るためにも……。


　　　★★★



　食事が終わったあと、黒媛にゴルゴンゾラが話しかけてきた。

「ねぇねぇクロっち、これあげる」

　彼女が、まるで手品師のようにどこからともなくとり出し、サッと差し出してきたモノは、飾り気のないカチューシャだった。

　ゴルゴンゾラの髪と同じ金色だから、黒髪にはちょっと合わないかもしれない。

　そんなことを考えながら……、

「あの、これは？」

　黒くろ媛ひめは、ゴルゴンゾラからカチューシャをうけとった。

「それね、〝鏡鳥カチューシャ〟っていうの。はめてみて」


　　　★★★



　食事が終わったあと、巴ともえにパルメザンが話しかけてきた。

「ねぇねぇトモっち、これあげる」

　彼女が、サッと右手を動かしたときにはもう、そこに銀色のチョーカーが握られていた。

「え、わたしに、ですか？」

「食後のプレゼント」

　パルメザンが、嬉うれしそうにチョーカーを差し出してきた。

「ぁ、ありがとうございます」

　巴は、彼女からうけとったチョーカーをまじまじと見つめた。

　なんだか、言いようのない懐かしさを感じる品だけど……。

「それね、〝骨チョーカー〟っていうの。はめてみて」


　　　★★★



　理り刀とは、ゴルゴンゾラから金色のなにかをうけとり、それを頭にはめている黒媛を見ていた。すぐそばで、同じように巴もパルメザンから銀色のなにかをもらっている。

　ふたりの間に立った百もも香かは、姉たちが手にした品に興味津々といった様子だ。

　キュートとスイートの顔には、〝心配〟の二文字が貼はりついている。ゴルパルペアのことだから、また面白がってとんでもないことをするのでは……、といった警戒心があるのだろう。

　他のお姉様方は、食事を終えたあともテーブルに着いたまま、おしゃべりを続けている。

　ゴルパルペアが冗談半分に暴れても、お姉様方がいるから大丈夫。たぶん。

　少なくとも、常識が通じるカカやリイザがいてくれるから大丈夫。きっと。

　理刀はどこか祈るような気持ちで、それとなく席を立った。いつでも動けるように。なにかあったら黒媛と巴のふたりに飛びつき、頭と首につけたなにかに触れるように。

　ゴルゴンゾラが、

「鏡鳥カチューシャはね、指先でトントンッて軽く叩たたくと、一羽の鏡鳥がピューッて飛び出してくるんだよ。カチューシャを頭に着けてれば、鏡鳥を好きなように飛ばすことができるからね。これね、魔族の子が遠視術式を覚えるときにつかうオモチャなんだけど、クロっちがつかったら面白いかなって思ってね」

　といった説明している。

　一方のパルメザンは、

「これプラチナ製だから、トモっちもつかえるよ。前にプレゼントした蟲むしペンダント、あれの竜バージョンだと思ってもらえばいいかな。これね、魔族の子が操竜術式を覚えるときにつかうオモチャなんだけど、トモっちがつかったら楽しいかなって思ってね」

　なんてことを言っている。

「オモチャもつかい方次第ってことですね！」

　百もも香かが、ニパッと笑った。

　ゴルパルペアが、ササッと横にならび、

「「オモチャ、オモチャ、オモチャはいいね♪　オモチャ、オモチャ、オモチャはいいよ♪　素敵だねぇ～♪　嬉うれしいねぇ～♪　オモチャで遊ぶの楽しいねぇ～♪」」

　歌い出した。

　その声に、お姉様方がようやく目をむける。だが、だれも席を立とうとしない。

　八女のピアが、テーブルにのせていた竪たて琴ごとを奏で始めた。

「オモチャ♪　オモチャ♪　オモチャで遊ぶ子可愛かわいいわぁ♪　和なごむわねぇ♪」

　歌を聴きながら、黒くろ媛ひめが頭につけたカチューシャをトントンと指でつついた。途端、ツバメ大の白い鳥が、彼女の頭上で翼をひろげた。

「わっ!?」

　ふらついた黒媛の体を、ゴルゴンゾラが素早く支えた。

「慣れないうちはね、頭がクラクラするんだよ。でも慣れれば、大空を飛翔とぶ気分を味わえるからがんばって」

　すぐに、巴ともえの呪文が聞こえてきた。

「啼なけ、極禍わざわいの羽音。唄うたえ、生命いのち穿うがつ呪垂あまだれ。昇れ、折れた黒翼つばさの仔こ。我はここにいる。疾とく幽光ひかりを目指せ。我はここにいる。いまこそ、我の心こえを聴け。我は、ここに、いる」

　彼女の首につけたチョーカーが、強い光を放った。直後。

　どんっ、と食堂の空気がゆれた。

　そして床から浮かびあがってきたのは、身長が二メートルを楽に超えているであろう竜属霊の集団だった。

　理り刀との立ち位置からは、いったい何体の竜属霊が現れたのかわからない。ただただ、たくさんとしか表現できなくて……。

「きゃっ」「ぅわっ」「黒くろ姉ねえ様さまぁ」

　竜属霊がつくり出した壁のむこうから、巴の、黒媛の、百香の悲鳴が聞こえてきた。

「アハハハ、トモっち召喚よびすぎぃ。おもしろい」

「アハハハ、トモっち張りきりすぎぃ。おもしろい」

　ゴルパルペアの吞のん気きな声も。

「り、理り刀とっ」キュートが、慌てて理刀にしがみついてきた。

「ちょ、こ、こんなにっ!?」スイートも、理刀の後ろに跳躍とんでくる。

　満員電車。

　一瞬、そんな光景を連想した。がんばれ日本のサラリーマン。痛つう勤きんラッシュなんかに負けるな！

　食堂にあふれ返った竜属霊が、内側から押しに押され、理刀に覆おおいかぶさってくる。お姉様方にも。

　理刀に触れた竜属霊は、次々と煙となって消えていく。面白いように次々と。次々と。

「きゅっ　ゴルゴンゾラお姉様、やりすぎよっ！」

「きゃ───────────────っ　パルメザンお姉様、おやめになってぇ！」

　理刀の背に隠れたまま、キュートとスイートが叫んだ。

「「アハハハハ、竜だらけだねぇ」」

　ゴルパルペアの笑い声が聞こえてくる。

「お～、これ、人間がやってんのか？　スゲーな。これだけやれりゃ、十分じゃねぇか？」

　竜属霊たちのむこうから聞こえてきたのは、マグナの声だ。

「彼女、人間界じゃトップクラスの能力者だそうよ」

　どこか嬉うれしそうなリイザの声も。

　バリィィィン。

　割れた食堂の窓から、竜属霊が外へ転がり落ちていく。

　メキメキメキッ。

　壁にヒビが走る。

「あらら～、トモっち泣かないでねぇ。召喚をとめたくなったら、チョーカーを指でトントンって叩たたけばいいんだよ」

　ゴルゴンゾラとパルメザンの声は似てるから、どっちが言ったのかわからないけど……。

　理刀は、心の中で叫んだ。

　最初に教えてやれっ！


　　　★★★



「はぁ」

　ササラ・ビョルンストライドは、重たい息を吐き出した。

　きょう何度目のため息だろう。

　魔界と人間界との界交が跡と絶だえた。

　この先、一〇年間は再開することがないと聞いている。

　界間橋レインボーが閉ざされる前に王からの帰界命令が出ていたため、こうして慣れ親しんだマイルドペイン城に帰ってきた。

　メイドのカラミティ、トルネイド、ディファの三人は喜んでいた様子だが、ササラの手前、決して笑顔を見せることはなかった。

「はぁ」

　自室の窓から、愛するマイルドペインの街並みを見下ろしながら、ササラはまたため息をついた。

　レゾン学院の大学部へ通うことができなくなった。

　人間界の友人たちにも会えなくなった。だから……。

　春日かすが理り刀と。

　彼とも会えなくなって。

　一〇年も、なんて……。

　一〇年後、彼は二七歳になっていて……。

　きっと、素敵な青年に成長していて……。

　間違いなく、素敵な女性と巡り会っているはずで……。

　心が重くなる。

　そして、封印城へ閉じ込められたという、キュートのことも頭から離れない。

　心は重くなるばかり。

　王族として。第二王女として。キュートの友人として。助けてあげることができなかった。なにもしてあげられなかった。

「はぁ」

　わかってる。ため息ばかりついていたのでは、前へ進めない。理刀に教えてもらった。

　前へ。少しでも前へ。封印樹などに逃げ込まず、前へ。

　わかってるはずなのに……。心が沈む。

　コンコン。

「はぁ～、どうぞ、あるいはお入りなさい」

　ノックの音にも、ため息まじりの声しか返せない自分が嫌になる。

「失礼いたします」

　飴あめ色いろのショートヘアを下げたまま入ってきたのは、カラミティだった。

「スワン様の使いがきております」

「通し、あるいは招き入れなさい」

　いまは、だれとも会いたくない。そう思ってはいても、姉が寄よ越こした使者とあっては追い返すわけにはいかない。

　カラミティの後ろから、背が高く肩幅のひろい男性が入ってきた。近衛の制服を身につけているため、第一王女付きの騎士団員であることがひと目でわかった。

　直属の兵を使者にするなんて、いったい何事だろう。姉が使いを送ってくること自体、珍しいことなのに。

「カラミティは下がって、あるいは室外へ出ていなさい」

「はい」

　カラミティが、飴あめ色いろの髪をゆるやかに下げたあと、音もなくドアの外へ消えた。

　窓からソファへ移動したササラは、そこへ腰を沈めた。すぐに対面の席を指し示す。

「どうぞお座りになって、あるいはお掛けになって下さい」

　だが、使者は直立不動のままソファには見むきもせず、すぐに口を開いた。

「ご挨あい拶さつもなく本題に入る無礼をお許し下さい。なにぶん、スワン様より速やかに……」

　不意に、部屋の外が騒がしくなった。

　困りますっ！　姫様はいま接見中ですのでっ！　もうしばらくお待ち下さい！

　カラミティの焦ったような声が聞こえてくる。

「？」

｛傀儡回しプレイヤー｝であるササラの魔力領域内では、すべての魔族が魔法をつかえなくなる。その領域は三〇キロ四方に及ぶため、マイルドペインの治安はとてもいい。

　無意識下で、ササラが悪者を監視しているから。

　だから、マイルドペインの街中で悪いことをしようという者はいない。もしそんな不ふ埒らちな輩やからがいても、ササラがすぐにその悪者自身の魔力を操って動きを封じてしまうから。

　それなのに、城の中で荒っぽい行動をとる者がいるなんて……。

　ササラは、部屋の外でカラミティを困らせている何者かの動きをさぐった。

　そしてすぐに、「あら」と手で口を押さえた。

　眉まゆ根ねをわずかに寄せた使者が、ドアへチラッと目をむける。

　それとほぼ同時に、ドアが荒々しく開いた。

「入るぞ」

　部屋へ踏み込んできたあとに「入るぞ」と言うのも無礼な話だが、それが親友の行動ならば少しも気にならない。

　カカの後ろから、カラミティ、トルネイド、ディファの三人が慌てた様子でついてくる。

　ササラは、微笑ほほえみながら右手をあげた。

「よい、あるいはかまいません」

「はっ」「………」「あうあぅぅ」

　目を伏せたカラミティが、無言のまま動かないトルネイド、そして、なにか言いたげな顔をしたディファの腕をそれぞれつかみ、素早く部屋の外へ下がった。

　ササラは、すぐにソファから立ちあがり、

「怒ったような、あるいは怖い顔をして、なにか問題が、あるいは何事かあったの？」

　両手をひろげて、幼い頃からの友を迎えた。

　それなのに、カカはいつものように笑ってくれなくて……。

　彼女が、使者へ鋭い目を投げた。

　使者も、カカへ硬い目をむける。

　ふたりの間に、なにかあったのだろうか？

　ゴッ！

「ひゃ!?」

　それは突然だった。

　カカが、スワンの使者を殴り倒してしまったのだ。

　ら、乱暴なことを、どど、どうしてカカが!?

　まさか、このマイルドペインで……、しかも第二王女の部屋で暴力なんて……。

「カカ、な、な、なにを……」

　絨じゆう毯たんの上で伸びてしまった使者を見下ろしながら、ササラは懸命に考えた。

　魔力がつかえなくなったから、カカは腹を立てているのだろうか？

　だったら、｛傀儡回しプレイヤー｝である自分の責任だ。

　それとも、カカに会うよりも先に姉の使者を部屋に通してしまったから、怒っているのだろうか？

　だったら、親友の接近に気づかなかった自分の責任だ。

　とにかく、このササラ・ビョルンストライドが悪かったに違いない。

「カカ、そんなに機嫌を損ね、あるいは腹を立てないで。わたしがもっと気をつかって、あるいは注意していれば、こんな事態、あるいは展開には……」

「悪いのはササラじゃないから、なにも気にする必要はないぞ？」

「でもカカは、その使者、あるいは使いの者を……」

「彼には悪いことをしたが、事情があってな」

「どのような事情、あるいは理由があるにせよ、暴力、あるいは乱暴はダメ、あるいはいけないと思うの」

「確かにその通りだが、いまはそれどころじゃないんだ。ササラ、わたしたちに力を貸してほしい」

「あなたが、わたしに助力、あるいは加勢を頼む、あるいは願うなんて……」

　だれにも頼らず、媚こびず、依よらず、我が道を進み続ける女性、それが｛獲鳳縛麒カカ｝だったはずなのに。いったい……。

「どういうことなのか話を、あるいは説明をして」

「キュートに関係することなんだ」

「キュートに？」

「それから春日かすがにも、な」

「!?」

　カカの口から理り刀との名前が出た途端、見えない手で心臓をつかまれたかのような痛みを覚えた。苦しい。泣きたくなるほど苦しい。

　彼に会えない苦しみ。

　声が聞けない苦しみ。

　ササラは目を伏せ、左胸を両手で押さえた。

「実はな、春日かすがとその友人たちが、魔界にきてる」

「えぇっ!?」

　思わず、品のない声をあげてしまった。

　心臓をつかんでいた見えない手が、今度は握り拳こぶしをつくってポカ～ンと頭を殴りつけてきたかのような衝撃。

　理刀が、魔界にきてるなんてっ!?


　　　★★★



　ソロ城の大広間に、ササラを連れたカカが戻ってきた。

　ササラが、どこか急せく気持ちを抑えているかのような面持ちで、周りのお姉様方を見回したあと、壁際に立っていた理刀に目を留めた。

　口は開かない。だが、ふんわりと微笑ほほえんだ彼女の瞳ひとみと唇を見れば、ご機嫌であることがよくわかる。

　キュートとスイートが王国の第二王女に頭を下げたから、理刀も彼女たちに倣った。黒くろ媛ひめたちも礼儀正しく頭を下げている。

「カカに事情、あるいは経緯を聞かせて、あるいは説明してもらいました」

　ササラが、ゆっくりと表情を引きしめながら、優雅に歩み寄ってきた。虹にじ色いろのロングヘアが、はらはらと七色の光を散らしている。

　スキュースをはじめ、カカやリイザ、その他のお姉様方が、ササラに視線を集めた。

　ササラが、キュートの前に立った。彼女の美しい顔にはもう、微笑みの欠片かけらさえ残っていない。

「わたしが手を貸す、あるいは力添えをするか否かは、ツェデュヴィーラ、あるいは亡国の女王と接して、あるいはお話をしてから決めたい、あるいは決断したいと思います」

　そう言われたキュートが、お姉様方へ〝どうしよう？〟といった顔をむけた。

　最初に、スキュースがうなずいた。

　続けてカカも。

　リイザは、心配そうにキュートを見つめたまま動かない。

　他のお姉様方は、長女と二女の反応を横目に窺うかがっているだけだ。

　キュートが、理刀に身を寄せてきた。

「わかりました。土筆つくしを呼んでみます」

　理り刀と、手を貸して……、とささやいたあと、彼女が手をつかんできた。

　理刀も、やさしく、それでもしっかりとキュートの手を握った。

　数秒後。

　ササラの虹ひ光かりに引けをとらない、火花をちりばめたかのような鮮紅色のロングヘアがひろがった。

　真なる女王ツエデユヴイーラと呼ばれていた土筆。

　王国の第二王女であり、｛傀儡回しプレイヤー｝と呼ばれているササラ。

　美麗という言葉ではとても表現できない、周りに漂う空気さえも、微細な埃ほこりさえも、そのすべてを虜とりこにしてしまいかねないふたりの女性が、静かに見つめ合う。

「あなたは、スキュース、あるいはフォンターナ家の長女と約束、あるいは口約したことを守る、あるいは貫き通す覚悟、あるいは決意がおありですか？」

「無論だ。我の舌は偽りを紡いだりせん」

　土筆の目が、わずかに細くなった。

　ササラの目は、真まっ直すぐに相手を見つめたまま動かない。

　理刀は、キュートの隣に立つ土筆の横顔とササラの間で何度も視線を往復させながら、考えた。

　土筆とスキュースの間で交わされた約束って……。

「封印を解く」と「人間たちを人間界へ帰してやる」ということだよね？　他にないよね？

　なんだか気になるけど……、「約束って？」なんて訊きける雰囲気じゃない。

　ササラが、ふっ、と軽く息を吐いた。

　彼女の表情から、ゆるりゆるりと硬さが流れ落ちていく。

「ビョルンストライドの王族、あるいは血族として、ツェデュヴィーラ、あるいは亡国の女王を信じる、あるいは疑わないわけにはいきません」

　ササラらしからぬ言葉だ。

　お姉様方が、それとなく視線を交わし合っている。

　キュートも、土筆やササラへ、そして近くにいるスイートや黒くろ媛ひめたちへ、微妙に強こわ張ばった目を投げている。

　土筆が、「む、む」となにを言おうか考えているような表情で、ヒビが入っている大広間の天井を見あげた。

　ゆっくりと息を吐いたあと、ササラが再び口を開いた。

「ですが……幼おさな馴な染じみ、あるいは親友の言うこと、あるいは言葉なら信じる、あるいはうけ入れることができます。わたしは、カカ、あるいは友とその姉妹、あるいは家族たちのことを信じ、あるいはうけ入れましょう」





五章　星降る激突夜







　ササラが、スキュース、カカ、リイザの三人といっしょに大広間を出ていったあとすぐ、マグナが土筆つくしに歩み寄ってきた。

「おうツェデュヴィーラ、久しぶりだな」

　左目だけが、ギラリと輝いた。

　いま、この場に四女である彼女をとめられる者がいるのだろうか？

　理り刀とは一瞬、そんなことを考えた。

『久しぶり』なんてことを言ってるけど、昔話に花を咲かせるような雰囲気じゃない。まるで、これからケンカでも始めそうな……。

　土筆が、わずかに頰ほおをゆるめた。

「マグナか。久しいな」

「まさかよぉ、生きてるうちにまたおめぇの面つら拝めるとは思わなかったぜ。ったく、ムカつく面だよなぁ」

「お互い様だ」

　バチバチッ！　と土筆とマグナの間で火花が飛び散った……、ような気がした。

　キュートとスイートが、見ていて可哀かわい相そうになってくるほど顔を強こわ張ばらせている。まさにガチガチ状態だ。

｛真種｝と呼ばれている四女のお姉様が、手の届く距離でムカついているのだから、生きた心地がしないのだろう。

　黒くろ媛ひめが、それとなく百もも香かを背に庇かばった。

　巴ともえが、泣きそうな顔で身を縮めている。

　他のお姉様方は……、黙って見ているだけだ。

　マグナがいきなり、つけていた厳いかつい眼がん帯たいを外した。

　右目の代わりに一文字傷。

「ササラ姫の前じゃ言えねぇけどよ。あたいさ、信じる信じないとか、どうだっていいんだよ。許すとか許さないとかも、どうだっていい」

　マグナが、人差し指で一文字傷をカリカリと搔かいた。

　そしてまた、話を続ける。

「あたいはよぉ、あたいが認めたヤツとじゃなきゃいっしょに戦いたかねぇ。あたいの姉貴や妹たちは、心底認めてっから、背中を預けることができんだよ。背中だけじゃねぇ。命だって、魂だって、来世につながってる糸だって預けられる」

「マグナ、我を認めたくないという気持ちはわかる。だが……」

「ツェデュヴィーラ、話は最後まで聞けよ」

「む。では、言うてみよ」

「へっ。あたいは、あたいの右目を奪ったヤツを認めてるよ。あたいの体に直接、あたいの未熟さを刻み込んでくれたヤツを認めなきゃ、やってらんねぇからさ」

　マグナがまた、眼がん帯たいをつけ直した。

　一文字傷が、竜の骸がい骨こつと思おぼしき眼帯に隠れて見えなくなる。

　刺とげ々とげしく、そして荒々しい雰囲気を惜しげもなく大放出しているマグナを、理り刀とはまじまじと見つめた。そして思う。

　ああ、やっぱり、彼女はフォンターナ姉妹の四女なんだ、と。

　誇り高くて、本当に誇り高くて、呆あきれるくらい誇り高い精神こころをもった女性なんだ、と。

　キュートたちの顔からも、怯おびえが薄らいでいく。

「ツェデュヴィーラ、おめぇが裏切ろうがどうしようが、勝手にすりゃいいさ。認めたからにゃ、おめぇがなにをしようが、あたいは全部うけ入れる。フォンターナの紋章に誓ってもいい。あたいは、ツェデュヴィーラを、うけ入れる」

「マグナ、そなた……」

　土筆つくしが、わずかに目を大きくした。

　キュートとスイートが、笑顔をむけ合った。

　黒くろ媛ひめたちも顔を輝かせてる。

　マグナの一挙一動を見ていたお姉様方も、笑みをならべている。

　クルッと土筆に背をむけたマグナが、妹たちにむかって両手をひろげた。

「ったく、信じらんねぇよ。殺し合ってた相手に、こっ恥ぱずかしいこと言っちまった。スキュ姉の城ん中でこんなこと……信じらんねぇよ、ったく腹立つな」

　腹立つ、と言っているわりに、マグナの声は楽しそうに弾んでいた。

「よし、みんなでご飯食べよう！　お腹なかいっぱいになれば、もっとハッピーだよ！」

　明るい声を出したのは、一〇女のアースだった。

「ったく、アティは食べることばっかだな」

「エヘヘ。決戦前の腹ごしらえだよ。キュートが教えてくれた〝いただきます〟すれば、すぐに食べられるよ」

　胸の前で手を合わせているアースは、とても楽しそうだ。

「んぁ～、さっき食べたばっかだから、まだ消化中なんだよねぇ」「食べすぎたらぁ♪　肥ふとっちゃうわぁ♪」ポロロン。「えっと、おい、ツェデュヴィーラ、酒、飲める？　ほら、あれ、霊体用の酒、えっと、あったと思う」「むぅ。ラビッティーナ・フードを用意せねば」「みんなで食べると賑にぎやかでいいね。いい男がいてくれたら、もっと楽しいけどな」

　お姉様方が、ぞろぞろと大広間を出ていく。

　朝食がすんでから、まだ二時間ほどしか経たってないけど……。

　みんなで食べれば、楽しいから……。


　　　★★★



　月が昇った。

　スキュースは、闘衣を身につけた九人の妹たちひとりひとりへ目をむけ、うなずいた。

　言葉はかけない。不要だから。

　フォンターナは、フォンターナらしく動けばいい。それだけだ。

　カカが、目もとを強こわ張ばらせているササラの肩に手をのせた。

「やってくれ」

「ええ」

　スキュースは次の瞬間、自らの体内に冷たい手をねじ込まれるような不快感を覚えた。

　直後。頭上の月が、わずかに右へ移動した。

　半壊したソロ城に代わって現れたのは、スピードウェイ城である。ビョルンストライド王国の第一王女、スワンの居城だ。

｛傀儡回しプレイヤー｝であるササラの能力を借り、空間を移動した。

　到着した場所は、スピードウェイ城の中庭。

　予想通り、すでに騎士団が配置されていた。

　ひろい中庭の四方に整然とならんでいる磨き込まれた鎧よろいたち。月明かりの下、戦闘開始の合図を待っている。

　ササラを連れていったその日のうちに、〝正面から堂々と跳躍してくる〟と予測したのだろう。

　スキュースとスワンのつき合いは長い。互いに相手の性格をよく知っている。

　妹たちが、ササラを中心にして素早く円陣をつくった。

　どのような状況に陥っても、妹たちは崩れない。

　スキュースは、騎士たちを見回した。

　どこ？

｛傀儡回し｝の領域内にいるため、探査術式がつかえない。でもスワンのことだから、ほぼ間違いなく正面の入口に……。

「やっぱりきたでしょう」

　ほら、やっぱりいた。

　スキュースは、左右に移動した騎士たちの後ろから歩み出てくるスワンを見据えた。

　七色の髪が、ぼんやりと光っている。ショートヘアであるため、ササラと比べたら光量がかなり劣るけど。

「フォンターナは、いついかなるときも正面から堂々と攻めてくるので、とてもわかりやすいでしょう」

「ありがとう。褒め言葉としてうけとっておくわ」

「褒めてないでしょう。少しは攻め方を工夫しないと、こうやって簡単に待ち伏せされるでしょう」

「わたしたちを相手に、待ち伏せが効果的だと本気で思ってるの？」

「その自信が、今夜は命とりでしょう」

　スキュースは、スワンと静かに視線をぶつけ合った。

　彼女との距離は、目測で三二メートル。あと二メートルほど前に出てきてくれれば、一気に間合いをつめて気絶させることができるのだが……。

　彼女もそれがわかっているから、スキュースの攻撃圏内には入ってこない。

　互いに魔力はつかえないから……。

　魔力濃度を自在に上下させることができるスワンの天系能力を封じるため、ササラを連れてきた。

　ササラがいてくれる限り、こちらが圧倒されることはない。数の違いなど問題ではないのだから。

　可能なら、だれの血も流すことなく目的を果たしたいけど……、スワンには話し合いなど通じないから……。予定通り、ササラの力で騎士たちの動きを封じてもらって……。

「お姉様っ！」

　スキュースの思考が、だれかの声によってわずかにゆれた。

　すぐ横を、ササラが駆け抜けていく。

　彼女の腕をつかもうとしたスキュースだったが、指先を動かすことさえできなかった。

　ササラの力によって、動きを封じられたのだ。

　全身を素早くチェックし、唯一意志を伝えることができた眼球だけを動かした。

　妹たちも動けないでいる。騎士たちも動かない。スワンさえも。

　ササラが、たったひとりの姉に駆け寄っていく。

　彼女は、この戦いを姉との〝話し合い〟でとめるつもりなのだ。だから、この場にいる全員の体を縛った。

　実にササラらしい、平和的な考えだけど……。

「スワンお姉様、こんな争い、あるいは戦いはやめて、あるいは思いとどまって下さい！」

「ササラ、わたしを解放しなければならないでしょう。そうしなければ、話し合いなんてできないでしょう」

「スワンお姉様を解放、あるいは自由にすれば、カカたち、あるいはフォンターナの友人たちを傷つけ、あるいは攻撃しようとなさるから……」

「話し合いをしたいのなら、誠意を示さないといけないでしょう。相手を縛って要求を吞のませようだなんて、一方的でしょう。卑劣でしょう。王族として恥ずかしいでしょう」

「スワン、お姉様……わたし……」

　ササラ……、ダメ。

　数秒後、スワンが右肩をぐるりと回した。

　スキュースの体は、いまなお動かない。妹たちも動かない。騎士たちも停止したまま。

　ササラ……。素直すぎたら……。

　ビシッ！

　スワンが、躊躇ためらうことなく妹の首筋を打った。

　繊細なササラが、なんの抵抗もできないまま気絶してしまう。

　やっぱり。

　スキュースは細い息を吐きながら、軽く、数回跳ねた。

　気を失っているとはいえ、｛傀儡回しプレイヤー｝の領域内であるため魔力はつかえない。が、体は動かせるようになった。

　妹たちも、あらためて身構えている。

　騎士たちの鎧よろいが互いにぶつかり合い、ガチャガチャと耳障りな音を立て始めた。

　気絶したササラが、騎士のひとりに抱きかかえられ、城の中へ運び込まれていく。

　彼女の身に危険が及ぶわけではないので、下へ手たに踏み込んだりはしない。

｛傀儡回し｝の影響下で戦うときは、魔力を帯びた武器、あるいは普通の武器、もしくは素手をつかうしかない。

　スキュースは、そっと右手に目を落とした。握り拳こぶしをつくる。

　自分を含め、妹たちは武器を所持していない。対して、騎士たちは魔力を帯びた鎧を身につけ、魔気を放つ武器を手にしている。

「ササラ、ったく……」

　左横から、カカのため息が聞こえてきた。

「ササラ姫は、ご自身の信じる道をお選びになっただけだから、悪くないと思うわ。でも、ん～、手てつ甲こうくらいもってくればよかったかしら」

　右横で、リイザがブツブツ言っている。

「しゃーねぇよ。へへ、こりゃ闘やるしかねぇな。もともと暴れにきたんだし、さ」

　マグナの声は、どこか嬉うれしそうだ。

「うはぁ～、面倒臭いことになったよねぇ。殴ったら、手が痛いじゃん」

　ホライズンは、自分が殴られるかもしれない、ということを考えていないようだ。

「闘いくの？　えっと、マジで？　ほら、あれ、あいつら、騎士団じゃね？　んと、闘やる前に、ちょ、暴飲やっとこうかな」

　ロコが、腰に下げた革袋を口に当て、中身をゴクゴクと口の中へ流し込み始めた。

「カカ姉、何人ぶっ倒せるか競争ね。ちゃんと数えてよ。ズルしないでね」

　デモティが、トントンとリズミカルなステップを踏んでいる。

「争いなんて虚むなしいわぁ♪　暴力なんて大嫌いぃ♪　それでもぉ♪　互いに退ひけないときがあるぅ♪　あぁ～♪　闘うしかないのならぁ～♪　せめて力を尽くしましょう♪」

　ピアが、ポロン、ポロロンと竪たて琴ごとを奏で、どこか寂しそうな声で歌っている。

「ラビッティーナ、某それがしのそばを離れてはならぬ。今こ宵よいの戦、ちと激しくなるのでな」

　テンペランスが、ウサギのついた杖つえを胸に抱いた。

「このメンバーで暴れるのって、エへへ、初めてだね。うわぁ～、なんかドキドキしてきたぁ。城ぶっ壊したらどうしよう」

　アースが、興奮した様子で辺りをキョロキョロと見回している。

　そんな妹たちにはひと言も声をかけず、スキュースはただただスワンと視線をぶつけ続けた。

　彼女はいま……。

　フォンターナの一〇傑を前にしている。

　天系能力も封じられている。

　それでも退こうとしない。

　中庭を包囲している騎士団の力を信じているから？

　城内に伏せているであろう魔術師団の知恵を信じているから？

　どちらにせよ、闘いはもう避けられない。

　スワンが、右手を高々とあげた。

　スキュースは、それでもなお彼女から目をそらさない。

　ビョルンストライド王国の第一王女が、騎士たちに戦闘開始の合図を送るべく………、右腕を下ろした。

　瞬間、スキュースは友とつなげていた視線を断ち切り、ギリッと拳こぶしを固めた。


　　　★★★



　闘いが始まった。

　理り刀とと百もも香か。

　キュートと巴ともえ。

　スイートと黒くろ媛ひめ。

　それぞれ別れて三頭の飛竜にのり、闘いの様子を上空から見下ろした。

　闇やみに乗じ、空からスピードウェイ城へ。

　そして、スキュースたちが大暴れして騎士や警備兵の注意を引きつけている間に、クリストを見つけ出す。

　スキュースが、テーブルにひろげた手書きの見取図を指差しながら、

『スワンのことだから、必ず北塔の最上階に〝原初の宝玉クリエイト・ストーン〟を保管してるはずよ』

　そんなことを言っていた。

　だから、飛竜を降ろす場所も決めている。

『ササラの能力で、城内の魔術師団は非力な集団に成り下がっているから、それほど気をつけなくていいわ。能力をつかえる人間のほうがずっと強いから』

　そうも言われている。

　理り刀とたちは城の裏手へ回り込み、北塔と中央塔を結ぶ回廊に降りた。北塔はすぐそこに見えている。最上階まで、一〇階分ほど駆けあがればいいだけだ。

　しかし、さすがに巨大な飛竜の影や羽ばたきの音は隠せなかったため、警備の兵たちが集まってきた。

　中庭ではすでに、フォンターナのトップ一〇と騎士団が激突している。

　理刀は、グッと腹に力を込めた。


　　　★★★



　黒くろ媛ひめは飛竜の背から飛び降りるなり、頭につけたカチューシャをトントンと指先で二回叩たたいた。

　鏡鳥が、サッと暗い空へ飛び立った。

　自分の目ではちゃんと、剣を手に駆け寄ってくる三人の警備兵が見えている。

　正面、通路の先、距離にして四〇メートルほど。どんどん近づいてくる。

　べつの角度からも、警備兵たちの姿が視みえた。視えているのは彼らの背中だ。飛竜のそばに立っている自分たちにむかって、突き進んでいく。

　自分でもよくわからない感覚だけど、なんだか楽しかった。もしかしたら、幽体離脱とはこんな感覚なのかもしれない。

　黒媛は鏡鳥の目をつかい、警備兵たちの動きを空間に縫いとめた。

　彼らの動きが、まるでビデオの制止ボタンを押したかのようにピタッととまる。

「ナイス黒媛！」

　理刀が、グッと右手の親指を立てた。

「黒くろ姉ねえ様さま、すごいすごいっ！」

　百もも香かが、ぴょんと飛びついてきた。可愛かわいすぎて、胸の奥がきゅんとなる。

　キュートが、スイートが、巴ともえが、笑みをむけてくる。

「ふふ、ゴルゴンゾラさんのお陰だな」

　おおまかなコツはつかんだ。

『鏡鳥カチューシャ』は、自分にピッタリのアイテムかもしれない。


　　　★★★



　中央塔の中から、警備兵たちがゾロゾロと出てきた。目指すべき北塔のほうからも。

　巴ともえは、首に巻いたチョーカーに意識を集中させた。

　黒くろ媛ひめの次は……、自分の番。

「呪鎖を解き、言霊を添え、御手をつかもう。汝なんじらの前に幽光ひかりを灯ともし、往ゆく道を示さん。いまこそ希こいねがえ。戦場の竜か風ぜを纏まとい、疾駆せんことを。集え、愛いとしき剛竜兵こどもたち！」

　いつもなら、ピアスに集めていた気持ちを。

　いつもなら、ネックレスに注いでいた心を。

　いつもなら、指輪につめ込んでいた想おもいを。

　パルメザンにプレゼントしてもらった『骨チョーカー』に捧ささげた。

　打った鐘が響くように。心を込めて打てば、それだけ素敵な音色が響くように。

　体の大きな竜属霊こどもたちが、地の底から楽しげに飛び出してきた。

　ゾロゾロと。チョーカーを指で叩たたかない限り、際限なくゾロゾロと出てきてくれる。

　どういうわけか気持ちが疲れない。これだけの数を召喚しているのに、精神を削られるような疲労感がないのはなぜだろう。

　竜属霊たちが、警備兵たちに襲いかかっていく。通路からあふれ出し、城の裏庭で仲間に押されて転んだり、花壇を踏み荒らしている霊こもいる。

　操り方のコツがまだまだつかめないけど……、召喚者に襲いかかってくる霊は一体もいない。

　巴は、パルメザンの思いやりを感じながら、竜属霊たちに気持ちを伝え続けた。

　だれも傷つけないで。追い払うだけでいいから。

　なにも壊さないで。威嚇するだけでいいから。

　なかなか言うことを聞いてくれないけど……。

　少なくとも仲間たちを守ることができているから……、満足。


　　　★★★



「理り刀とくん、みんな、走って！」

　巴の叫びに背を押されるようにして、理刀は北塔を目指して走った。

　竜属霊たちが、素早く道を空けてくれる。

　理刀よりずっと足の速いスイートが、遅れることなくついてくる。

「きゅ───っ！」

　キュートも、懸命に走っている。

「百もも香か、全力で走れっ！」

　黒媛の声が聞こえた。

「黒くろ姉ねえ様さまっ!?」

　百香の裏返った声に引っ張られ、理刀は肩越しに振り返った。

　黒媛が、巴に背を預けるようにして足をとめていた。

「百もも香かっ、もたもたするな、走れっ！　視みえたんだ。かなりの人数がこっちにむかってくる。ここで食いとめるっ！」

「……………黒くろ姉ねえ様さまっ！　巴ともえちゃん！　無理しないでねっ！」

　手で目もとをこすった百香が、すぐに北塔にむかって駆け出した。

　理り刀とは歯は嚙がみしながらも、両足に力を込めた。

『スワンのことだから、必ず北塔の最上階に〝原初の宝玉クリエイト・ストーン〟を保管してるはずよ』

　スキュースの言葉を信じ、木戸が開いたままの入口へ駆け込もうとしたとき、

「入っちゃダメですぅ！」

　百香の声に、理刀は慌ててブレーキをかけた。スイートも、素晴らしいほどの反射神経を見せ、入口横の壁を蹴けるようにして後ろに飛んだ。

「きゅ～!?」

　キュートだけが、うまくとまることができず、バランスを崩してドアの中へ転がり込んでしまった。

　直後、彼女の頭上を勢いよく通過したのは、鈍い光を放つ剣だった。

　まともに飛び込んでいれば、斬きられていただろう。

「ガァッ！」

　すべるように理刀の横をすり抜け、転んだキュートの上を飛び越えたスイートが、木戸の裏に隠れていた兵士に飛びかかった。

「きゅっ!?」

　キュートが、慌てた様子で跳ね起きた。

「スイートっ!?」

　理刀は、北塔の中へ駆け込んだ。

　スイートと兵士が、石畳の上をもみ合いながら転がっていく。そして、ふたりの体が離れたとき、スイートの手には奪いとった剣が握られていた。

「スイートさんっ!?」

　水鏡を手にした百香も、塔の中へ入ってきた。

「みなさん、奥に階段が見えますわ。お先にどうぞ」

　警備兵とむかい合ったまま、スイートが言った。

「スイート、あんたもいっしょに……」

「キュート、お聞きなさい。グズグズしていたら、兵が集まってきますわ。それよりも、うふふ、お姉様たちが本気で暴れ始めたら、犠牲者が続出してしまいます。このスピードウェイ城も、果たして原形を留とどめていられるかどうか……」

　スイートが、奪った剣を後ろに投げ捨てた。

「無粋な刃物など、つかう必要などありません。わたくしには、コレがありますから」

　見えないなにかを下から鷲わしづかみにするように、彼女が右手を上へむけた。

　五本の指先に光っているのは、鋭すぎる爪つめだった。

　獣化したスイートが、理り刀とから顔をそむけるようにして言った。

「この姿、あまり理刀には見られたくありませんの。どうか、先へ」

「きゅ──────────っ！」

　なにも言わず、ただただ「きゅ──っ！」と叫びながら、キュートが奥の階段にむかって駆け出した。

「スイートさんは必ず勝ちますっ！」

　百もも香かも走り出す。

　動こうとする兵士を、

「ガアアアァ！」

　スイートが身を屈かがめて威嚇した。

　兵士は悔しそうに、キュートと百香の背を目で追うことしかできない。

「スイート、絶対に無む茶ちやしないでくれ」

　それだけ言って、理刀も走った。


　　　★★★



「前にも、こんなことがあったな」

　黒くろ媛ひめは、背に確かな存在を感じながら微笑ほほえんだ。

「そうだったわね。状況は、ふふ、いまとだいぶ違うけど……」

　後ろから、落ち着いた声が聞こえてくる。

　以前、理刀とササラ姫の結婚を阻止するため、ネガティビズムという巨大な飛行船の中で暴れたことがある。巴ともえとふたりで。

　あのときの相手は、戦闘員ではなくただのメイドたちだった。それでも、数分ともたずに制圧されてしまったけど……。

　いま、このときは。

　相手はメイドではなく、戦闘訓練をうけた兵士たちだ。数も、あのときの数倍。いや、数一〇倍か。

　それでも、彼らは魔法を封じられているため、実力の一〇〇分の一も発揮することができていない。

　対して自分たちは。

　黒媛は、ゴルゴンゾラに『鏡鳥カチューシャ』をもらった。

　巴は、パルメザンに『骨チョーカー』をもらった。

　カチューシャもチョーカーも魔界のオモチャだという。

　それでも、自分たちの能力にピタリとはまってるから……。

　黒くろ媛ひめは鏡鳥を飛ばしながら、自分たちに近づいてくる兵士の足を次々ととめていった。長時間とめておく必要はない。巴ともえの竜属霊が、すかさず殴り飛ばしてくれるから。

　鏡鳥を、自由自在に飛ばした。

　竜属霊たちが、北塔の周りを埋め尽くす。

　黒媛は、巴と背をくっつけた格かつ好こうのまま手をつないだ。

　両手の指を、互いにしっかりと絡め合う。

「巴、大丈夫か？」

「まだまだ召喚よべるわよ？」

「ふふ、こっちとむこうの数は、いまのところ五分五分だ。これ以上召喚したら、一方的になりすぎないか？」

「そうね。それはよくないかも」

「一方通行だと、見えてこないモノがあるからな」

「数じゃなく、質で勝負しようってこと？」

「ひとつずつ丁寧に、ってことだ」

「うふふ。学びのチャンスね」

「こんな機会は滅めつ多たにない。せっかくだから、勉強させてもらおう」

「勉強ね」












「いこう、巴ともえ」

「ふふ、いきましょう、黒くろ媛ひめ」


　　　★★★



　理り刀とは、キュートと百もも香かを気にしながら、螺ら旋せん状じようの石段をのぼった。自分が全力で駆けのぼれば、ふたりは間違いなくついてこれない。

　キュートたちのペースに合わせ、のぼってのぼって、ようやく最上階に到着した。

　ドアもなにもなかった。階段が終わったそこはもう、部屋の中だった。

　バスケットコートがふたつは入るだろうか、ひろびろとした室内には、ソファやテーブルが置かれていた。壁際にはタンスやクローゼット。奥の窓際には、品のいい風景画も飾られている。

　だれもいない。

「クーちゃん、いませんね」

　肩を大きく上下させながら、百香が部屋の中を見回した。

「スキュースお姉様の勘、外れたみたいね」

　キュートが、下唇を突き出した。

　理刀は、ぐるりと石壁を見回した。もしかしたら、隠し部屋とか……。

『スワンのことだから、必ず北塔の最上階に〝原初の宝玉クリエイト・ストーン〟を保管してるはずよ』

　というスキュースの言葉を信じたい。

『スワン姫の寝室とこの部屋だけが、魔力遮断壁がつかわれている。だから遠視できない。総合的に考えて、〝原初の宝玉〟はここにあるはずだ』

　カカも、手書きの地図を指差しながら言っていた。

　リイザも、

『スワン姫が石竜を自分の部屋に置く可能性は、ほぼないでしょうね。あの方は、なんていうか、ん～、病的なほどのきれい好きだから、他人を自分の部屋に招いたりは絶対になさらないの。お邪魔したことがあるのは、スキュ姉様くらいじゃないかしら』

　なんてことを言っていた。

　理刀は、部屋の中央にむかって進んだ。

　ここにクリストがいないのであれば、もうお手あげだ。

　百香が水鏡をとり出し、

「もし、この部屋を隅々まで調べてみたら？」

　鏡面を覗のぞき込こみながら、未来を仮定した。

　キュートが、百香の横で唇を引き結んでいる。

「ん～、あれ？」

　百香が、水鏡を襟もとからシャツの下に戻したあと、足早にソファへ歩み寄った。

「？」

　理り刀とも、彼女のあとを追ってソファへ近づいた。

　いままで背もたれの陰に隠れて見えなかったが……、ふたりがけのソファに、丸くなって寝ている女の子がいた。

　一〇歳くらいだろうか？　硬そうなロングウェーブの黒髪で、細い体を包み込むようにして眠っている。身につけているのは、細かな刺し繡しゆうがたくさん入ったピンク色のシャツとスカートだ。

　どうして、こんなところに女の子が？

「きゅ、まさか……」

　キュートが、ポソッとつぶやいた。

　理刀は、女の子の寝顔をまじまじと見下ろした。まったく記憶にない顔だけど……。魔界では、化ける動物もいて……。

　始祖竜のシルティーシャープがいい例だ。

　おそらく、キュートも理刀と同じことを考えたのだろう。

　百もも香かが、襟もとから再び水鏡を引っ張り出した。

「え～っと。もし、この子を起こしたら？」

　視みてすぐに、

「水鏡の映像って、声や音が聴こえないんです。だから、なんて言ってるのかわかりませんけど……この子、笑ってるから大丈夫だと思います」

　言ってすぐに、百香自身もニパッと笑顔になった。

　仮定未来視の能力者である｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝がそう言うなら……。

　理刀は、静かな寝息を立てている黒髪の少女に手を伸ばし、その薄い肩をゆすった。

「もしも～し？」

　すぐに、少女の長いまつげがピクピクッと動いた。そして、パチッと大きな目を開けてくれた。

　顔をあげ、ぽやぽや～っとした瞳ひとみで理刀を見つめること数秒、

「うぉっ!?　カ、カカ、カイビャク様っ！　いらっしゃってたんですかっ!?」

　ぴょ～んと跳ね起きた。

　甲高い女の子の声音ではあるものの、口調はクリストのものである。

「クリスト、だよね？」

「カイビャク様。ヴォハ。またお会いできて光栄です。ヴォハハ。感極まって、ポク、泣いてしまいそう」

　間違いなくクリストだ。


　　　★★★



　ハンサムとレオは、娘たちの動きを遠視しながらも、自分たちの闘いをやめようとはしなかった。

　ふたりとも、飲まず食わずでの戦闘は数えきれないほど経験している。数日であれば、不眠不休で動くことも苦にならない。

　昔は、生死のやりとりが日常だった。

　争いは、国の内外にたくさん転がっていた。

　食べるために殺し、食べられないために殺す。そんな自然界の〝当たり前〟が、国の内外でも〝当たり前〟だった。

　強固でなければ、生きていけない時代があった。

　仲間と固くつながっていなければ、たちまち他国に攻め滅ぼされるような時代があった。

　ハンサムとレオは、そんな時代を生き抜いてきた。

　争いが争いを呼び。憎悪が憎悪を育て。死の意味さえも曖あい昧まいな時代。

〝戦乱〟というひと言では言い尽くせない、ドロドロとした、それでいて激しすぎるほど激しく、純粋すぎるほど純粋に〝生〟とむき合うことができる時代だった。

　そしていま、国は平和になった。

　戦争に勝利したから。他国の富をむしり盗とったから。国外にひしめき合っていた様々な勢力を、力でねじ伏せたから。

　巨大な国とは、そうやってつくられる。

　国の地盤を整えたあとも、休息など許されない。内外の敵を速やかに排除しつつ、体制を維持していかなければならないからだ。

　だから、ときには気の進まないこともやらなければならない。汚れたことだって……。

　ハンサムとレオの共通した認識である。

　だが今回だけは……。

　心から愛する娘たちも、同じ理由で闘っている。

　だから……。

　ハンサムとレオは、激突を繰り返した。

　いきつく先のことなど、いまはもう考えていない。この闘いが結末を迎えた瞬間、自らの肉体に魂が残っているのかどうかさえも。

　ふたりはただただ、昔の感覚をとり戻していく自分自身とむかい合いながら、闘いを続けた。

　お互い、いつの日か闘ってみたいと思っていた相手と、いま、損得を捨て、気力と魔力と拳こぶしを本気でぶつけ合うことができている。

　闘いの中で心から笑うことができたのは、ふたりとも久しぶりだった。





六章　一〇年後に







　スキュースは、なぎ倒した騎士たちを見回した。命の炎を吹き消された者は、ひとりもいないようだ。

　九人の妹たちは、だれひとり傷を負っていない。

　フォンターナの姉妹以外に、この中庭に立っているのはスワンだけ。

　彼女はいま、悔しそうに顔を歪ゆがめている。整った顔なのに……、もったいない。

　スキュースの左右にいるカカとリイザが、そんな第一王女へ静かな視線を送っている。

　他の妹たちは、上の三人が動かないため、思い思いに中庭をうろついている。

　マグナが、倒れた騎士たちの足をひとりずつ蹴けって回ってる。言葉づかいは乱暴な子だが、根がやさしいから、大おお怪け我がをしている者がいないかどうか調べているのだろう。

　ホライズンが、芝生の上に座ってぼんやりと星を見あげている。放ほうっておけば、そのまま両手両足を投げ出して寝てしまうに違いない。

　ロコが、革袋を逆さにして小刻みに振りながら、寂しそうな顔をしている。戦いの最中もずっと飲んでいたから、なくなるのは自然な流れだ。

　デモティが、倒れた騎士を数えながら両手の指を折っている。倒した人数をあらためて確認しているのだろうが、いつも適当にやっているから正確な数字を出せるはずがない。

　ピアが、花壇の隅に座って竪たて琴ごとを弾ひいている。

「叩たたいたねぇ♪　叩いたねぇ♪　ポコポコ叩いたねぇ♪　叩かれたら嫌だよねぇ♪　わたしポコる人ぉ♪　あなたポコられる人ぉ♪　ごめんなさいねぇ♪　痛かったよねぇ♪」

　テンペランスが、杖つえの先から離れたウサギといっしょに中庭を歩き回っている。ペットを散歩させているのだろうか？

　アースが、落ちている剣をきちんと鞘さやに戻してやっている。紋章入りの剣は、王族を守護する騎士たちにとって、命よりも大切なものだ。

　スキュースは、妹たちの動きを意識の中に捉とらえつつ、スワンに目をむけた。

「妹たちには、できるだけ手加減するように言っておいたけど……騎士たちの自尊心を傷つけてしまったことは確かだから、先に謝っておくわ。ごめんなさいね」

　スワンが、キッと目を尖とがらせた。

「フォンターナが謀反を起こす日がくるなんて、どんなに優れた予見術師にも視み通とおすことはできなかったでしょう」

「謀反なんて大おお袈げ裟さね。ちょっとした意見の食い違いでしょ？」

「意見の食い違いで、わたしの大切な騎士たちが苦しむなんて、そんなことがあってはならないでしょう！」

「日頃の訓練不足がわかったでしょ？　考えようによっては、よかったんじゃない？」

「ちっともよくないでしょう！」

「そんなに怒らないで。欲しいモノを手に入れたらすぐに帰るから」

　スワンの目が鋭さを増した。

「スキュが〝原初の宝玉クリエイト・ストーン〟を狙ねらっていることは、こちらもわかってるでしょう。絶対に渡すわけにはいかないでしょう」

「すぐに返すわ」

「界間橋レインボーを開いて、キュートを人間界へ逃がす気でしょう。そうはさせないでしょう。どんなに可哀かわい相そうでも、キュートには封印城へ戻ってもらうでしょう」

「キュートを監禁する理由は、すぐになくなるわ」

「どういう意味でしょう？」

「ツェビィ復活！」

　テンペランスがいきなり、いつもより少しばかり大きな声を出した。

　スワンの右みぎ眉まゆが、ピクッと動く。

「テンピィ、お口を閉じてなさい！」

　リイザが、テンペランスに駆け寄っていく。

　それでもテンペランスは、先端にウサギを戻した杖つえを頭上に掲げ、

「ツェデュヴィーラ復活！」

　さらに声を大きくした。

「テンピィ、悪い子ね！　お尻しりペンペンするわよ！」

「むぅ、鬼神のごとき脅し文句」

　テンペランスがようやく、自らの唇にウサギの後頭部を押しつけ、黙り込んだ。

　だが、もう遅い。スワンの耳に入ってしまった。

　彼女が、震える指先をスキュースにむけた。

「スキュは、自分が、なにをやろうとしているのか、ぜんぜんわかってないでしょう！　ツェデュヴィーラを復活させるなんて、考えるだけでもおぞましいことでしょう！」

　お堅いスワン。

　幼い頃はよく笑っていたスワン。

　自分に正面から文句を言ってくれる、たったひとりの親友………、スワン。

　スキュースは、憤ふん怒ぬに染まったスワンの瞳ひとみを静かにうけとめた。

　三秒ほど視線をぶつけ合う。

　スッと目をそらしたスワンが、スキュースたちに背をむけて歩き出した。彼女が進む先には、中央塔がそびえ立っている。

　スキュースは、北塔へチラッと目を投げたあと、スワンの背を追った。

　キュートたちが『原初の宝玉クリエイト・ストーン』を見つけ出し、春日かすが理り刀とが開かい闢びやく竜の力を得るまで、この城の主から目を離すわけにはいかない。

「気を抜かないで」

　スキュースは、カカとリイザに声をかけた。

　うなずく二女と三女のうしろから、他の妹たちもついてくる。

「テンピィ、ツェデュヴィーラのことはナイショだって言ったでしょ？」

　ほんのわずかに目をきつくしたリイザが、歩きながらテンペランスの耳を引っ張った。

「やめておくれ。某それがしの耳がポロッてなるから、速やかにやめておくれ」

「反省してるの？」

「強制された反省は、誠の反省にあらず。反省の極意を得んためにも、某の耳を……」

「テンピィ、反省、してる？」

「むぅ」

「アハハハッ、テン姉、涙目になってるぅ」

「アティ、笑っちゃダメでしょ！」

「はい。ぷっ、テン姉、耳が赤くなってるよ」

　こんなときでさえ、緊張感のない妹たちである。


　　　★★★



「なるほど、カイビャク様は、混こん沌とんと原初のバランスをとりたいわけですね？」

　理刀の説明を聞いたクリストが、細いアゴ先に拳こぶしを当てた。

　小さな女の子のままだから、石竜のときのような威圧感がすっかり消え、なんだか話しやすい。

　キュートも、どこか肩の力を抜いた様子でクリストとむかい合っている。

　百もも香かの態度は、相手が石竜でも同年代の女の子でも、まったく違いはない。

　理刀は急せく気持ちを抑えながら、言った。

「とにかく、原初の力を引っ張り出したいんだよ。クリストの助けを借りて、さ」

「カイビャク様が……ポクの力を借りたいだなんて……」

　クリストが、大きな目をパチパチと瞬またたかせた。

　百香がすかさず、

「クーちゃんの力が必要なの！」

　胸の前で拳を握った。

「ヴォハ。モモカもポクの力が必要なのかい？」

「わたしじゃなくて、春日さん……カイビャク様に必要なの！　クーちゃんががんばってくれたら、すご～く助かるんだよ！」

「すご～く助かるのかい？　ヴォハハハ、カイビャク様をお助けするなんて……このポクが？　ヴォハハハ、どうしよう。上流竜属界ハイソサエテイでの知名度が跳ねあがっちゃうよ。ヴォハハ。カイビャク様をお助けしたなんて、ヴォハ、あ、鼻血が出そう……」

　顔を赤くしたクリストが、右手で鼻を押さえた。石竜にとって、〝開かい闢びやく竜の手助けをする〟という行為は、鼻血が出そうになるほど興奮することのようだ。

　キュートが、クリストの背をポンポンと叩たたいた。

「鼻血は後回しにして、いますぐ理り刀との、ぁ～、カイビャク様の中で眠ってる原初の力を叩たたき起おこしてよ」

　クリストが、キュートへチラッと目を投げたあと、すぐに理刀へ視線を移した。

「ポク的には、アンバランスだからこそ、ヴォハ、カイビャク様の魅力が引き立っていると思うのですが。ヴォハハ、いろいろ欠けているからこそ、ヴォハ、そこに竜的な魅力があるのではないでしょうか？　ヴォハハハ、カイビャク様はいまのままでも、十分、その、まぁ、す、素敵ですから。ヴォハ」

　頰ほおを紅あかく染めたクリストが、黒髪をガシガシと搔かいた。なんだか照れているようだ。

　しゃべり方が、外見の可愛かわいらしさとズレまくっている石竜を、キュートがジト～ッとした目で見ている。

　百もも香かが、ちょっと困ったような顔で腕を組んだ。

　微妙な空気が漂っている気が……。

　理刀は、コホンと咳せき払ばらいをしたあと、

「素敵だと言ってもらえるのは嬉うれしいけど、急いでるんだ。できるだけ早くしてもらえたら助かるんだけど……」

　クリストに笑いかけた。

「ヴォハ、カイビャク様の頼みとあっては、断るわけにはいきません。お、お手を拝借してもよろしいでしょうか？」

　クリストが、とても石竜とは思えないぷくぷくとした小さな両手を差し出してきたから、理刀は反射的にそれをつかんだ。ぷにぷにとした感触は、なんだか気持ちいい。

「これでいい？」

「ヴォハ、け、結構です。それでは……」

　頰だけでなく、額ひたいや耳まで紅くしたクリストが、目を閉じた。

　いよいよ原初の力を引き出してもらえるのだ。そう思うと、なんだかドキドキしてきた。

　すぐ横で、ジトッと半眼になったキュートが、なんだかちょっと怖かったけど。


　　　★★★



　スピードウェイ専属の騎士団員たちと闘った中庭から、五分ほど歩いた。

　スワンが足をとめた場所は、中央塔を見あげることのできる空き地だった。

　数すうヶか月げつ前にこの城を訪ねたとき、ここには飛竜用の竜舎があった。スキュースは、そのことをしっかりと覚えていた。

　だがいまは、飛竜の鳴き声や臭においが竜舎ごときれいに消えている。固くならされた地面には、その名な残ごりさえない。

　どうして？　罠わな？

　先ほどの中庭より幾分狭い。空き地の周りをぐるりと囲むように、人間界のニッポン国から贈られたサクラの木が植えられている。花の見頃は、もう間もなくだ。

　スワンが、スキュースたちにむき直った。

　距離は一〇メートルほど。ひと息で一撃を加えることのできる間合いだ。天系能力をつかえない彼女に、拳こぶしを放つ必要はないけれど……。

　七色の前髪を搔かきあげ、スワンが言った。

「ここで勝負をつけましょう」

　どうやって？

　スキュースは、周りへ気を配った。

　夜空に輝く星たち。

　竜舎だった空き地。

　四方に植えられたサクラの木。

　左前方に見える中央塔。

　右手のずっと先に見えている北塔。

　探知術式をつかえないため、目で見て探るしかない。気配も、〝木々がつくる闇やみの中になにかが潜んでいる〟といった程度にしか感じることができない。

「いるな」

　カカも気づいてる。

「どうする気かしら？」

　リイザが、頰ほおに手を当てて首を傾かしげている。

　他の妹たちも、周囲を注意深く見回している。どのような罠を用意されていても、即座に迎え撃てるように。

　スワンを、妹たちを、空き地を、サクラの木々の奥を意識の中に捉とらえたまま、スキュースは細い息を吐き出した。

　もうひと暴れしてもいい。このままにらみ合いを続けてもいい。

　自分たちは、キュートと春日かすが理り刀とが『原初の宝玉クリエイト・ストーン』をさがし出すまで、時間稼ぎをすればいいだけなのだから。

「スキュ、最後にもう一度だけ言いたいでしょう。いますぐ考えをあらためて、キュートを封印城へ連れていったほうがいいでしょう」

　言ってるスワンも、通じないと思っているのだろう。声にいつもの強さと勢いがない。

「あの子は、フォンターナの宝物すえつこよ」

　スキュースのこたえに、スワンが下唇を嚙かみしめた。

　カカが、三女リイザにむかって右のてのひらをあげた。

　リイザが、二カ女カの手に自らの右手をパンッ、と打ちつけた。

　マグナが、ホライズンとロコの腰にそれぞれ手を回し、嬉うれしそうに引き寄せた。

　デモティが、星空に高々と右みぎ拳こぶしを突きあげた。

　ピアが、ポロロロンと竪たて琴ごとを爪つま弾びいた。

　テンペランスが、杖つえから離れたウサギとならんでスキップを始めた。

　アースも、ゆれるウサギの尻尾しつぽとリズムを合わせるようにして跳ねている。

「しかたないでしょう。そういうことなら、残る手段は……」

　スワンが、懐から短剣をとり出した。ビョルンストライドの紋章入りだ。

「？」

　なにをする気だろう？　特別な魔道具ではなさそうだけど……。

　紋章入りでも、どんなに鋭くても、しょせんはただの短剣だ。フォンターナの一〇傑に名を連ねる娘たちには、ひと筋の傷もつけることはできない。

　スワンの技量では、たとえ死にもの狂いで振り回したとしても、あっさりと奪いとられるのがオチである。彼女自身も、わかっているはずだ。

「ツェデュヴィーラの封印が解ければ、また大きな戦が始まるでしょう。そうなれば、多くの民が命を失うでしょう。そんな悲劇を見るくらいなら、わたしは……」

　スワンが、両手で短剣の柄つかを握りしめた。

　刃先を、自分のほうへむけて……。

「っ!?」

　スキュースは地面をえぐるように蹴けりつけ、スワンとの距離を瞬時につめた。

　させないっ！

　彼女の手から、短剣を打ち払う。

　紋章入りの品を地に落とす、という無礼はこの際目をつむってもらおう。

「スー、あなたは第一王女なのよ？　その自覚を……」

「わたしが自害しようとすれば、スキュ、あなたなら、きっととめてくれると思っていたでしょう。あなたなら、きっと……」

　スワンが、スキュースに抱きついてきた。頰ほおを寄せ、耳もとでささやくように言葉を続ける。

「わたしも、キュートのことは悪いと思っているでしょう。でも、わたしには国を守る義務があるでしょう。だから、いっしょに……」

　スキュースは、両足に強い痺しびれが走るのを感じた。

　しまった!?


　　　★★★



　リイザ・フォンターナは、咄とつ嗟さに動いた。

　スキュースとスワン姫が体を接触させた直後、彼女たちを中心に光がひろがった。

　魔法陣!?　危険!!

　意識がそう判断したときにはもう、右足が地に縛られていた。

　封印系!?

　脳内でその情報を処理するよりも先に、自由な左足をすべらせながら体を反転させ、後ろにいたテンペランスを右手で、アースを左手で突き飛ばした。力の限り、肉と骨を砕かんばかりの勢いで。

　九女のテンペランスと一〇女のアースが相手だから、それができた。それに、これほどの力でも、魔法陣から逃れることができるかどうか……。

「あぅ！」

「ひゃ！」

　テンペランスとアースのふたりが、魔法陣の外へ転がり出ていく。

　忌まわしい呪縛根ねにつかまる直前で、彼女たちを助けることができたようだ。が、他の妹たちはみんな捕縛されてしまった。

　魔法陣の中心部にいるスキュースは、すでに腰まで呪縛根に囚とらわれている。

「スワン姫は、ご自分を囮おとりにしてまで……」

　カカのこめかみから頰ほおにかけて、ひと筋の汗が流れ落ちた。

「こりゃあ、かなりヤベぇ封印陣だな」

　膝ひざまで呪縛根に這はいのぼられたマグナが、チッと舌打ちした。

　四女の言う通り、この魔法陣から脱出するのは不可能に近い。

　他の妹たちも、もう……。

　周囲に身を潜めていた連中が、木々の陰から姿を現した。数は三〇ほど。

　全員が、闇やみに溶け込むかのような濃い紫のローブに身を包んでいる。ひと目で、スピードウェイの魔術師団だとわかった。間違いなく、この魔法陣の制作者たちだ。

　一流の魔術師たちが、集団でひとつの魔法陣に魔力を注ぎ込めば、かなり上質なものができあがる。それでも、ここにいる姉妹全員の魔力をいっせいに爆発させれば、簡単に破壊できるだろう。

　でも、｛傀儡回しプレイヤー｝の領域内では……。


　　　★★★



　黒くろ媛ひめは、北塔の入口前で片膝をついた。

『鏡鳥カチューシャ』のつかいすぎで、足に力が入らなくなったのだ。

　視界が歪ゆがみ、世界の色が薄くなる。

　気づいたら、石畳に右手をついていた。

「黒くろ媛ひめっ!?」

　巴ともえが、すかさず体を支えてくれた。

　彼女の声が、耳の中でボワボワとひろがった。

　自分は、いま、仲間の足を引っ張っているのか？｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝が、足手まといに？

　黒媛は、震える両足に力を込めた。

　倒れてなんかいられない。ここを突破されたら、理り刀とたちが……。

　理刀を守る。キュートを守る。スイートを守る。仲間を守る。守り抜いてみせる！

　気を抜くと霧散してしまいそうになる意識を、黒媛は懸命につなぎとめた。

　どんどん集まってくる兵士たちの姿が、ぼんやりと視みえている。

　巴の肩を借り、黒媛は再び立ちあがった。

「巴、集中を途切れさせるな」

「ええ、いまが踏ん張りどきだもの」

「ここを通したら、理刀たちが……」

「通さないわ。絶対に………通さない」

　黒媛と巴は、互いを支え合うようにして立ち、迫りくる兵士たちにむき直った。

　鏡鳥で動きをとめ、竜属霊たちで攻撃を加える。その繰り返しだ。

　弓矢で鏡鳥を狙ねらう兵士もいるが、そう簡単には当たらない。

　それでも、体の力がどんどん抜けていき……。めまいと吐き気もしてきて……。鏡鳥の視界を保てなくなってゆき……。飛ひ翔しようのスピードにもついていけなくなって……。

　ここで、倒れたくない。

　ここで、自分に負けたくない。

　ここで、巴をひとりにしたくない。

「黒媛、わたくしに寄りかかって下さい」

　不意に、後ろからスイートの声が聞こえてきた。途端、体が軽くなる。

　北塔から出てきたスイートが、黒媛の腰をしっかりと抱き、体のゆれをピタリととめてくれたのだ。

「スイート、どうして……」

「理刀たちは、塔の上へいきました。わたくしは、無礼な兵を叱りつけるのに手間どってしまいましたので……黒媛や美み々み津つさんのお手伝いができたら、と外へ出てきましたの」

「助かる」

「この状況では、フラフラのあなたを支えてあげることしかできませんが……」

　黒媛は立つのをやめた。両足から力を抜き、体の軸をスイートに委ゆだねる。

「スイート、よろしく、な」

　支えてくれる彼女に感謝しながら、鏡鳥と同調することに集中した。

「最後まで、おつき合いさせていただきますわ」

　すぐに巴ともえが、黒くろ媛ひめから体を離した。

「スイート………黒媛を、頼んだわね」

　言いながら、その場にゆるゆると座り込む。

「とも、え？」

「ふふ、大丈夫だから。座ってたほうが……楽なだけ」

　ぺちゃりと石畳に座ったまま、巴は竜属霊たちに強い視線を注ぎ続けている。

　巴も、さすがに疲労を隠しきれなくなったらしい。

　黒媛は目を閉じ、完全に鏡鳥と視界を同調させた。これで、わずかに世界の色が甦よみがえる。

　視みた。

　スピードウェイ城の警備兵たちはみな、屈強な男たちばかりだ。竜属霊に恐おそれをなしている者などひとりもいない。数も多い。

　一方、竜属霊たちの動きが徐々に鈍くなっていくのがわかった。

　一対一の腕力勝負なら、竜属霊が兵士を圧倒できるだろう。しかし、兵士の数は増え続けるばかりだし、彼らの手には武器が握られている。しかも、炎をまとったり、電光が飛び散るような剣を振るっている者がちらほら視えるから……。

　特にそんな武器を振り回している兵を狙ねらって、黒媛は時間をとめ続けた。

　ひゅん。

「ぁっ!?」

　なにかが、勢いよく鏡鳥をかすめた。怖おぞ気けが、首筋にひろがった。

　考えなくても、矢であることはわかっている。

　落ち着け。射手はどこにいる？

　空から視下ろし、黒媛は背に冷たいなにかがひろがるのを感じた。

　北塔に最も近い城壁の上に、弓を携えた兵たちが集まっている。数は五〇人ほど。彼らが背負った矢筒には、大量の矢がぎっしりと入っているのが視えた。

　北塔の入口付近から城壁までは、距離にしておよそ二〇メートル。

　この距離から、いっせいに矢を射かけられたら……。

　鏡鳥でも、竜属霊でも、すべてを防ぐことはできない。

　北塔を背にした黒媛たちは、竜属霊たちがつくっている半円の中にいる。兵士たちは、だれひとり竜属霊たちがつくっている分厚い壁を破ることができていない。

　だからこそ、射手は遠慮なく狙いを定めることができるのだ。仲間に当たるかもしれない、という心配をしなくていいから。

　黒くろ媛ひめは、すぐに結論を出した。

　北塔の中へ。

　目を開け、叫んだ。

　巴ともえ、スイート、北塔の中へ逃げ込め！　急げっ！　矢が飛んでくる！

「ぅ、ぁ……」

　声が出ない。

　意識の中から、鏡鳥の視界が消えていく。

　舌が、ノドが、思い通りに動かない。動いてくれない。〝逃げろ〟のひと言さえ吐き出すことができない。腕も、足も、震えるばかりで……。

　そんな……。

　巴、スイート、逃げ、ろ。

　彼女たちは、城壁の上に配置された射手の存在に気づいていない。

「か、は、ぁ、ぁ………っ！」

　逃げろっ！


　　　★★★



｛傀儡回しプレイヤー｝の魔力領域内で封印用の魔法陣が作動してしまえば、もうだれにもとめられない。

　その触手で絡めとった者を不ふ壊えの次元牢ろうへ引きずり込むため、魔法陣が呪鎖の光を夜空にむかって放ち続けている。

　そんな光の中で、スキュースは自分に抱きついたまま離れようとしないスワンにささやいた。

「このまま封印されたいの？」

「絶対にあなたを逃がさないでしょう」

「首まで呪縛根ねがのぼってきてるから、もう逃げられないわ」

「最後のそのときまで、気を抜きたくはないでしょう」

　スキュースは、スワンの想おもいを理解していた。

　ビョルンストライド王国の第一王女は、最初からフォンターナの一〇傑を道連れにするつもりだったのだ。

　彼女はきっと、スキュースたちが封印城から末の妹を連れ去ったときから、こんな事態になることを選択肢のひとつとして考えていたのだろう。

　本当にスワン・ビョルンストライドらしい。

「スキュ、一〇年間、わたしもキュートにつき合いましょう。でも、あなたたちにもつき合ってもらうでしょう」

「こんな魔法陣まで準備して、スー、あなたって、本当にバカな子ね」

「他ひ人とにバカと言う人がバカでしょう」

「あなたは、ったく……」

　スワンが、ぐりぐりとスキュースの頰ほおに自分の頰を押しつけてきた。

「この魔法陣は、一〇年で魔力錠ロツクが解除されるようにつくられているでしょう。言いたいことがあるなら、そのときにたっぷり聞いてあげるでしょう。わたしは、あなたといっしょなら、一〇年くらい平気でしょう……………スキュ、わたしは、本当に、心の底から申し訳ないと思っているでしょう。許してほしいでしょう」

　頰に冷たいモノが触れた。

「ったく……うちの妹たちより、ずっと世話の焼ける子ね」

　泣いている親友のおでこに、スキュースはコツッと自分の額ひたいをぶつけた。


　　　★★★



　リイザは、魔法陣の外に立つテンペランスとアースにむかって、笑顔を絞り出した。

　周りには魔術師団の連中がいるものの、このふたりなら無人の地をゆくように城から出ていけるだろう。

　だから心配はしていない。

「テンピィ、アティ、もう時間がないわ。よぉく聞きなさい」

「ラビッティーナが……」

　ぴょん、と跳ねたテンペランスが、魔法陣の中へ戻ってきた。

「キャ───ッ!?　テンピィ、な、なにを……」

　リイザは、思わず悲鳴をあげてしまった。

　ときどき突拍子もないことをする子だけど……、まさかこの状況で……。

　テンペランスが、リイザの足もとに落ちていたウサギつきの杖つえを素早く拾いあげた。そのときにはもう、彼女の足首に呪縛根ねがからみついていて……。もう、突き飛ばしてあげることもできなくて……。

「テンピィ、あなた、なんてことをしたの!?」

　テンペランスが、杖を抱きしめた。とても大切なモノを扱うように。

「ラビッティーナは、リイ姉にプレゼントしてもらった日から、某それがしの大親友。いちばんの親友を見殺しにしてまで、某だけ助かりたくない」

「テンピィ……そんなことで……」

「そんなこと、の捉とらえ方は、個人によって異なるもの。某は某の道を往ゆく」

「この魔法陣が対魔族用だってことくらい、ひと目でわかるでしょ！　その杖には影響しないのよ？　だから、わたしたちが封印されたあとで回収すれば………いまさら言っても、もう、遅いけど……」

「むぅ」

　テンペランスが、唇を突き出したままうつむいた。

「この魔法陣は、一〇年で魔力錠ロツクが解除されるようにつくられているでしょう。言いたいことがあるなら、そのときにたっぷり聞いてあげるでしょう。わたしは、あなたといっしょなら、一〇年くらい平気でしょう……………スキュ、わたしは、本当に、心の底から申し訳ないと思っているでしょう。許してほしいでしょう」

　スワン姫の声が、耳に入ってくる。

　一〇年。

　キュートを封印城に監禁している間、邪魔になるフォンターナの一〇傑も封印しておこうというわけだ。

　いきなり、横に立つマグナが「アッハハハ」と笑い出した。

「リイ姉、わかってやれよ。テンピィは、あたいらといっしょにいたいんだよ」

「そのくらい、わかってる、わ」

　リイザは、たっぷりの愛情を込めてテンペランスをにらんだあと、あらためてアースに目をむけた。

　残った妹は、この子だけ……。

「アティ、これから一〇年間、あなたが妹たちを守りなさい。いいわね、最後の最後まで、キュートを守り抜きなさい！」

　アースが、大きな瞳ひとみからボロボロと涙をこぼし始めた。ふた桁けた台のトップとはいえ、まだまだ姉たちへの甘えが抜けきれていない。

　可愛かわいい可愛い、抱きしめてあげたいほど可愛い一〇女だ。

「やだよぉ、リイ姉たちがいなきゃ、わたし、やだよぉ。こんなの、やだぁ」

「アティ、ここでカッコつけなきゃフォンターナじゃねぇぞ！　おめぇ、｛烈なる皇神｝の名が泣くぞっ！」

　マグナが、厳しい声で一〇女への愛情を示した。

「リイ姉、マグ姉、わたし、わたしぃ」

　アースが、拳こぶしでゴシゴシと目もとをこすった。

「アティ………アース・フォンターナ！　背筋を伸ばしなさいっ！」

　リイザは声を張りあげた。

　すでに、呪縛根ねが首もとまで這はいのぼってきている。

　魔法陣に囚とらわれたあとは、五感を奪われ、霊感さえも抑え込まれ、体をゆっくりと霊子に分解されたあと、次元牢ろうで一〇年のときを過ごすことになる。その際の記憶も残らない。

　だから、意識を奪われた次の瞬間、もう一〇年が経たった、という経験をしなければならないのだ。

　その間、どうかキュートのことを……。

　アースが、体を折って泣き続けている。三女の言葉に従って、しゃんと背筋を伸ばそうとしない。

　のり越えなさいっ！

　リイザは、決して涙を流さなかった。震える唇の両端を精いっぱいつりあげた。泣かない。涙は絶対に流さない。アースに泣き顔なんか見せたくない。

　これから一〇年間、〝姉が泣いていた〟という記憶を一〇女に残したくないから。

　目の端で影が動いた、と思ったそのとき、

「姫様っ、お供いたしますっ！」

「アティ!?」

「きゃっ!?」

　アースの腰に、男が勢いよくぶつかってきた。そしてそのまま、いっしょに魔法陣の中へ転がり込んでくる。

　そんな……。

　間を置くことなく、木々のむこうから数人の男たちが駆け出してきた。星明かりを浴びた鎧よろいや剣が、ガチャガチャと音を立てている。

　数人の騎士が意識をとり戻し、スワンのもとへやってきたのだ。

　アースを道連れにした男は、鎧を脱ぎ捨てていた。背後から近づく際、音を消したかったのだろう。

「きてはいけないでしょう！」

　リイザの後ろから、ノドを引きつらせたようなスワンの声が聞こえてきた。

　それでも、騎士たちの足はとまらない。

「それ以上、近づいてはいけないでしょう！　あなたたちまで、王家と公こう爵しやく家けの争いにつき合う必要はないでしょう！　くるなと言って……」

　騎士たちが、ひとり、またひとりと魔法陣の中へ足を踏み入れてくる。

「姫君が赴かれるなら、我々はどこまでもお供いたします」

　騎士のひとりが頭を垂れた。他の騎士たちも彼に倣い、そろって頭を下げる。

「わたしの命令を聞かなかった罰は、一〇年後に与えましょう……………でも、その頃にはきっと忘れているでしょう。覚えているのは、あなたたちの忠誠だけでしょう」

　スワンの言葉に、騎士たちの頭がさらに低くなった。

「ったくよぉ。結局アティもいっしょかよ。まぁ、悪かないけど、さ」

　マグナが、ニヤッと図太い笑みをもらした。

「エヘヘへ。いっしょだね。あ～、お腹なか減ったなぁ。ここ出たら、またみんなで〝いただきます〟しようね」

　アースが涙目で笑いながら、そばの騎士をポカッと殴りつけた。

　ホライズンが、ロコが、デモティが、ピアが、顔を見合わせ微笑ほほえみ合っている。

　リイザの隣で、カカがつぶやいた。

「みんな、それじゃあ一〇年後に、な」


　　　★★★



　クリストと手をつないだまま、理り刀とは夢ゆめ現うつつの中を彷徨さまよった。

　この世に生を享受うけたとき、自分はなにを考えていたのだろう。なにを叫んだのだろう。なにを求めていたのだろう。きょう、このときまで、どうやって成長してきたのだろう。その過程でなにを得て、なにを失ってきたのだろう。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力に気づかないまま、ずっと暮らしていた。

　能力者になることを夢見て、違う方法で、違う方向へ全力疾走していた。

『創造される万象クリエイテイブ・コスモ』の能力に気づかないまま、ずっと生きてきた。

　その力をいま、クリストに助けてもらって引っ張り出そうとしている。

　考えた。なにをするべきなのか、と。目を閉じ、闇やみの中に意識を漂わせながら、ぷにぷにとしたクリストの手だけを感じながら、考えた。

　開かい闢びやく竜の能力を得たあと、なにをするべきなのか、と。

「……………………………………………………………………………………………………」

　こたえは、たぶん、ずっと昔からもっている。

　自分は……。




「カイビャク様、いかがですか？　ヴォハ。ポクの精神力、五年分くらい削れちゃいましたけど。ヴォハハ。どうにかこうにか、混こん沌とんと原初のバランスをとってみました。ヴォハハハハ。一時間もすればもとに戻っちゃいますけど」

　クリストの声で、理刀はようやく目を開けた。

　キュートと百もも香かが、クリストの左右から理刀の顔を見あげている。

「ん？　ん？」

　理刀は首を傾かしげた。

　なにも変わってないような……。『混沌とした実在』の能力も、実感しながらつかってたわけじゃないし……。

　キュートが、理刀に身を寄せてきた。

「とにかく、土筆つくしを呼びましょ」

　彼女と手をつなぐなり、鮮紅色のロングヘアが目の前で大きくひろがった。

「ふむ。む。む。見事だ。始祖と原初がこれほどまでに美しくつり合おうておれば、なにも問題はない」

　土筆が、切れ長の目を細めた。なにやら、えらく感動している様子だ。

「ヴォッ!?　ハァァァァァッ!?　こ、こぉぉ、この紅珠玉ひとってぇぇ、ちょほぉぉぉぉぉ、カカ、カイビャク様っ、よよ、よろしいのですか？」

　現れた土筆つくしを見るなり、クリストが唇をぷるぷると震わせ始めた。

「いいって、なにが？」

「ササ、サウロリュース並みの魔力、なんですよ？　そ、それなのに、カイビャク様のお力で、さらに魔力を、大きくしてやる、なんて……ヴォハ」

「クーちゃん、〝さうろりゅーす〟って？」

　百もも香かが、きょとんとした顔でクリストと土筆を交互に見ている。

　彼女の疑問にこたえたのは、キュートだった。

「サウロリュースってのはね、ビョルンストライド王国ができたばっかりの頃、むちゃくちゃに暴れ回った悪い竜なの。すっごく強くて凶暴な竜だったんだけど、最後は王国軍にやられて、キバ姫の中に封印されたわ。あ、キバ姫ってのはササラ姫の遠いご先祖様よ」

「へぇ～、土筆さんって、そんな怖い竜と互角ってことなんですね。なんかすごそう」

「モ、モモカ、すす、すぅ、すごいってレベルじゃないヴォハァァァ………あ、ぅ、ちょっと、気分が悪くなってきましたので、ポク、しばらく休みますね。けっこう疲れましたし………五年くらい寝ようと思ってますので、お、起こさないで下さいね」

　額ひたいを押さえたクリストが、よろよろとソファに歩み寄り、その上にころんと転がった。そしてまた、黒髪で細い体を包み込むようにして丸くなった。

　開かい闢びやく竜の力を借りた土筆を視みて、かなりショックをうけたらしい。

　開闢竜の能力をもった本人には、まるでピンとこないけど……。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』と『創造される万象クリエイテイブ・コスモ』のバランスがとれた力なんて、まだまだ実感できるはずもない。そもそも、実感できる日などくるのだろうか。

　ソファの上で動かなくなったクリストを横目に、キュートが肩をすくめた。

「とにかくこれで、土筆の封印を解くことができるってわけね？」

「いや、まだ封印は解けぬ」

「きゅ？　どうしてなの？」

「そのときがくればわかる。すぐだ。我は、もうすぐ封印から解放される。そうなれば、キュートも封印城へ戻らなくてもよくなるぞ」

　土筆の笑みは、女王としての包容力に満ちたものだった。

　キュートが、つられて笑みを浮かべた。

　モモカも、ニパッと笑っている。

　理り刀とは、痛がらせない程度にキュートの手を握りしめた。

「みんなを助けにいこう！」





七章　さよなら







　逃げろっ！

　黒くろ媛ひめの叫びは、空気を震わせることができなかった。

　あ……。

　無慈悲な矢が、城壁からいっせいに放たれる。

　巴ともえとスイートは、まだ気づいていない。目の前の戦闘に集中している。

　時間をとめろっ！　力を振り絞れっ！　いまだっ！　いまやらないと一生後悔するっ！

　お前は｛蛇髪女の眼メドウーサ・アイ｝だっ！

　黒媛は、カラカラに乾いた布からたった一滴の水を絞り出そうとするかのように、気力をギリギリまで引き絞った。

　とまれぇぇぇっ！

　世界が回転した。

　口の中に苦いものがひろがった。

　全身の肌が、凍りついたように冷たくなった。

　矢は…………………………………………………………………………、とまらなかった。

　ごめん。

　巴とスイートを抱きしめることもできないまま、黒媛は絶望の影に身を震わせた。

　そのとき、

「ぁ」

　視界が火花に包まれた。

　いや、火花のように鮮やかな紅色の長髪が、黒媛たちの前に現れたのだ。

　数えきれないほどの矢が、瞬時に蒸発した。

「みんな大丈夫!?」

　キュートの声が聞こえた。

「黒くろ姉ねえ様さまっ、しっかりしてっ！」

　百もも香かの可愛かわいい声も聞こえた。

　黒媛は、ぼやけていた目の焦点を合わせた。

　鮮紅色のロングヘア。

　銀色のツインテール。

　そして、理り刀との背中が見える。

「黒媛、巴ちゃん、スイート、ありがとう。あとは………任せて」

　肩越しに彼が笑顔をむけてくれた。

　心身ともに限界を超えていた、ということを思い出したように腰が砕けた。

　スイートが、しっかりと支えてくれた。

「黒くろ姉ねえ様さまっ、ゆっくり座って」

　百もも香かも助けてくれた。

　隣では、先に座っていた巴ともえが微笑ほほえんでいた。

「お疲れ様」

「巴も、な」

　ふたりで、理り刀ととキュートと土筆つくしの背を見あげた。

　土筆が、右のてのひらをそっと前へむけた。

　それだけだった。たったそれだけの動きで、巴が召喚した竜属霊がすべて消し飛んだ。

　剣を振りあげていた兵士たちも、全員でタイミングを合わせたように、その場に倒れ伏してしまった。城壁の上にいた兵たちも、ひとり残らずくずおれた。

「キュートの友人たちは、ここで休んでおれ」

　鮮紅色の長髪がゆれた、と思ったときにはもう、土筆の姿が消えていた。理刀とキュートの姿も同時に。

　スイートが、ふっと息を吐いた。

「ササラ姫のお力が影響しないなんて、もはや最強ですわね」

　巴が、嬉うれしそうに目もとをゆるめた。

「理刀くん、開かい闢びやく竜の力まで身につけちゃったら、人間界で大騒ぎになるんじゃないかしら？」

「でも、一時間くらいでもとに戻っちゃうみたいだよ。クーちゃんがそんなこと言ってたもん」

「まだまだ、修行が、必要、ということだ、な」

　黒くろ媛ひめは、百香の腕にしがみつくようにして、足に力を入れた。

「黒姉様、休んでなきゃダメだよぉ」

「百香さんの仰おつしやる通りですわ。動かないほうが……」

　右手で百香、左手でスイートの腕をつかみ、黒媛は全身を震わせながら、それでも立ちあがった。

　歩いて、理刀たちのところへ。

「友だちが、闘って、る。せめて、そばに……」

「ふふ、そうね。理刀くんとキュートのところへ、みんなでいきましょ」

　ふらつきながら、巴も立ちあがった。

「いこ、ぅ」

　黒媛は、声と、笑みと、歩く力を体の中から絞り出した。


　　　★★★



　スキュースは、末っ妹このことを想おもった。

　母親が人間であるため、微々たる魔力しかもたずに生まれた子。華きや奢しやなその体に｛奇跡の血｝をもっていたため、ツェデュヴィーラを封じ込める器うつわに選ばれてしまった子。

　可哀かわい相そうな、愛いとしい子

　運命なら、うけ入れるより他に道はない。ずっとそう思ってきた。フォンターナ公こう爵しやく家けの長女として、王家が下した決定に表面では従っていなければならなかった。

　キュートには、つらいことばかりを押しつけてきた。そして、これから先も……。

　足から這はいのぼってきた呪縛根ねは、もう額ひたいまでのぼってきている。もはや逃げることは不可能だ。

　霊子となり、一〇年間封印されたあと再びこの姿をとり戻したら、すぐに封印城へ跳躍とぼう。そして、成長したキュートを抱きしめるのだ。

　一〇年の孤独によって心を萎しおれさせた愛いとし子ごを、強く強く。

「スキュ姉」

　カカの声が聞こえた。

　なに？　と視線だけをひとつ下の妹へむける。

「封印される前に告白いっとくけど……『マキシマム・デッド』を暴走させたの、あぁ～、そのぅ、実は……」

　わかってたわ、とスキュースは目だけで微笑ほほえんだ。

　それが伝わったのだろう。カカが、

「やっぱバレてたかぁ……ハハ、ごめん。反省してる」

　ペロッと舌を出した。

　七年と二ヶか月げつ前のこと。

　湖畔の城で書きあげた魔導書『マキシマム・デッド』にかけていた防犯術式が、ちょっと目を離していた間に暴走したことがある。

　結果、お気に入りの城がひとつ消滅してしまった。

　おそらく、やったのはカカだろう。ずっとそう思っていた。様々な痕こん跡せきを見る限り、それ以外には考えられなかったから。

　だが、犯人さがしに興味はなかったから、放ほうっておいた。もちろん、時間と労力をかけた魔導書がダメになったのだから、沈んだ気持ちを快復させるのに手間どったけれど。

　それでも、また書けばいいだけだ。

『マキシマム・デッド』暴走のお陰というのも変な話だが、〝自分は魔導書を書くことが好きなのだ〟ということを再確認することができた。

　ソロ城内の魔導書がすべて読めなくなったという信じられないような大惨事も、『マキシマム・デッド』の経験があったからこそ、かろうじてうけ流すことができた。

　事象の捉とらえ方は、自らの考え方次第で千変万化する。

　だから、カカには怒っていない。

　このタイミングで告白してくる二女いもうとが、可愛かわいくさえ思えてくる。


　　　★★★



　リイザは、キュートがいるであろう北塔へ目をむけた。なんの動きもない。

　怖い思いをしていないだろうか？　泣いていないだろうか？　転んでケガなどしていないだろうか？　心配は尽きない。

　これから先の一〇年間は、心配してあげることもできないけど……。

　春日かすが理り刀とが開かい闢びやく竜の力を引き出し、ツェデュヴィーラの力を解放することができたとしても、この魔法陣をとめることはできないだろう。

　呪縛根ねがひろがりすぎているから。

　封印されたあとは、設定された時間が経過しない限り、絶対に外へ出ることはできない。無理に魔法陣を破壊すれば、霊子となって次元牢ろうに閉じ込められた自分たちは、永久に外へ出る扉を失ってしまう。

　キュートを見守ることも。心配することも。抱きしめることも。なにもかも一〇年後。

　リイザは北塔から視線を引ひき剝はがし、妹たちへむけた。












　マグナが、唇の端をつりあげた。

　ホライズンが、ぼんやりと星を見あげている。

「ほら、あれ、あの酒、なんつったっけ、人間界から、ゴルとパルがもってきてくれたあれ、えっと、〝バクダン・ハナタレ〟っ！　あれ、飲んどきゃよかったなぁ」

　ロコが、この期に及んで酒のことを考えている。

「この面子メンツで一〇年かぁ、いいんじゃない？」

　デモティも、リイザと同じようにひとりひとりの顔を見回している。

「音楽のない生活なんてぇ♪　イチゴのないぃ♪　イチゴケーキみたいなものよねぇ♪」

　ピアにとっては、音楽こそが生きる糧だ。

　テンペランスが、ウサギつきの杖つえを抱いたまま目を閉じている。背が低いから、呪縛根ねはもう九女の額ひたいまでのぼってきていて……。でも、彼女の小さな唇は、嬉うれしそうなかたちのまま固まっていて……。

　アースが、ニカッと長い犬歯を見せながら、リイザの目をうけとめてくれた。

　怯おびえている妹はひとりもいない。

　呪縛根が、目の下まで這はいのぼってきた。

　もうすぐ、妹たちの顔も見えなくなる。

　もうすぐ、体と心と魂が吞のみ込こまれる。

　もうすぐ、想おもうことさえできなくなる。

　キュート。一〇年後、いちばんにぎゅってしに跳躍とんでいくからね。

　最後にもう一度……、とリイザは北塔へ目をむけた。直後、

「………っ!?」

　すべてが弾はじけた。

　すべてが消し飛んだ。

　すべてが押し潰つぶされた。

　ふっ、と体が軽くなる。

　リイザは、咄とつ嗟さに動くことができなかった。

　自分を縛りつけ、一〇年限定の次元牢ろうに閉じ込めようとしていた忌々しい魔法陣が、信じられないほどあっさりと砕け散ったのに……………、動けない。

「は、あ、ぁ、……、……………ぁ」

　目に焼きついたのは、光り輝く紅。現れたツェデュヴィーラの魔力が、想像を絶するほど強くなっていることが一瞬でわかったから……………………………………、動けない。

｛傀儡回しプレイヤー｝の領域内であるにもかかわらず、魔力を使用している。

　しかも、フォンターナの一〇傑が力を合わせないと破壊できないレベルの魔法陣を、ほんのひとにらみで……、楽々と……。

　次元が違いすぎる。

　スワン姫が、スキュースが、カカが、驚きに言葉を失っている。

　マグナが、ホライズンが、ロコが、呆ほうけたように口を半開きにしている。

　デモティが、ピアが、目を見開いている。

　騎士たちや、周りの森から出てきた魔術師団の連中も、ツェデュヴィーラとスワン姫の間で視線をいったりきたりさせているだけで、なにかしらの行動に移ろうとする者はひとりもいない。

　ハッキリとした動きを見せたのは、テンペランスだけ。

　ウサギつきの杖つえを高々と頭上に掲げ、

「真打ち登場」

　ボソッとつぶやいた。

　続いてアースが、パッと笑みを咲かせた。

「リイ姉っ！　キュートだっ！　キュートがきてくれたっ！」

　一〇女の叫びでようやく、リイザは唇を動かすことができた。

「あぁ、キュート、キュート、お願い、わたしに、顔を見せて……」

　声を出したせいだろうか、心が震えた。気持ちがゆるみ、涙があふれてくる。

　ツェデュヴィーラの横に立ち、こちらに背をむけていた末っ妹こが、銀のツインテールをサッと横に払いながら、

「リイザお姉様、もう大丈夫だからね」

　振りむいてくれた。

　愛いとしい妹の顔が、涙に滲にじんでよく見えない。

　キュートと手をつないでいる春日かすが理り刀とが、用心深く周りを見回している。魔術師団を警戒しているのだろう。

　しかし、もう、なんの心配もいらない。

　ササラ姫の魔力領域内で魔力をつかえるツェデュヴィーラは、もはや神にも等しい存在なのだから。しかも、もともと強大だった魔力をさらに高めているのだ。

　ここから先、ツェデュヴィーラは己の望むままに……。


　　　★★★



　理刀は、ササラと同じ七色の髪をもつ女性に目を留めた。

　ショートカットの美しい人だ。ひと目で、ササラと姉妹であることがわかる。が、その目はいま、敵意を隠そうともせず尖とがりまくっていて……。

　キュートから、ビョルンストライド王国の第一王女、スワンだと聞いた。

　彼女がにらんでいるのは、キュートとならんで立っている土筆つくしだ。

　虹にじ色いろの髪をもつ、王国の第一王女。

　火花色の髪をもつ、亡国の女王。

　ふたりの女性が、視線をぶつけ合う。

　フォンターナのお姉様方は、だれひとり口を開こうとしない。周りで見ているだけだ。

　鎧よろいを着た男たちは、王国の騎士だろうか。彼らも動こうとしない。

　理り刀とたちから少し離れ、ぐるりと円をつくるようにして立っているローブを着た連中も、動きを見せない。

　みんなわかっているのだ。

　理刀とキュートが手をつないでいる限り、土筆つくしが無敵であることを。

　スワンが、土筆に歩み寄ってきた。そして、五メートルほど先で立ちどまる。

　真まっ直すぐな視線を決してそらすことなく、ほんのわずかに両手を開いた。

「積年の恨みを晴らすため、わたしの魂を気がすむまで切り刻めばいいでしょう」

「……………」

　土筆は、なんの言葉も返さない。ただ、静かにスワンの言葉を聞いているだけだ。

　いきなり、ガチャガチャガチャ、と鎧を擦こすり合わせながら騎士たちが動いた。

　土筆とスワンの間に飛び出し、その場で崩れるように膝ひざを折った彼らが、土筆にすがるような目をむけた。

「我々が前線で戦った」「ツェデュヴィーラの兵を殺したのは我らだ」「我らの魂を差し出そう」「どうか、姫君の魂だけは……」「貴女あなたの国民に直接手にかけたのは、我々なんだ。スワン姫は、だれの命も奪ってはいない。だから……」

「あなたたちは、黙らないといけないでしょう！」

　騎士たちを一喝したスワンが、さらに言葉を続けた。

「切り刻むのは、わたしの魂だけにしてほしいでしょう。どうしても気がすまないと言うのであれば、王族全員の魂を差し出してもかまわないでしょう。戦の責任は、前線で戦った兵にはないでしょう。上の者が、すべての責を負わなければならないでしょう。だから、王族以外の者には手を出さないでほしいでしょう。ツェデュヴィーラ、どうか、それだけは約束してほしいでしょう」

　スワンの潔さに、理刀は息を吞のんだ。

　キュートが、困ったようにスワンやお姉様方へ目をむけている。

　スキュースも、カカも、リイザも口を開こうとしない。他のお姉様方も、無言で土筆とスワンのやりとりを見守っているだけだ。

　土筆が、長い息を吐いた。

「ビョルンストライドの一ノ姫は、随分と頭が固いようだな。ふふ、そのような考え方は嫌いではない。だが我は、魂をなぶって愉悦に浸るような性癖はもち合わせておらん。悪いが、そなたの申し出はうけられぬ」

「では、ツェデュヴィーラ、貴女あなたが求めているものは、なんなのでしょう？」

　スワンが、身構えるような表情になった。

　ビョルンストライド王国の滅亡……、なんてことが頭をよぎっているのかもしれない。

「一ノ姫よ。我は、そなたたちにはなにも求めてはおらん。いまはただ、キュートの友人たちを人間界へ返してやりたいだけだ」

「なにも求めてはいないなんて……………信じられないでしょう」

「我らの未熟な心は、〝自分が信じたいこと〟しか信じようとせぬからな。無理に信じろとは言わぬ。だが、キュートの友人たちが人間界へ帰るのを邪魔するな」

　いまの土筆つくしがやることを、いったいだれが邪魔できるというのだろう。




　理り刀とがもっている開かい闢びやく竜の力は、もうすぐなくなってしまう。だから、いますぐ界間孔ゲートを開く。

　土筆がそう言うと、スワンや騎士たちが慌てた様子で距離をとった。

　それを見て、理刀は思った。

　界間孔を開くって、もしかして危ないことなの？

　キュートが、土筆を見あげた。

「界間孔を開くなんて、そんな無む茶ちやしなくてもクリストがいるでしょ。界間橋レインボーをまた固定してもらえばいいじゃない」

「気づかなかったのか？　あの竜は、もう眠りについてしまった。少なくともこの先、五年は目を覚まさぬだろうな」

「きゅっ!?　なにそれ、五年って……」

「開闢竜の力を整えるためには、それだけの力が必要だったというわけだ。あの竜は、本当によくやってくれた」

「でも、界間孔を開くなんて………危ないわ」

　キュートが、なんだか泣きそうな顔になっている。

　理刀は、疑問を口にした。

「危ないって、爆発したりとかするの？」

「界間孔を開くとね、すっごく魔力を消耗するの。開いた魔族の命を奪うくらいに、ね。しかも、通れるのはひとりがやっとよ。昔は、戦に負けたとき、王を逃がすために界間孔を開く役目の者がいたらしいけど……いまじゃだれもそんなことやらないわ」

「いまの我なら、キュートの友人全員を通すだけの界間孔を開けることができるぞ」

　土筆が、どこか自慢げに胸を張った。

「きゅっ、そんなことで威張らないでよ。開いたら、あなた、死ぬかもしれないのよ？」

　理刀はまた訊きいてみた。

「危険なら、お姉さんたちの力を借りるとか、できないかな？　みんなでやれば……」

「無理だな。界間孔ゲートを開ける術式は繊細極まりない。集団でひとつの孔を開け、それを固定し続けるためには、一〇年以上の鍛錬が必要になるだろう」

　土筆つくしが、なんの気負いも感じられない口調でこたえてくれた。

「きゅ～、でも、それじゃ土筆が……」

「気にするな。もし理り刀との力がのうなる前に界間孔を開かねば、どんなに短くとも五年は彼らを人間界へ帰してやれなくなる。そうなれば、キュートが苦しむであろ」

「あたしが、苦しむって……」

「友人たちに、ずっと申し訳なさを感じていなければならん。それは、とてもつらいことだからな」

「あたしは、土筆の命を奪ってまで……」

「よいのだ。キュートの心を軽くできるのなら、我の命などくれてやってもよい。ふふ、どのみち、界間孔を開かねば、我の封印は解けぬのだからな」

　理刀とキュートは、思わず顔を見合わせた。そして、同時にまた土筆へ目をむける。

「どういうことなの？」

　キュートの問いに、土筆がどこかあきらめたような、それでも周囲を照らすような微笑ほほえみを浮かべた。

「我とキュートの魂は、一部が混ざり合おうておるため、もはや引ひき剝はがすことはできん。無理に剝はく離りさせようとすれば、魔力の弱いほうが消滅してしまうだろうな。つまりな、キュートの魂が干ひ涸からびてしまう、ということだ」

「きゅ」

「安心しろ。界間孔を開けば、我の魔力はほとんどのうなる。そうなれば、魂が消し飛ぶのは我のほうだ。キュートの体から我を抜きとるには、それしか方法がない」

「そんなことって……」

「ただ、問題がひとつあってな……」

　問題？

　土筆が、視線を横へ動かした。

　理刀も、すぐに目を動かした。

　お姉様方が開けてくれた道を通って、黒くろ媛ひめたちが歩み寄ってくるのが見えた。

「友人たちの耳に入れるかどうかは、キュートが判断せよ。その問題というのは……」




　土筆は言った。

　五人ほどを通せる界間孔を開けることは可能だ。が、キュートだけは人間界へいくことができない。

　理由は……、開けた界間孔ゲートを魔界側から閉じる役目があるからだ。しかも、命懸けで。

　きちんと閉じなければ、次元流が魔界と人間界の双方へ流れ込み、絶大な被害をもたらすことになるという。

　聞いて、キュートは即答した。

「あたし、お別れって苦手だけど……黒くろ媛ひめたちにきちんと言うわ。また五年後にね、って。きちんとお別れしないと、気持ちが先にむかないもの」




　ふらふらになった黒媛は、百もも香かに支えられたままキュートの話を聞いていた。

　微妙にふらついていた巴ともえは、それでも自分の足で立ったままキュートの顔を静かに見つめていた。

　スイートは、キュートの話が終わるまで目を閉じたままだった。

　お姉様方、スワン、騎士たちはみな、距離を置いて理り刀とたちを見ているだけ。

　理刀の左手をしっかりと握ったまま、キュートが順を追って説明していった。

　理刀の中から開かい闢びやく竜の力が消えないうちに界間孔を開けないと、人間界へ帰るのが五年ほど先延ばしになってしまう、ということ。

　界間孔を開けば、土筆つくしが死んでしまうかもしれない、ということ。

　キュートの体から土筆を解放するためには、界間孔を開けるために魔力を大放出して、その量を限りなくゼロにしなければならない、ということ。

　そして、キュートだけは人間界へ戻れない、ということ。

「本当なら、封印城に一〇年間入ってないといけなかったわけだから、それを考えると……外を歩けるってだけでも……ありがたいって、思わなきゃ……いけない……から……」

　キュートが、言葉をつまらせた。

「そのブレスレット」

　黒媛が、キュートの右手を指差した。

「きゅ？」

　キュートが、右手を胸もとにあげた。

　彼女の手首には、四つのブレスレットがついている。

［Kurohime］

［Tomoe］

［Momoka］

［Sweet］

　四つのプレートには、それぞれ仲間たちの名前が刻まれていて……。

　ホワイトデーのお返しに、理刀がみんなへ贈ったモノ。

「ちゃんと返してくれ」

「あ……」

「五年後に、な」

「きゅ～」

「返さなかったら、とり返しにいくぞ？　わたしは、言ったことは、必ず実行するからな。だから……必ず……うぅ」

　黒くろ媛ひめが、右手で顔を押さえた。

「たったの五年です！　五年たったら、わたしは、え～っと……」

　百もも香かが、指を折ってなにかを数えたあと、再び口を開いた。

「五年後には、わたし、高等部に進学してますから、だから、たくさん勉強してて、能力値も伸びてて、とにかく、がんばってますから、わたし、いろんなことに負けないで、がんばりますから！　キュートさんも、がんばって下さい！」

　姉の体を支えている百香の目にも、たっぷりと涙が溜たまっている。

　巴ともえが、よろよろとキュートに歩み寄り、その華きや奢しやな体を抱きしめた。亜あ威い姉妹と同じように、彼女もぽろぽろと涙を流している。

　黒媛と百香も、キュートに抱きついていく。

　五年間、キュートとは会えなくなる。

　連絡もとれない。手紙だって送れない。五年後に会えるという保証もない。

　キュートと手をつないだまま、理り刀とは土筆つくしの様子を窺うかがった。

　彼女は、抱き合う女の子たちをやさしい目で見つめている。

　スイートが、理刀に身を寄せてきた。

「うふふ。わたくしは人間界へいきますわ。あちらで己を磨くと決めましたの。もともと、一〇年は魔界に戻らない決意を固めていましたから。気持ちは変わりませんわ」

「スイート、本当にそれで……」

「決めたことは貫き通す。それがフォンターナの娘ですわ。ですから、わたくしは人間界へいきます。理刀は……」

　スイートが、黒媛、巴、百香の三人といっしょに泣いてるキュートへ目をむけたあと、すぐにまた理刀を見あげてきた。

　彼女の確かな瞳ひとみが、心の中へもぐり込んできた……、ような気がした。

　下からジ───ッと見あげられると、ドキドキしてくる。

「スイート？」

「うふふふふふ。理刀は、理刀の思ったようになさればいい、とわたくしは思いますわ」

　スイートは、理刀の迷いに薄々気づいているらしい。

　横目にキュートを見た。

　銀髪の輝きが、目の中に染み入ってくる。

　きょうから、彼女と五年間離ればなれになって暮らさなければならない。

　出会いは偶然だった。

　当時は「シィちゃん」と呼ばれていた始祖竜のシルティシャープがいなければ、ふたりの接点はなかっただろう。

　その後、同じマンションのお隣さんになった。

　ほとんど毎日、朝食と昼食と夕食をいっしょに食べた。

　デートだってした。

　理り刀とは、銀色のツインテールをきちんと見た。この先、五年間は……。

　五年後、自分はどうなっているだろう？

　いままで、成人になることをそれほど意識することはなかったけど……。

　成人したあと、さらに二年経たって、二二歳になった自分。

　レゾン学院の高等部を卒業したあと、そのまま大学部へ進学しているのだろうか？

　地球語協会テラに入ることができているのだろうか？

　いまとは別のことで悩んだり、迷ったりしているのだろうか？

　二二歳になった自分の隣で微笑ほほえんでくれているのは、だれなんだろう？

「わたくし、五年かけて自分自身を磨きあげるつもりですわ。うふふ、その頃には、うちのお姉様たちみたいに、いいえ、それ以上の淑女レデイになってみせます」

　スイートが、理刀の胸を人差し指でつんと突いた。

「わたくしを射とめるなら、いまのうちですわよ？　いまなら……わたくし……」

　瞳ひとみを潤ませたスイートが、顔を近づけてきた。

　すぐ隣では、手をつないだままのキュートが、黒くろ媛ひめたちと抱き合ったまま泣いている。

　理刀は素早くスイートに顔を近づけ、額ひたいと額をコツンとぶつけた。

　スイートが、目を大きくして体を離した。頰ほおが真っ赤になっている。

「オレも負けない。五年あれば、オレは間違いなく、いまのオレが驚くくらいのすごい自分になってるよ。ハハ、自分で言うのもなんだけど、間違いないね」

　スイートにむかって、理刀はニッと笑ってみせた。

　五年後のことを考えると、楽しくなってきた。

　五年後、望んだ自分になってみせる。

　きっと！

「オレはやるよ。絶対やる」

「うふふ。やっぱり、理刀は理刀のままですわね。わたくしも負けませんわ」







　チャリ。












　理り刀との耳が、微かすかな、とても微かな音を捉とらえた。

　音は、キュートの右手首から。仲間たちのブレスレットが、身を寄せ合っている。

　彼女の左手首には［Cute］のブレスレット。

　右と左の手首。それぞれ別々につけられたブレスレット。

　それでも。

　仲間と過ごした過去は、決して動かない。

　仲間を想おもう気持ちは、決して砕けない。

　仲間に伝えた心は、決して消えない。

　だから……。

　理刀は、……、　　……………、　　　…………………………、　　　　　決意した。







　土筆つくしがつくり出してくれた界間孔ゲートは、人ひとりが十分に通れるほど大きなモノだった。

　楕だ円えん形けいの孔のむこう側に、レゾン学院の正面入口が透けて見えた。

「さらばだ。ゆけ、立ちどまるな」

「きゅ、みんな、元気でね」

　土筆とキュートの言葉をうけ、

「キュート、またな」

「うえぇぇん」

　涙を溜ためた黒くろ媛ひめと大泣きしている百もも香かが、寄り添うようにして界間孔ゲートを抜けた。

「キュート、五年後に、必ず。みなさんも、また、お会いしましょう」

　お姉様方にペコッと頭を下げたあと、巴ともえも人間界へ渡った。目を赤く腫はらしたまま。

　リイザたちからモミクチャにされていたスイートが、ぐちゃぐちゃになった髪を整えながら、

「それではいって参りますわ。みなさん、どうぞ健すこやかにお過ごし下さいませ」

　スイートが、界間孔へ片足を踏み入れた。そして、もう片方を動かす前に、

「理り刀と、わたくし、絶対、魔導書作家になってみせますから。この五年、魂を懸けて経験を積むつもりですわ」

　理刀にむかってそれだけ言うと、ササッと人間界へ歩き去ってしまった。

　手をつないだままのキュートが、不思議そうな顔で理刀の横顔に視線を貼はりつけた。空色の瞳ひとみには、あふれんばかりの涙が溜まっている。

　スイートは、どうしてあんなことを言ったのだろう？　人間界に帰ってから、あらためて伝えればいいのに……。

　キュートの半泣き顔に、そんな疑問が浮かんでいる。

「理刀、界間孔を閉じてもよいのか？　あと数秒しか保もたぬぞ？」

　顔中に汗を浮かべた土筆つくしが、かすれた声で言った。

　どうやら、スイートと同じように彼女も気づいているようだ。

　理刀の決意に。

「理刀、急がないと……」

　キュートが、理刀の左手をぎゅっと握りしめてくる。

　理刀は、両手でキュートの右手を包み込みながら、

「土筆、もういいから。無理しないで、界間孔を閉じて」

「二度は、開けられぬが、よいのだな？」

「いいって」

「きゅ───っ!?　理刀っ、なに言って……」

　キュートがどんなに騒いでも、もう遅い。

　界間孔は、あっけないほど簡単に消えてしまった。

　ぽしゅん、と。

　理刀の目に焼きついたのは……。

　黒媛の驚いた顔。

　巴の啞あ然ぜんとした顔。

　百もも香かの泣き顔。

　スイートの微笑ほほえみ。

　また五年後に。

　もう、あとには引き返せない。

　それなら、前へ。

　気持ちを固め直した直後、

「む」

　土筆つくしが、その場に両りよう膝ひざをついた。

　だが、彼女はまだ生きている。荒い呼吸を繰り返しながら、薄い両肩を大きく上下させてはいるものの、しっかりと両目を開いている。

「ふぅぅぅぅぅ、理り刀と、この恩は、努ゆめ々ゆめ、忘るまいぞ。ふぅ、開かい闢びやくの力を、借りなんだら、我は、命を棄すてて、孔を、閉じねば、ならなかった。ふふ、死など、怖おそれては、おらんつもりだったが、いざとなったら、ふぅ、ふふふ、あっははは、キュート、理刀、そなたらの歩む未さ来きを、もう少し、見とうなった」

　地面に座り込んだ土筆が、どこか嬉うれしそうに長い長い息をついた。

　彼女の白い額ひたいや頰ほおに浮かんだ汗が、ひと筋、またひと筋と流れ落ち、ほっそりとしたアゴ先からしたたり落ちていく。

　そんな土筆を心配そうに見ていたキュートが、ハッと思い出したように顔をあげた。

「理刀っ、どうして、どうしてこんな……帰れなくなったのよ？」

　混乱した表情でつめ寄ってくる。

　お姉様方も、スワンも、騎士たちも、その他の連中も、みんな「なぜ人間界へ帰らないんだ？」といった疑問を顔に浮かべている。

　理刀はようやく、キュートの手を離した。

　汗ばんだ手を握ったり開いたりしながら、彼女とむかい合う。

「原初の能力を、ちゃんと身につけたいと思ってさ」

　用意していた〝魔界に残る理由〟を伝えた。

　だが、

「そんなことで……」

　キュートの空色ひとみから、見る見るうちに涙があふれ出してきたから、理刀は慌ててつけ加えた。

「あ、ほら。オレは、オレの意志で残ったんだから、キュートが泣かなくても……」

「五年も、帰れないのよ？」

「オレが残ったら、土筆を助けることができるかなって、そう思ったからさ。ハハ、ハ、成功だったろ？」

「確かに、そうだけど、でも、でも、なんてバカなこと……あ、あたしのせいで、あたしが、理り刀とを、巻き込んだから……本当に、ごめんな、んん」

　理刀はとっさに、人差し指でキュートの唇を押さえた。

「その言葉は禁止だって、約束したろ？」

〝ごめんなさい〟なんて、いまのキュートに言わせたくない。

「きゅ」

　ぽろぽろ、ぽろぽろと、キュートの瞳ひとみから涙がこぼれ落ちていく。

「泣かなくていいから」

「きゅ」

「オレが、自分で決めたことだから」

「きゅ」

　理刀は、キュートのやわらかい唇から指を離した。

　彼女の涙はとまらない。ぽろぽろ、ぽろぽろ。ぽろぽろ。

　土筆つくしが、やれやれといった顔でそれを見ている。

　そんなキュートを見下ろしていると、なんだか気持ちが潰つぶれそうなほど苦しくなった。

　彼女を泣かせたくない。

　彼女には笑っていてほしい。

　そう思ったから、理刀は勇気を出してキュートに身を寄せ、彼女の背に腕を回した。

　壊さないよう、やさしく抱き寄せた。

「オレ、嫌だったんだ」

「きゅ～？」

「キュートを、もう二度と、ひとりにしたくなかったんだ。だから……」

　魔界に残った。

　五年も離れてるなんて、考えられなかったから。

「理刀ぉ」

　キュートが、理刀の胸に額ひたいを押しつけてきた。

「理刀ぉ、きゅ、理刀ぉ～」

　理刀のシャツをつかみ、胸に顔を押しつけたまま、

「ふぇ、ふぇっきゅ、きゅぅ～、ぅ、きゅ」

　キュートが、大声で泣き出した。

　えっと……。

　どうしていいのかわからず、理刀は土筆に助けを求めた。だが、彼女は微笑ほほえんでいるだけで、なにも言ってくれない。

「ふぇ、理刀ぉ、理刀ぉ、ありがとぉ」

　どうやら、悲しくて泣いているわけじゃなさそうだ。

　理り刀とが、ホッと息をついたそのとき、

　ドッカ───────────────────ン!!　という轟ごう音おんが大気をゆらした。

「きゅぅぅっ!?」

　キュートが、理刀の腕の中で体を強こわ張ばらせた。

　理刀も、思わず首をすくめた。

　直後、ずぅ～っと遠くの空で大きな花火が咲いた。

　どうして花火？　色は、オレンジ一色だけど……。

　ドカン！　ドカン！　ドカドカドッカ────────────────────ン!!

　轟音が連続して鳴り響き、その数だけ単色の火花が夜空を彩った。まるで、この瞬間を祝福しているかのように。

　この場の全員が、夜空を見あげた。

　いったい、だれが花火を？

「む。フォンターナの統領とビョルンストライドめが、いまだに闘やり合おうておるの。きのうから、ずっと気になってはいたが……ふふ、決着は当分つかんだろうな」

　土筆つくしが、ぺたんと座ったまま目を細めている。

　ハンサムとビョルンストライドの王様が、闘ってるの？　娘たちとは別の場所で？

　理刀は、それとなくお姉様方とスワンの様子を窺うかがった。

　みんな呆あきれたような顔をしている。そこにピリピリとした空気は感じられないから……、それほど切羽つまった状況ではなさそうだ。

　ここでふと、理刀は気づいた。

　いつの間にか、騎士たちが四方に散っていた。ローブを着た連中も、顔がハッキリと見える距離まで近づいてきている。

「っ!?」

　理刀は、キュートを抱いたままスワンに目をむけた。

　彼女と視線がぶつかった。

　まだ、土筆を狙ねらって……。

「む。我を消滅けしたいのなら、確かに、いまが好機よな」

　土筆が、どこか感心したようにスワンへ目をむけている。すべてを天に委ゆだねているかのような、どこか達観した表情だ。

　理刀の目の前で、ロングストレートの銀髪がゆれた。

　スキュースだった。

　流れるような動きで、理刀とキュートの前に移動してきたのだ。

　すぐさま、土筆を背に守るようにして立ったのは、カカとリイザだった。

　マグナが、ホライズンが、ロコが、デモティが、ピアが、テンペランスが、アースが、理り刀とたちを守るように円陣をつくった。

　フォンターナのお姉様方がつくった円の内と外で、理刀とスワンは静かに視線をぶつけ合った。





エピローグ







　横目に桜並木を眺めながら、亜あ威い百もも香かはのんびりと歩いた。

　はらり、はらり、とときどき桜の花びらが散っているのを見つけると、サッと手を伸ばしてつかんでみたくなる。

　来週には高等部の二年生になるから、思ったままに動いたりしないけど……、もう子どもじゃないし……、周りにはたくさんの人が歩いてるし。

　ゆき違う男の人が、チラッと百香に目をむけてくる。ジ──ッと見つめてくる人だっているけど、気にしない。

　前と足もとに注意しながらも、百香は桜だけに目をむけた。

　姉も、高校生のときは外出するたびに不ぶ躾しつけな視線を浴びていた。でも、颯さつ爽そうと黒髪をなびかせ、前だけをむいて歩いていた。唇に凛りんと微笑ほほえみをのせて。

　百香はいつも、そんな姉に憧あこがれていた。

｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝と呼ばれた亜威黒くろ媛ひめに。

　当時の姉に、自分は追いつくことができただろうか？

　高校二年生の頃の姉は、ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】だった。

　去年の秋、百もも香かもダイヤクラスになることができた。高一で能力値一〇〇〇を超えた生徒は自分だけだ。

　ちょっと自慢。

　能力者関連の雑誌から、たびたびインタビューをうけるようにもなった。テレビ番組で｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝特集を組んでもらったこともある。

　それでも、姉の背はまだまだ遠い。

　でもでも、いつの日か……。

　百香は、空気中の水分をてのひらに寄せ集め、簡易水鏡をつくり出した。そして、未来を仮定する。

　もし、このまま歩き続けたら？

　視みえた映像にうなずいたあと、水鏡を拡散させた。水たちが大気へ還かえっていく。

　このペースで歩いても、待ち合わせ時間に遅刻はしない。だから、このままノロノロいこう。桜の色い彩ろと香りを楽しみながら。

　ついでに鼻歌も歌っちゃおう。

　ふんふんふ～ん♪

　中等部の三年までは、特注した水鏡を常にもち歩いていた。人間は魔族と違い、媒体がなければ能力を発動できないから。

　しかし中三の夏、ベランダの柵さくに蔦つたを巻きつけていたアサガオを見て気づいたのだ。花弁にちょこんとのっていた水滴は、朝日をたっぷりと吸い込んでいた。

　大気は水で満ちている。

　気づいてからは早かった。

　自分をとり巻いている水を意識すればするほど、彼らはこたえてくれた。そして、なにもない場所から水鏡をつくり出すことに成功したのだ。

　人間は媒体がなければ能ナシ。

　人間はひとつの能力しかもてない。

　ひとりの少女が、そんな〝人間界の定説〟をくつがえしたということで、当時は世界中が大騒ぎになった。

　いまのところ、媒体ナシで能力をつかえるのは世界にひとりしかいない。

　またまた自慢。

　つくり出せるのは、まだ小さなてのひらサイズだけど……。これからもっともっと大きなモノをつくれるようになりたいと思ってる。目標は、大劇場のスクリーンサイズだ。

　自分は成長してる。

　だから、いつの日か……。

　ふんふんふふふん♪

　姉に追いつきたい。

　姉とならんで走りたい。

　姉を支えられるようになりたい。

　渇きにも似た想おもい。自分を動かす原動力。絶対につかみたい未来。

　黒くろ媛ひめはいま、家を出ている。さらには、日本も飛び出している。

　大学部二年の冬、学院を中退した彼女は、その後、日本人初となる『地球語協会テラ』の職員としてメキシコに渡り、メキシコ市を拠点として貧しい人々を援助するための活動を始めた。

　どれだけ妹との差を開ければ気がすむのだろう。もう、本当に、嫌になるくらい追いかけ甲が斐いのある姉だ。

　ふふふ～ん♪　ふんふふん♪

　がんばっているのは、姉だけじゃない。

｛謎エニグマ｝の知名度は、｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝よりもはるかに高い。

　巴ともえは今春、レゾン学院の大学部を首席で卒業した。成績だけでなく、能力値も他の生徒の追随を許さないまま。

　毎年、卒業式では成績優秀者の能力値が発表されているのだが、首席である巴の場合それがなかった。というよりも、できなかった。

　人間界にある能力測定器では、彼女の能力値を測れなくなったからだ。

　在学中に多くの記録を残した巴は、能力測定器の破壊個数一二、というデタラメな数字まで叩たたき出した。測定器一個で高級車が五台は買えると聞いているから、その損失は推して知るべしだろう。

　測定器メーカーの特別チームが、知識と技術の粋を集めてバージョンアップしたものを発表するたびに、巴が申し訳なさそうな顔であっさりと壊す。発表する、壊す、発表する、壊す、発表……、しなくなったから、破壊個数の記録更新はストップした。

　特別チームの面々があきらめなければ、記録はもっと伸びていたはずだ。

　いま現在、能力測定器を破壊するほどの放出力をもった能力者は、世界でも類を見ないという。

　そんな巴には当然、政府関連の組織や大企業から数えきれないほどのオファーがあった。けれど、そのすべてを断って『日本死霊協会』への就職を決めた。

　彼女は言っていた。

『お給料がいいとか、よくないとか、そんなことじゃなくて……人にやさしくできる環境にね、いつも自分の〝心〟を置いておく努力って、大切だと思うの』

　ふふふん♪　ふふ～んふん♪

　黒媛も巴も、百もも香かを置いてどんどん先へいく。そして、スイートも。

　五年前、界間橋レインボーが閉ざされた。その前に、日本にいた魔族はみんな帰界してしまったから、地下学院アンダー・レゾンも長期の休校となってしまった。

　そんな中、フォンターナ家が日本に残した不動産を管理し、黙っていてもお金が入ってくるような仕組みを整えたあと、スイートは本を書くことに集中した。

『没頭はしませんわ。没頭してしまっては、周りが見えなくなりますから。わたくし、自分の周りにある世界すべてを意識しながら、可能な限り集中していくつもりです。視野をひろげなければ、書き続けることなんてできませんから』

　と彼女は微笑ほほえんでいた。

　そして一年前、スイートと相棒のカオリが書きあげた超初心者にんげんむけの魔導書、『カオティック・ラブ』が書店にならんだ。そして……。

　大爆発的なヒットとなった。

　素敵な魔法を目の当たりにできるのだから、売れないわけがない。

　童話のようなストーリー仕立てで明みよう星じよう術式を解説していき、ページを開くたびに光が舞い踊るというつくりだった。

　普通の人でも、声に出して呪文を唱えれば、体内の微量な電気を無理なく引き出すことができることを、『カオティック・ラブ』は教えてくれた。

　百もも香かの部屋には五冊ある。

　読む用。

　本棚にならべる用。

　保管用。

　人に薦める用。

　そして、プレゼント用だ。

　現在、本をプレゼントする相手を探してる最中だ。親しい友だちは全員、自分で『カオティック・ラブ』を買ってるから……。

　スイートはいま、次回作を鋭意執筆中だという。

　ふふふん♪　ふんふんふん♪

　もうすぐ、みんなに会える。

　百香は、気を抜くとスキップしてしまいそうになる気持ちを抑えながら、のんびりのろのろと歩き続けた。

　スキップもそうだが、街中で走ったりするのも、あんまり好きじゃない。激しく動くと胸がゆれるから。ゆれたら、周りの人にジロジロ見られる。

　とにかく、遅刻をしないよう余裕をみて家を出てきた。走る必要なんてない。

　だから、ゆっくり、楽しみながら歩こう。

　ふんふんふ～ん♪




　百もも香かは、喜びの悲鳴をあげたくなるのを懸命に我慢した。

　もうすぐ高二になるから、子どものような振る舞いは控えなきゃ……、と思ってる。

　でも、このメンバー全員が顔をそろえるのは、一年と四ヶか月げつぶり。嬉うれしくて嬉しくて。

　黒くろ媛ひめが帰国した。

　ここ最近は、メキシコから数千キロも南下したところにある南米の国、ボリビアで活動していたらしい。

　巴ともえも、九きゆう州しゆうから今朝戻ってきたという。

　きのう福ふく岡おかへ飛び、現地で頻発していた霊事件を解決したあと、ビジネスホテルで一泊してから朝一の飛行機で、と聞いた。

　スイートもいる。

　彼女はいまも、渡界してきたときと同じマンションに住んでいる。マンション内で二○一号室から五○二号室へ引っ越しただけだ。

　いまでは、五○一号室にときどき帰ってくる理り刀との両親に気に入られ、いっしょにご飯を食べにいくほど仲がいい。

『外堀から確実に埋めていきます。魔界には〝一夫一婦制でなければならない〟という考え方はありませんから』というスイートは、本当に逞たくましい女性だ。

　百香は、黒媛の腕にしがみついたまま巴とスイートに笑いかけた。嬉しい嬉しい、とにかく嬉しい。そしてもうすぐ、もっと嬉しいことがやってくる。

　いま百香たちがいるのは、魔界大使館の大広間だ。

　ここで界間橋レインボーの再開通式が行われる。

　一週間前。異界間通信によって、事前に再開通の日時が政府に伝えられた。その情報をつかんだ百香は、さっそく亜あ威い家のコネをつかってこの式に参加する計画をたてた。

　結局、コネをつかわずとも簡単に招待状をとり寄せることができたけど……。

　亜威黒媛。美み々み津つ巴。スイート・フォンターナの名前を出したら、一発ＯＫだった。

　百香自身も、巴が卒業したいま、レゾン学院で最高の能力値をもつ｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝だし、媒体を使用しない能力者としても名を知られている。

　式場のあちこちに、政財界の著名人たちがいた。後ろの壁付近には、テレビカメラや記者団がわんさか。魔界大使館に人間が入れるなんて、極めて珍しいことである。

　再び、人間界と魔界がつながる。

　そして、界間橋を通って帰ってくる。

　春日かすが理刀とキュート・フォンターナが。

　もうすぐ。

　五年前、理刀は魔界に残る道を選んだ。

　そのことが、初めは信じられなかったけど……。黒くろ媛ひめたちは、なんだか納得したような顔をしていて。

　土筆つくしがつくってくれた界間孔ゲートを通るとき、百もも香かはただただ泣いていた。キュートとの別れが悲しくて、寂しくて、泣くことしかできなかった。

　孔が閉じたとき、理り刀とが魔界に残ったのを知ってまた泣いた。

　泣いて泣いて泣いて、そんな悲しみや寂しさを吸収し、消化し、血肉にして、きょうまで自分を奮い立たせてきた。

　あのときは、なにもできない小学生だった。でも、いまは違う。成長しました！　と胸を張って理刀とキュートの前に立つことができるという自信がある。

　いまも昔も変わっていないのは……………、彼に対する気持ちだけ。




　テープカットが行われた。

　カメラのフラッシュが弾はじけ、歓声と拍手が沸きあがった。

　百香も、精いっぱい手を叩たたいた。

　黒媛が、ササッと前髪を整えた。

　巴ともえが、紅あかくなった頰ほおを両手で挟み込んだ。

　スイートが、胸の前で祈るように両手を組み合わせた。

　みんなの緊張が、痛いほどわかる。百香も、全身が熱くなるほど緊張しているのだから。

　もうすぐ、彼に、会えるのだ。

　式場の前にあった扉が、サッと開いた。

　目が痛くなるほどのフラッシュ。

　耳が痛くなるほどのシャッター音。

　扉の奥から姿を見せたのは、百香の予想通りフォンターナのお姉様たちだった。

　先頭は、もちろん｛魔界の至宝スキユース｝だ。黒いドレスがよく似合う。

　彼女のすぐ後ろにいるのは、｛獲鳳縛麒カカ｝と｛静謐なる禍リイザ｝だった。

　真っ赤なスーツ姿のカカはすごく格かつ好こういいし、真っ白なドレスを着たリイザはとてもきれいだ。

　華のある三人の登場に、式場がさらに盛りあがった。

　五年ぶり。少しも変わっていない。

　で、彼は？

　百香は、開いたままのドアを見た。だれも出てこない。

　理刀とキュートは？

　百香は、黒媛の横顔を見あげた。珍しくファンデを塗り、しっかりと口紅を引いた姉の顔が、わずかに曇っている。

「どうしたんだ？」

「界間橋レインボーが混雑してるのかしら？」

　巴ともえはまだ、紅あかくなった頰ほおを両手で挟んだままだ。

「うふふ。焦じらされれば、それだけ会ったときの感動が増すというものですわ」

　スイートが、黒くろ媛ひめ、巴、そして百もも香かの顔を見あげた。

　先日、機会があってスイートとお茶をしたときのことを思い出す。

　少しでも早く姉に追いつきたい、という話をしたとき、

『身長は、すでに百香さんのほうが高いではありませんか。胸も、ん、まぁ、姉越えを果たしていますし。能力のほうは、ゆっくり確実に伸ばしていくことをお勧めしますわ』

　こう言われた。

「春日かすがさんとキュートさん、どうしたんでしょうね……」

　そんな百香の言葉をうけとめるように、

「みなさん、お久しぶりです」

　いきなり目の前に現れたのは…………………………………、五年ぶりの毒どく舌ぜつ丸まるだった。




　騒々しい式場の外に出た百香たちは、魔界大使館の広々としたエントランスに置かれたソファに腰を下ろした。

　理り刀ととキュートは、少し遅れて渡界すると聞いたため、それまで毒舌丸にいろいろと質問した。

　最初に訊きいたのは、

「五年前のあのとき、界間孔ゲートが消えちゃったあと、土筆つくしさんはどうなったんですか？」

　ということだ。

「わたしは現場にいませんでしたので、直接見聞きしたわけではありませんが、リイザ様に何度も聞かせて頂きましたから概要は捉とらえています。伝聞情報で恐縮ですが……」

　毒舌丸が、そう前置きして教えてくれた。


　　　★★★



　フォンターナのお姉様方がつくった円の内と外で、理刀とスワンは静かに視線をぶつけ合った。

　騎士たちが、ジリッとすり足で間合いを詰めてきた。

　ローブを着た連中も、ゆらり、ゆらり、となにやら怪しげに腕を動かしている。

　座り込んだまま、土筆がうっすらと笑った。

「仲間内の争いなど、不要だ。我は、ほれ、この通り動けはせん。魔力も底をつきかけておる。封印するより、このまま消滅させたほうが、手っとり早くて、よかろう」

　苦しげな息を吐きながら、そんなことを言う。そしてさらに、

「理り刀ととキュートの、ゆく未さ来きは見られなんだが、代わりに、キュートを自由にしてやれる。我さえいなくなれば、すべて、まぁるく収まるであろ」

　弱気な言葉をつけ加えた。

　スキュースが、肩越しにそんな土筆つくしを見つめている。なにか言いたげな目で。

　カカは、こちらに顔をむけようとしない。

　一方、リイザの瞳ひとみが潤んでいるのは、いったいどういうことなのだろう？

　他のお姉様方も、理刀とキュート、そして土筆を守るように円陣をつくったまま黙っている。

「きゅ、土筆、そんなこと……」

　ぽん。

　理刀は、いまにも泣き出しそうなキュートの肩を軽く叩たたき、その言葉を押しとめた。

「理刀？」

　涙をいっぱいに溜ためた空色の瞳が、こちらへむけられる。

　理刀は、震える彼女の瞳にうなずいたあと、スワンにむかって歩き出した。

　スキュースの横を通り、彼女の上品な香りを胸に進む。

「り、理刀？」

「開かい闢びやくの少年、なにを？」

　後ろからキュートとリイザの声が聞こえたが、振り返らなかった。ゆっくりと進む。

「春日かすが？」

　カカの声にもこたえなかった。焦らず、進んだ。

　ガチャ、と剣の柄つかを握った騎士たちの動きを、スワンが右手をあげて制した。

　そんな彼女から三メートルほど手前で足をとめ、理刀は長く息を吐き出した。そして、

「土筆には、手を出さないで下さい」

　スワンの目を見据え、言った。

「いま、このときこそ、ツェデュヴィーラの魂力ちからを奪うことができる、千載一遇のチャンスでしょう。だから……」

　理刀は、その場にドカッとあぐらを搔かいて座った。

「？」

　スワンが、怪訝な顔で理刀を見下ろしている。

　理刀は大きく息を吸ったあと、腹の底から声を出した。

「あんたはっ！　命がけの行為を見てっ！　なにも感じなかったのかっ!?」

　スワンの目が、大きく見開かれた。

　理刀は間を置かず、地面を指差した。

「座って下さい」

「は？　座って？」

「座って話し合いましょう。オレはもう座ってます。だから、あなたも座って下さい。そして、じっくり話し合いましょう。お互い納得がいくまで、じっっっくりと」

「あなたは、いったいなにを言っているのでしょう？　まるで意味が……」

「座って下さい。国の上に立つ人が、話し合いから逃げてどうすんですか？」

「ふ、ふん。話し合ったところで、なにも変わらないでしょう」

「まずは座って下さい。変わるか変わらないかは、話し合えばわかるはずです」

　理り刀とは、スワンの目から決して視線をそらさず、しつこく言い続けた。どこまでもしつこく食い下がるつもりだった。それこそ、命懸けで。

　命懸けの行為に、命懸けでこたえないでどうする？

「とにかく、オレとあなたで、腹を割って話し合いましょう」

　理刀は、しつこくスワンを誘い続けた。


　　　★★★



　その後、夜が明けるまでスワン姫を説得して、最後にはビョルンストライドの紋章に誓わせたというのですから、彼の熱意には頭が下がります」

〝どんなことを誓わせたの？〟といった表情で、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、スイートが、ググッと毒どく舌ぜつ丸まるに顔を近づけた。

　百もも香かも、ググッと両手を握りしめる。

「スワン姫は、フォンターナのお嬢様方を立会人として、

〝ツェデュヴィーラが平和を望んでいる限り、王国は彼女の意志を踏みにじるようなことはしない〟

　ということを誓われたそうです。

　スワン姫直属の騎士団と魔術師団の者たちも聞いていたという話ですから、誓いが破られることはないでしょう」

「すごい！　春日かすがさんって、やっぱりすごいですっ！」

　百香は、エントランス内に響き渡るような声で、思ったことを口にした。もうすぐ高二だけど、このくらいの子どもっぽさは許されるだろう。

「ほんとに、理刀は、すごいヤツだな」

　黒媛が、赤い唇をふわっと笑みのかたちにした。

「ふふ、理刀くんらしい」

　巴が、頰ほおをふんわりと薄紅色に染めた。

「うふふ。堅物のスワン姫も、理刀が相手では半日とお気持ちを固めていることができなかったようですわね」

　スイートが、嬉うれしそうに目を細めた。

「フォンターナの一〇傑に名を連ねたお嬢様方が、春日かすが理り刀とさんとキュートお嬢様、そして土筆つくし様を命懸けで守る、とその場で紋章に誓われたそうです」

「スキュースお姉様からアースお姉様まで、一〇人全員が？　理刀たちをお守りする、と誓われたのですか？　紋章に？」

「はい、そのように伺っております。そういったことも、スワン姫がお考えを和らげた大きな要因のひとつだと、わたしは考えています」

　両りよう眉まゆをぴょこんと跳ねあげたスイートへやわらかな微笑ほほえみをむけたまま、毒どく舌ぜつ丸まるが話を続けた。

「春日理刀さんですが………現在は、開かい闢びやく竜の力をつかいこなしておいでです」

「すごいっ！」

　百もも香かはまた、思わず声を張りあげてしまった。

　エントランスの壁に、すごい、ごい、ぃ……、と声が反響する。

　苦笑いを浮かべた黒くろ媛ひめから、ポンポンと肩を叩たたかれた。〝落ち着け〟ということだろう。

　百香はペロッと舌を出したあと、すぐにまた毒舌丸に顔をむけた。

「キュートさんは？」

「はい。キュートお嬢様は、土筆様のご指導のもと｛奇跡の血｝の能力を飛躍的に向上させることに成功なさいました」

　黒媛と巴ともえが、笑顔をむけ合った。

　スイートも微笑んでいる。

　百香も、自分のことのように嬉うれしかった。

「それじゃ、春日さんとキュートさんって、ふたりとも魔界じゃ珍しい能力の持ち主ってことになるんですよね？　なんたって、開闢竜の力と｛奇跡の血｝なんですから」

「あのおふたりはいま、ご自分たちの能力を誇ることなく、魔界中の様々な土地を巡っていらっしゃいます」

「旅行、ですか？」

　新婚旅行……、とかじゃないよね？

　百香は慌てて頭を振り、その考えを追い払った。

　黒媛、巴、スイートの三人も、どういうわけか、ぷるぷると頭を振っている。

　まさか……、ね。

　毒舌丸が言葉を続けた。

「ご旅行ではありません。傷つき、心が折れそうになっている者たちを助ける活動です。開闢と｛奇跡の血｝の能力があれば、負の魔力が原因となった病なら、そのすべてを癒いやすことができますから」

　黒媛が、膝ひざにのせた手を握りしめている。

　巴ともえが、目にうっすらと涙を溜ためている。

　スイートが、瞳ひとみを輝かせて唇を引き結んでいる。

　三人とも感動しているのだろう。

　理り刀とが、理刀のまま変わっていないことに。

　キュートが、キュートのままであることに。

　いつの間にか瞳を碧あおにした毒どく舌ぜつ丸まるが、

「旅には、土筆つくし様も同行しておいでです」

　そうつけ加えた。

「あの、土筆さんの封印は、どうなったんですか？」

「つい先日、開かい闢びやくと｛奇跡の血｝の力によって、完全に封印を解くことができました」

　つい先日………、封印を解くのに五年近くもの歳月がかかったということになる。それでも、土筆がようやく自由になれたと聞いて百もも香かは嬉うれしくなった。

　脳裏に、知らない土地を往ゆく理刀たちの姿が浮かびあがってくる。

　姉と同じ、二二歳になった春日かすが理刀。

｛奇跡の血｝をもつキュート・フォンターナ。

　ビックリするぐらいきれいで、ビックリするぐらい強い魔力をもつ土筆。

　三人がいっしょにいれば、まさに無敵だ。不沈だ。心配ナシだ。安心安全トリオだ。

　すご───いっ！　と大声で叫びたくなった。でも、また黒くろ媛ひめに苦笑いをされるからやめておく。もうすぐ高二だし。

「おいでになりました」

　碧に染まった毒舌丸の瞳が、スッと動いた。

　彼女の視線に吸い寄せられるように、百香はソファから腰を浮かした。

　頰ほおに清か風ぜを感じた。建物の中なのに。

　百香は中腰のまま、式場へと続く通路を見た。

　銀髪のツインテールが目に飛び込んできた。

　紅髪のロングヘアが通路の薄うす闇やみを押おし退のけている。

「ぁ……」

　言葉にならない声が、ノドからこぼれ出た。

　黒媛が、百香の肩をつかんできた。その手は、大おお袈げ裟さなほど震えている。

　口を両手で押さえたまま、巴が泣き出した。涙もろさは相変わらずだ。

　スイートが、「うふふ、いい感じに焦じらされましたわ」と震える声でつぶやいた。

　百香の頰をなでた風が、エントランスの中でくるくると楽しげに遊び始める。

「「「っっっ!!」」」

　黒媛が、巴が、スイートが、いっせいに席を立って駆け出した。

　百もも香かも、遅れることなく走った。

　銀と紅の後ろにいる、ちょっとだけ背が高くなり、わずかに肩幅もひろくなった彼にむかって。

　走った。












あとがき





理り刀と　　「きゅーきゅーキュート！　は、この巻をもちまして、ひとまず終了します！」

キュート「きゅっ!?　終わっちゃうの？　まだまだこれからってときに……」

スイート「何事にも、引き際というものがありますわ」

黒くろ媛ひめ　　「長かったな……」

巴ともえ　　　「ぐす……ほんとに、みんなとは、長い間……」

百もも香か　　「巴ちゃん、泣かないで。わたしたち、ずぅっといっしょだよ？」







スキュース　「わたしの出番、少なかったわ」

カカ　　　　「スキュ姉は一巻から出てるだろ？　わたしなんか、五巻からだし」

リイザ　　　「スキュ姉様ったら、一〇巻の表紙にまでなったクセに、文句なんて……」

マグナ　　　「トップ・スリーとそっから下の差が激しすぎねぇか？」

ホライズン　「あ～、ね～、格差社会の歪ゆがみ、目の当たりにしたって感じだよねぇ」

ロコ　　　　「ほら、あれ、なんつったっけ？　あの酒、名前、ぅ～、思い出せない」

デモティ　　「わたしは、けっこう楽しかったけどなぁ」

ピア　　　　「みんなでぇ♪　最後をぉ♪　飾れるなんてぇ♪　素敵よねぇ♪」

テンペランス「ふっふっふっ。某それがしは、一一巻で存在をアピールさせてもらった」

アース　　　「お腹なか減ったなぁ～」







シルティシャープ「あのね、シルティシャープね、おにいちゃんといっしょがいいのね」

ササラ　　　　　「わ、わたしも、可能、あるいはできることなら、理刀と……」

スワン　　　　　「スキュの出番が少ない？　聞いてるだけで腹立たしいでしょう！」







土筆つくし　「すべての事象はゆるみ、崩れ、そしてまた心もつ者たちによって固められるな」

毒どく舌ぜつ丸まる「仰おつしやる通りです。心があれば、必ず成し遂げることができます」







理刀　　「実は、キュートに、その、ずっと言いたいと、思ってたんだけど……」

キュート「きゅ。い、言いたいこと？　って、な、なにかしら？」

スイート「わたくしが先に言わせてもらいますわ。わたくし、理刀のことを……」

黒媛　　「わ───っ！　ちょ、ちょっと待て。みんながいる前で、い、いきなり……」

巴　　　「あ、わわわ、り、理刀くん、わ、わたしだって……」

黒媛　　「巴もかっ!?」

百もも香か　　「それじゃあ、わたしも言いたかったこと言っちゃおうかなぁ」

黒くろ媛ひめ　　「百香までっ!?　………っ。じゃあ、わたしも、い、言うぞ？」

理り刀と　　「ありがとう。心から感謝してるよ。もちろん、みんなにも」

キュート「え？　あ、そ、そうね。うん。あたしもみんなに感謝してるわ！」

スイート「感謝……うふふふ。感謝、ですか。わたくし、てっきり……」

黒媛　　「ふふ。そうだな。感謝の気持ちを忘れちゃいけないな」

巴ともえ　　　「感謝、ね」

百香　　「わたしもっ、みなさんに大感謝ですっ！」






　謝辞を。

　武む藤とう此史くりひと先生のハイクオリティな画のお陰で、ここまで巻を重ねることができました。

　キュートを続けている間、３人の担当さんとお仕事をさせていただきました。仕事熱心な方ばかりで、心底「ありがたいな」と思っています。編集部にも恵まれました。

　そして、『きゅーきゅーキュート！』を支えて下さった読者の方々にも、感謝の気持ちでいっぱいです。

　本当にありがとうございました！

　また次回作でお会いしましょう。
















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　果　　　　　て

　　　報　　　待

　　　　は　て

　　　　　寝




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　挿絵とか原稿描いて生活しています。

　　主な仕事は「オオカミは懐かない!?」（ファミ通文庫）「繰り世界のエトランジェ」（角川スニーカー文庫）等。

　　ちょっと前にＴｗｉｔｔｅｒをはじめましたよ。

　　はじめたは良いけど机に向かってばかりだと話す内容無いよね…！

　　主に朝昼夜に呟くので時報ちゃんと呼んで下さい。

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／blue
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